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『
易
行
品
』
ー
十
住
毘
婆
沙
論
ー
に
お
け
る
一
考
察

こ
の
度
、
易
行
品
を
学
ぼ
う
と
思
う
。
易
行
品
は
、
浄
土
系
仏
教
に
は
大
切
な
書
で
あ
り
、
そ
れ
は
、

龍
樹
菩
薩
の
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
何
故
十
地
経
に
書
か
れ
て
い
な
い
易
行
品
が
そ
こ
に
書

か
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
龍
樹
の
書
か
れ
た
も
の
で
な
い
と
論
争
も
あ
る
。
な
お
、
本
書
は
、
ウ
ィ
キ

ア
ー
ク
を
使
用
し
た
。

易
行
品
に
つ
い
て

「
易
行
品
」
（
い
ぎ
ょ
う
ほ
ん
）
は
、
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
全
十
七
巻
三
十
六
品
の
内
、
第
五
巻
九
品
に

「
易
行
品

第
九
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
浄
土
真
宗
の
聖
典
の
ひ
と
つ
。

『
十
住
毘
婆
沙
論
』
（
じ
ゅ
う
じ
ゅ
う
び
ば
し
ゃ
ろ
ん
、
梵:

D
aśa-bhūm

ika-vibhāśa-śāstra,

ダ
シ
ャ
・
ブ

ー
ミ
カ
・
ヴ
ィ
バ
ー
シ
ャ
・
シ
ャ
ー
ス
ト
ラ
）
は
、
大
乗
仏
教
中
観
派
の
祖
・
龍
樹
に
よ
る
、
（
『
華
厳

経
』
の
「
十
地
品
」
と
し
て
も
知
ら
れ
る
）
『
十
地
経
』
（
梵:D

aśa-bhūm
ika

Sūtra

）
に
対
す
る
註
釈
書
。

全
十
七
巻
。

原
題
は
、
「
ダ
シ
ャ
・
ブ
ー
ミ
カ
」
が
「
菩
薩
の
十
の
修
行
位
階
（
十
地
・
十
住
）
」
（
こ
こ
で
は
そ
れ
に

つ
い
て
の
経
で
あ
る
『
十
地
経
』
の
こ
と
）
、
「
ヴ
ィ
バ
ー
シ
ャ
」
（vibhāśa

）
は
「
註
釈
・
解
説
」
、
「
シ

ャ
ー
ス
ト
ラ
」
（śāstra

）
は
「
論
・
書
」
、
総
じ
て
「
菩
薩
の
十
の
修
行
位
階
（
に
つ
い
て
の
経
で
あ
る

『
十
地
経
』
）
に
つ
い
て
の
注
釈
書
」
の
意
。

概
要５

世
紀
初
め
鳩
摩
羅
什
が
訳
し
た
漢
訳
の
み
が
現
存
し
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
・
チ
ベ
ッ
ト
訳
も
発

見
さ
れ
て
い
な
い
。
現
存
す
る
漢
訳
は
、
偈
頌
と
散
文
と
で
で
き
て
お
り
、
偈
頌
の
内
容
を
散
文
で
解
説

し
て
い
る
。
し
か
し
、
散
文
の
部
分
に
つ
い
て
は
龍
樹
作
と
す
る
こ
と
に
疑
問
が
も
た
れ
て
い
る
。

鳩
摩
羅
什
は
、
イ
ン
ド
僧
仏
陀
耶
舎
（
ぶ
っ
だ
や
し
ゃ
）
が
口
誦
し
た
も
の
を
漢
訳
し
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
翻
訳
に
つ
い
て
両
者
の
意
見
が
対
立
し
て
未
完
に
終
わ
っ
た
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
鳩
摩
羅
什
の
翻
訳
方
法
が
、
多
分
に
彼
自
身
の
解
説
や
、
彼
自
身
が
記
憶
す
る
仏
典
を
交
え
な

が
ら
翻
訳
す
る
形
態
を
採
っ
て
い
る
の
で
、
散
文
に
は
そ
れ
が
多
分
に
入
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
、

本
書
は
、
『
華
厳
経
』
の
一
部
で
あ
る
『
十
地
経
』
（
じ
ゅ
う
じ
き
ょ
う
）
の
注
釈
書
で
あ
る
が
、
大

乗
菩
薩
の
思
想
と
実
践
を
『
十
地
経
』
に
依
拠
し
て
説
い
た
も
の
で
あ
る
。

後
世
、
浄
土
教
の
念
仏
易
行
道
（
ね
ん
ぶ
つ
い
ぎ
ょ
う
ど
う
）
を
説
く
、
巻
第
五
「
易
行
品
第
九
」
（
い

ぎ
ょ
う
ほ
ん
だ
い
く
）
が
と
く
に
注
目
さ
れ
た
。
こ
の
章
に
つ
い
て
の
研
究
は
多
い
が
、
全
体
と
し
て
の

研
究
は
多
く
な
い
。
ま
た
浄
土
真
宗
に
お
い
て
、
龍
樹
は
七
高
僧
の
一
人
に
数
え
ら
れ
、
こ
の
『
十
住
毘

婆
沙
論
』
巻
第
五
「
易
行
品
第
九
」
は
、
浄
土
真
宗
の
正
依
の
聖
教
（
「
七
祖
聖
教
」
・
「
七
高
僧
論
釈
章

疏
」
）
の
一
つ
で
あ
る
。
龍
樹
の
『
菩
提
資
糧
論
』
（
ぼ
だ
い
し
り
ょ
う
ろ
ん
）
と
の
関
係
も
深
い
の
で
、

大
乗
仏
教
を
理
解
す
る
う
え
で
、
き
わ
め
て
重
要
な
論
書
で
あ
る
。
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構
成

『
十
住
毘
婆
沙
論
』
は
、
以
下
の
通
り
一
七
巻
か
ら
な
り
、
内
容
は
三
十
五
品
に
分
か
れ
て
い
る
。

卷
第
一

序
品

第
一

入
初
地
品

第
二

卷
第
二

地
相
品

第
三

淨
地
品

第
四

釋
願
品

第
五

卷
第
三

釋
願
品
之
餘
（
釋
願
品
第
五
之
餘
）

發
菩
提
心
品

第
六

卷
第
四

調
伏
心
品

第
七

阿
惟
越
致
相
品

第
八

卷
第
五

易
行
品

第
九

除
業
品

第
十

卷
第
六

分
別
功
徳
品

第
十
一

分
別
布
施
品

第
十
二

卷
第
七

分
別
法
施
品

第
十
三

歸
命
相
品

第
十
四

五
戒
品

第
十
五

知
家
過
患
品

第
十
六

卷
第
八

入
寺
品

第
十
七

共
行
品

第
十
八

卷
第
九

四
法
品

第
十
九

念
佛
品

第
二
十

卷
第
十

四
十
不
共
法
品

第
二
十
一

四
十
不
共
法
中
難
一
切
智
人
品

第
二
十
二

卷
第
十
一

四
十
不
共
法
中
難
一
切
智
人
品
之
餘

四
十
不
共
法
中
善
知
不
定
品

第
二
十
三

卷
第
十
二
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讃
偈
品

第
二
十
四

助
念
佛
三
昧
品

第
二
十
五

譬
喩
品

第
二
十
六

卷
第
十
三

譬
喩
品
餘

略
行
品

第
二
十
七

分
別
二
地
業
道
品
第
一
（
分
別
二
地
業
道
品

第
二
十
八
）

卷
第
十
四

分
別
二
地
業
道
品
之
餘

分
別
聲
聞
辟
支
佛
品
第
二
（
分
別
聲
聞
辟
支
佛
品

第
二
十
九
）

卷
第
十
五

分
別
聲
聞
辟
支
佛
品
之
餘

大
乘
品
第
三
（
大
乘
品

第
三
十
）

卷
第
十
六

護
戒
品
第
四
（
護
戒
品

第
三
十
一
）

解
頭
陀
品
第
五
（
解
頭
陀
品

第
三
十
二
）

卷
第
十
七

解
頭
陀
品
之
餘

助
尸
羅
果
品
第
六
（
助
尸
羅
果
品

第
三
十
三
）

讃
戒
品
第
七
（
讃
戒
品

第
三
十
四
）

戒
報
品
第
八
（
戒
報
品

第
三
十
五
）

十
住
毘
婆
沙
論

じ
ゅ
う
じ
ゅ
う
ー
び
ば
し
ゃ
ー
ろ
ん
十
住
毘
婆
沙
論
一
七
巻
。
竜
樹
（
ナ
ー
ガ
ー
ル

ジ
ュ
ナN

AgArjuna

）
の
造
と
伝
え
る
。
後
秦
の
鳩
摩
羅
什
の
訳
。
十
地
経
（
華
厳
経
十
地

品
）
の
中
、
初
地
・
二
地
の
部
分
に
対
す
る
釈
論
。
三
五
品
に
分
け
ら
れ
る
が
、
第
一
序

品
は
総
論
、
第
二
ー
四
品
は
菩
薩
の
初
歓
喜
地
の
内
容
を
述
べ
、
第
五
ー
二
七
品
は
歓
喜

地
に
入
る
た
め
に
な
す
べ
き
行
を
説
く
。
第
二
八
品
以
下
は
第
二
地
の
相
を
述
べ
る
。
論

中
に
大
乗
経
典
よ
り
の
引
用
が
非
常
に
多
く
、
特
に
般
舟
三
昧
経
・
宝
頂
経
・
郁
伽
長
者

経
と
の
関
係
が
深
い
。
諸
部
派
の
中
で
は
犢
子
部
に
つ
な
が
り
が
深
い
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
十
地
経
の
註
釈
と
し
て
は
未
完
成
で
あ
る
た
め
十
地
思
想
の
点
で
は
重
視
さ

れ
て
い
な
い
が
、
第
九
易
行
品
に
難
易
二
道
の
説
が
あ
り
、
曇
鸞
が
そ
の
著
、
浄
土
論
註

に
そ
れ
を
引
用
し
て
か
ら
、
こ
の
論
は
広
く
中
国
・
日
本
の
浄
土
教
家
の
間
に
依
用
さ
れ

る
。
浄
土
真
宗
で
は
易
行
品
を
七
祖
聖
教
の
一
に
数
え
て
い
る
。
㊧
二
六
、
国
一

釈
経

論
部
七

（
総
合
）

郁
伽
長
者

（
梵
）
ウ
グ
ラ

S:
U

gra

（
巴
）
ウ
ッ
ガ

P:U
gga

の
音
写
。
威
徳
と
訳
す
。
毘
舎
離
（
び

し
ゃ
り
）
の
長
者
。
毘
舎
離
の
大
林
で
淫
楽
に
ふ
け
っ
て
い
る
時
、
仏
陀
に
ま
み
え
て

帰
依
し
、
在
俗
の
信
者
と
し
て
梵
行
を
修
し
た
。

（
総
合
）
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犢
子
部

（
と
く
し
ぶ
、
梵:

V
ātsīputrīya,

ヴ
ァ
ー
ト
シ
ー
プ
ト
リ
ー
ヤ
）
は
、
釈
迦
の
没
後300

年
頃
に
分
派
し
た
、
部
派
仏
教
の
一
派
で
あ
る
。
上
座
部
系
の
説
一
切
有
部
か
ら
分
派

し
た
。

こ
の
派
は
、
輪
廻
の
主
体
と
し
て
の
人
格
的
主
体
で
あ
る
補
特
伽
羅
（
ほ
と

が
ら
、
梵:

Pudgala,

プ
ド
ガ
ラ
）
を
、
五
蘊
の
ほ
か
に
想
定
し
た
こ
と
が
特
徴
で
あ

る
。
そ
の
理
由
は
、
生
命
と
は
五
蘊
の
仮
和
合
（
け
わ
ご
う
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

仮
の
存
在
で
実
体
を
持
た
な
い
（
無
我
）
と
い
う
説
と
、
人
間
が
死
ん
だ
後
に
輪
廻
す

る
と
い
う
、
二
つ
の
説
を
説
明
す
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
主
体
が
存
在
し
な
い
輪
廻
」
の
理
解
に
苦
し
ん
だ
後
代
の
仏
教
徒
が
、
無
我
説
と
輪

廻
説
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
た
め
に
、
苦
肉
の
策
と
し
て
、
無
自
性
で
あ
る
五
蘊
の
他
に
、

死
後
も
存
続
す
る
補
特
伽
羅
を
想
定
し
た
。
こ
の
説
は
、
輪
廻
に
主
体
を
想
定
す
る
た

め
、
補
特
伽
羅
と
い
う
名
称
で
常
住
の
主
体
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
。

結
果
、
常
住
論
に
陥
る
た
め
、
理
論
上
、
輪
廻
の
解
脱
を
語
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。

（
ウ
ィ
キ
ア
ー
ク
）

憤
子
部
で
は
や
は
り
プ
ド
ガ
ラ
を
想
定
し
、
「
そ
れ
は
五
蘊
と
同
一
で
も
な
く
、
ま
た

別
異
で
も
な
い
（
非
即
蘊
離
蘊
）
。
た
だ
五
蘊
・
十
二
処
・
十
八
界
の
和
合
し
て
い
る

も
の
を
仮
り
に
プ
ド
ガ
ラ
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。
諸
法
が
も
し
も
プ
ド
ガ
ラ
を
離
れ

て
い
る
な
ら
ば
、
前
世
か
ら
後
世
に
移
っ
て
行
く
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
プ
ド
ガ
ラ
に

よ
っ
て
こ
そ
前
世
か
ら
後
世
へ
の
移
転
が
あ
り
う
る
の
で
あ
る
」
と
説
く
。
基
は
い
う
、

「
こ
の
プ
ド
ガ
ラ
は
我
で
あ
る
。
有
為
で
も
な
く
、
無
為
で
も
な
い
。
五
蘊
に
即
し
て

い
る
の
で
も
な
く
、
離
れ
て
い
る
の
で
も
な
い
。
仏
が
無
我
と
説
き
た
も
う
た
の
は
、

外
道
等
が
想
定
す
る
よ
う
な
、
五
蘊
と
同
一
あ
る
い
は
別
異
な
る
我
を
否
定
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
我
は
全
然
存
在
し
な
い
が
、
し
か
し
、
不
可
説
に
し
て
五
蘊
と
同

一
で
も
な
く
別
異
で
も
な
い
我
が
存
在
し
な
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
不
可
説

で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
の
形
量
大
小
等
を
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
我
は
仏
と
成
る

に
至
る
ま
で
常
に
存
在
す
る
。
死
ん
で
生
命
（
命
根
）
が
な
く
な
っ
て
も
、
こ
の
我
は

死
滅
し
な
い
」
と
。
こ
の
よ
う
た
見
解
は
犢
子
部
か
ら
分
派
し
て
成
立
し
た
と
こ
ろ
の

法
上
部
、
賢
冑
部
、
正
量
部
、
密
林
山
部
に
も
及
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。

あ
る
所
伝
に
よ
る
と
、
大
衆
部
の
経
典
の
中
に
は
根
本
識
と
い
う
も
の
が
説
か
れ
、
化

地
部
は
こ
れ
を
名
づ
け
て
〈
窮
生
死
蘊
〉
と
呼
び
、
ま
た
正
量
部
は
〈
果
報
識
〉
、
上

座
部
は
〈
有
分
識
〉
と
い
う
も
の
を
立
て
て
い
た
と
い
う
。
と
も
か
く
、
こ
の
よ
う
な

思
想
に
も
と
づ
い
て
後
の
唯
識
哲
学
に
お
い
て
は
ア
ー
ラ
ヤ
識
と
い
う
原
理
が
想
定
さ

れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
我
を
立
て
る
と
、
仏
教
の
無
我
説
の
立
場
に
背
く
こ
と
に
な
る
と

い
う
の
で
、
伝
統
的
・
保
守
的
な
諸
部
派
は
こ
の
よ
う
な
見
解
に
反
対
し
た
。
現
在
、

ス
リ
ラ
ン
カ
に
伝
わ
っ
て
い
る
上
座
部
は
み
ず
か
ら
無
我
説
を
標
榜
し
て
、
我
を
説
く

プ
ド
ガ
ラ
論
者
の
説
を
排
斥
し
て
い
る
。
ま
た
説
一
切
有
部
で
は
「
世
俗
の
プ
ド
ガ
ラ
」

を
認
め
て
い
た
が
、
そ
れ
の
み
に
と
ど
ま
り
、
実
我
の
観
念
に
対
し
て
は
反
対
し
て
い

た
。
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ま
た
後
に
、
シ
ナ
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
の
諸
部
派
の
立
て
る
我
の
意
義
が
間
題
と
さ
れ

て
、
大
い
に
論
ぜ
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
部
派
は
、
我
と
法
と
が
と
も
に

存
在
す
る
と
説
く
の
で
あ
る
か
ら
、
賢
首
大
師
法
蔵
は
、
そ
の
十
宗
の
教
判
に
お
い
て
、

こ
れ
を
「
我
法
倶
有
宗
」
と
名
づ
け
、
澄
観
は
こ
れ
を
「
附
仏
法
の
外
道
」
と
い
っ
て

貶
斥
（
へ
ん
せ
き
）
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
仏
教
の
な
か
で
は
も
っ
と
も
低
劣
な
も

の
で
あ
る
、
と
解
し
て
い
る
。

原
始
仏
教
か
ら
大
乗
仏
教
へ

中
村
元

上
座
部

じ
ょ
う
ざ
ぶ

仏
教
部
派
の
一
つ
。
仏
滅1

0
0

年
ご
ろ
仏
教
教
団
は
上
座
部
と
大
衆
部(

だ
い
し
ゆ
ぶ)

の
二
つ

に
分
裂
し
た
。
こ
れ
は
根
本
分
裂
と
呼
ば
れ
，
部
派
仏
教
の
時
代
の
幕
開
け
と
な
っ
た
。
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
ス
タ
ビ
ラ･
バ
ー
ダ

Sthavira-vAda

，
パ
ー
リ
語
で
テ
ー
ラ･

バ
ー
ダ

Thera-vAda

と
い
う
。
根
本
分
裂
の
原
因
に
つ
い
て
は
南･

北
両
伝
で
大
き
な
相
違
が
あ
る
。

南
伝
の《
島
史
（
デ
ィ
ー
パ
バ
ン
サ

DIpavaM
sa

）
》《
大
史(

マ
ハ
ー
バ
ン
サ

M
ahAvaM

sa)

》
に
よ
れ
ば
，
分
裂
の
原
因
は
十
事
問
題
で
あ
る
。
十
事
と
は
従
来
の
教
団

の
規
則(

戒
律)

を
緩
和
し
た
十
の
除
外
例
で
あ
り
，
こ
の
中
に
は
〈
金
銀
を
蓄
え
て
も
よ

い
〉
と
い
う
条
項
も
入
っ
て
い
る
。
こ
の
十
事
を
認
め
る
進
歩
派
は
，
多
人
数
で
あ
っ
た
の

で
大
衆
部
と
呼
ば
れ
，
こ
の
除
外
例
を
認
め
な
い
厳
格
派
は
少
人
数
で
長
老
上
座
が
多
か

っ
た
の
で
上
座
部
と
名
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
。
一
方
，
北
伝
の《
異
部
宗
輪
論
》
に
よ
る
と
，

そ
の
原
因
は
五
事
問
題
で
あ
っ
た
と
い
う
。
五
事
と
は
，
修
行
者
の
達
す
る
究
極
の
境
地

で
あ
る
〈
阿
羅
漢(

ア
ル
ハ
ッ
ト

a
rh
a
t)

〉
の
内
容
を
低
く
み
な
す
五
つ
の
見
解
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
五
事
を
認
め
た
の
が
大
衆
部
と
な
り
，
反
対
し
た
の
が
上
座
部
と
な
っ
た
。

根
本
上
座
部
は
《
異
部
宗
輪
論
》
に
よ
れ
ば
雪
山(

せ
つ
せ
ん)

部(

ハ
イ
マ
バ
タ

H
a
i
m
a
v
a
t
a
)

と
も
呼
ば
れ
た
と
い
う
。
上
座
部
の
教
義
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
，
そ
の
後2

0
0

年
し
て
こ

の
部
派
は
さ
ら
に
分
裂
を
繰
り
返
し
，
そ
の
中
の
犢
子(

と
く
し)

部
，
化
地(

け
じ)
部
，
説
一

切
有(

せ
つ
い
つ
さ
い
う)

部
，
法
蔵
部
，
経
量
部
な
ど
は
精
緻
に
し
て
特
色
あ
る
ア
ビ
ダ
ル
マ

(

論
蔵)

を
構
成
し
て
，
部
派
仏
教(

小
乗
仏
教)

の
展
開
に
大
き
く
貢
献
し
，
仏
教
思
想
全

体
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
⇒
大
衆
部

加
藤

純
章

（
世
界
）

(C
)
1
9
9
8
-
2
0
0
0

H
ita

c
h
i
S
y
ste

m
s
&

S
e
rv
ic
e
s
,
L
td
.
A
ll
rig

h
ts

re
s
e
rv
e
d
.
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原
始
仏
教
か
ら
大
乗
仏
教
へ

中
村
元
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竜
樹

り
ゅ
う
じ
ゅ

1
5
0

‐2
5
0

年
こ
ろ
の
イ
ン
ド
大
乗
仏
教
の
哲
学
者
。
生
没
年
不
詳
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
名
を

ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ

NAgArjuna

と
い
う
。
南
イ
ン
ド
の
バ
ラ
モ
ン
出
身
で
，
若
く
し
て
い
っ

さ
い
の
学
問
に
通
じ
，
隠
身
の
術
に
よ
り
後
宮
に
入
っ
て
快
楽
を
尽
く
し
た
が
，
欲
望
は
苦

の
原
因
で
あ
る
と
悟
っ
て
出
家
し
た
と
《
竜
樹
菩
醍
伝
》
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
，
大

乗
仏
教
の
基
盤
で
あ
り
，〈
般
若
経
〉
で
強
調
さ
れ
た
，〈
空
〉
の
思
想
を
哲
学
的
に
基
礎
づ

け
，
後
世
の
仏
教
思
想
全
般
に
決
定
的
影
響
を
与
え
た
。
こ
れ
を
評
価
し
て
，
中
国
や
日

本
で
は
〈
八
宗
の
祖
師
〉
と
仰
が
れ
て
い
る
。
彼
は
，
そ
の
主
著
《
中
論
》(

正
確
に
は
《
中

頌
》)

に
お
い
て
説
一
切
有
部(

せ
つ
い
つ
さ
い
う
ぶ)

を
代
表
と
す
る
い
っ
さ
い
の
実
在
論
を
否

定
し
，
す
べ
て
の
も
の
は
真
実
に
は
存
在
せ
ず
，
単
に
言
葉
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
の
み
の

も
の
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
主
張
を
受
け
継
い
で
成
立
し
た
の
が
中
観
派
で
あ
る
。

竜
樹
の
真
作
と
さ
れ
る
も
の
に
は
，
そ
の
ほ
か
に《
廻
諍
論(

え
じ
よ
う
ろ
ん)

》《
空
七
十
論
》

《
広
破
論
》
な
ど
が
あ
る
。
漢
訳
に
の
み
存
し
真
作
が
疑
わ
れ
る
が
，
中
国
，
日
本
に
重
要

な
影
響
を
与
え
た
も
の
に
，《
十
二
門
論
》《
大
智
度
論(

だ
い
ち
ど
ろ
ん)

》《
十
住
毘
婆
沙
論

(

じ
ゆ
う
じ
ゆ
う
び
ば
し
や
ろ
ん)

》
が
あ
る
。
竜
樹
の
思
想
は
，
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
バ(

鳩
摩
羅
什)

に

よ
っ
て
中
国
に
伝
え
ら
れ
，
そ
の
系
統
か
ら
〈
三
論
宗
〉
が
成
立
し
た
。
ま
た
一
方
，
シ
ャ
ー

ン
タ
ラ
ク
シ
タ
に
よ
っ
て
チ
ベ
ッ
ト
に
導
入
さ
れ
，
ツ
ォ
ン
カ
パ
を
頂
点
と
す
る
全
チ
ベ
ッ
ト

仏
教(

ラ
マ
教)

教
学
の
中
核
を
な
し
て
い
る
。
な
お8
世
紀
以
降
の
イ
ン
ド
密
教
に
お
い
て

も
，
竜
樹
を
著
者
と
仮
託
す
る
，《
五
次
第
》
な
ど
の
多
数
の
文
献
が
著
さ
れ
た
。

松
本

史
朗

［
伝
承
，
医
術
］

竜
樹
菩
醍
は
樹
下
で
生
ま
れ
，
竜
宮
で
成
道
し
た
の
で
竜
樹
と
称
し

た
と
伝
え
ら
れ
る
が
，《
今
昔
物
語
集
》
巻
四
‐2

4

の〈
竜
樹
，
俗
ノ
時
，
隠
形(

お
ん
ぎ
よ
う)

ノ
薬
ヲ
作
リ
タ
ル
コ
ト
〉
と
題
す
る
説
話
が
あ
る
。
説
話
で
は
，
竜
樹
が
使
っ
た
隠
形
の
薬

は
異
教
の
経
典
に
あ
っ
た
術
で
，
寄
生
木(

や
ど
り
ぎ)

を5

寸
く
ら
い
に
切
り
，10

0
日
間
，
陰

干
し
に
し
た
も
の
。
髪
に
挿
し
て
い
る
と
隠
蓑(

か
く
れ
み
の)

と
同
じ
よ
う
に
姿
を
隠
す
こ
と

が
で
き
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
古
代
に
日
本
で
神
事
に
列
席
す
る
貴
人
ら
が
冠

の
心(

こ
う
が
い)

に
ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ
を
か
け
て
清
浄
を
表
し
た
の
に
似
て
い
る
。
な
お
《
医

心
方
》
に
は
，
唐
代
に
著
さ
れ
た
《
竜
樹
菩
醍
方
》(《
竜
樹
方
》)

か
ら
の
抄
録
が
あ
る
。
ま

た
，
養
生
書
に
は
《
竜
樹
菩
醍
養
性
方
》
，
香
方
粉
沢
の
書
と
し
て
は
《
竜
樹
菩
醍
和
香

方
》
，
祝
由
術
の
書
に
は
《
竜
樹
菩
醍
印
法
》《
竜
樹
呪
法
》
な
ど
が
あ
っ
た
ほ
か
，
沙
門
，
菩

提
に
よ
る
《
竜
樹
菩
醍
馬
鳴
菩
醍
秘
法
》
と
い
う
文
献
が
あ
っ
た
。

槙

佐
知
子

（
世
界
）

(C
)
1
9
9
8
-
2
0
0
0

H
ita

c
h
i
S
y
s
te
m
s
&

S
e
rv
ic
e
s
,
L
td
.
A
ll
rig

h
ts

re
se
rv
e
d
.
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『
易
行
品
』
は
、
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
の
中
に
書
か
れ
て
い
る
。
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
は
、
『
十
地
経
』
の

初
地
と
二
地
の
一
部
が
説
か
れ
て
い
る
。
『
十
地
経
』
は
、
『
華
厳
経
』
の
十
地
品
で
あ
る
。

『
十
地
経
』
の
注
釈
書
で
あ
る
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
に
十
地
経
に
な
い
『
易
行
品
』
が
な
ぜ
書
か
れ
て
い

る
の
か
。

真
宗
七
祖
の
教
学

寺
倉
譲
に
よ
る
と
、

龍
樹
が
『
十
住
論
』
に
「
易
行
品
」
を
開
説
し
、
弥
陀
易
行
を
説
い
た
所
以
は
如
何
と
い
う
に
、
こ

れ
は
本
経
た
る
『
華
厳
経
』
の
終
り
「
入
法
界
品
」
を
見
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
出

ず
る
善
財
童
子
の
求
道
物
語
は
、
文
殊
に
始
ま
っ
て
五
十
二
番
目
に
弥
勒
の
下
に
至
り
、
一
応
求
道

の
旅
は
終
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
再
び
文
殊
菩
薩
の
と
こ
ろ
へ
帰
れ
と
注
意
さ
れ
、
善
財
は
再
び
文

殊
の
も
と
に
至
り
、
そ
の
苦
し
い
求
道
の
跡
を
物
語
っ
た
。
文
殊
（
聖
道
の
智
慧
）
は
普
賢
菩
薩
（
浄

土
の
慈
悲
）
を
推
奨
し
、
善
財
は
普
賢
よ
り
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
の
救
い
を
聞
い
て
、
こ
こ
に
求

道
の
目
的
を
果
た
し
た
。
普
賢
の
説
い
た
他
力
浄
土
教
は
極
め
て
簡
単
で
は
あ
る
が
、
と
も
か
く
西

方
弥
陀
の
易
行
道
を
も
っ
て
、
こ
の
物
語
を
結
ん
だ
の
は
、
じ
つ
に
意
義
深
く
、
龍
樹
は
こ
の
善
財

を
自
已
の
上
に
見
て
、
浄
土
教
に
心
を
ひ
か
れ
、
三
経
、
特
に
『
大
経
』
を
熟
読
し
、
特
に
そ
の
中

の
「
易
往
而
無
人
」
の
経
語
に
着
眼
し
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
『
華
厳
経
』
を
窺
い
、
初
地
不
退
を

釈
す
る
に
難
易
二
道
を
開
き
、
諸
仏
、
諸
菩
薩
の
易
行
を
紹
介
し
つ
つ
、
し
か
も
西
方
一
仏
章
に
特

に
力
を
入
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
か
か
る
意
味
に
お
い
て
、
龍
樹
の
弥
陀
易
行
を
説
い
た
所
以

を
窺
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

華
厳
経

中
村
元

「
華
厳
経
・
十
地
品
」
で
は
、
十
地
の
説
と
い
う
か
た
ち
で
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
道
を
求
め
る

人
が
進
ん
で
ゆ
く
過
程
を
十
種
の
段
階
に
分
け
て
説
い
た
も
の
で
す
。

修
行
の
十
の
階
梯
と
は
歓
喜
地
・
離
垢
地
・
発
光
地
（
明
地
）
・
烙
慧
地
（
烙
）
・
難
勝
地
・
現
前
地
・

遠
行
地
・
不
動
地
・
善
慧
地
・
法
雲
地
で
す
。

第
一
は
歓
喜
に
あ
ふ
れ
る
、
と
い
う
意
、
第
二
は
汚
れ
を
離
れ
た
、
第
三
は
明
る
く
光
る
、
第
四
は
光
明

に
輝
く
、
第
五
は
う
ち
勝
ち
難
い
、
第
六
は
真
理
の
境
地
が
目
の
あ
た
り
現
れ
る
、
第
七
は
は
る
か
遠
く

に
行
く
、
第
八
は
動
揺
し
な
い
、
第
九
は
み
ご
と
な
智
慧
が
あ
る
、
第
十
は
限
り
な
い
法
の
雲
の
よ
う
な
、

と
い
う
意
味
で
す
。

後
代
の
教
学
で
は
、
菩
薩
が
修
行
す
べ
き
五
十
二
の
段
階
の
う
ち
、
と
く
に
第
四
十
一
位
か
ら
第
五
十

位
ま
で
を
十
地
と
い
っ
て
い
ま
す
。

修
行
の
心
が
け
に
つ
い
て
は
、
晋
訳
の
「
梵
行
品
第
十
二
」
で
正
念
天
子
と
い
う
神
が
、
法
慧
と
い
う

菩
薩
・
求
道
者
に
三
つ
の
こ
と
を
質
問
し
ま
す
。

第
一
に
梵
行
、
浄
ら
か
な
行
い
と
は
何
で
あ
る
か
。

第
二
に
修
行
の
実
践
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
る
か
。

第
三
に
修
行
の
結
果
、
い
か
な
る
境
地
に
到
達
す
る
か
。

そ
し
て
、
第
二
の
修
行
の
過
程
を
説
く
と
こ
ろ
で
、
結
論
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

【
漢
文
書
き
下
し
文
】

（
前
文
略
）
「
是
の
如
く
、
如
来
の
十
力
の
甚
深
に
し
て
無
量
な
る
こ
と
を
観
察
す
れ
ぱ
、
大
慈
悲
心
を
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具
足
し
長
養
し
て
、
悉
く
衆
生
を
分
別
し
て
、
而
も
衆
生
を
捨
て
ず
、
亦
寂
減
を
も
捨
て
ず
、
無
上
の
業

を
行
じ
て
、
果
報
を
求
め
ず
。
一
切
の
法
は
幻
の
如
く
、
夢
の
如
く
、
電
（
い
な
ず
ま
）
の
如
く
、
響
の

如
く
、
化
の
如
し
と
観
ず
」
。

（
晋
訳
『
華
厳
経
』
梵
行
品
第
十
二
大
九
巻
四
四
九
下
）

『
華
厳
経
』
入
法
界
品
は
、
善
財
童
子
が
５
３
人
の
指
導
者
に
教
え
を
受
け
る
場
面
で
す
。
東
海
道
五
十

三
次
は
こ
の
経
に
基
づ
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

『
華
厳
経
』
は
、
普
賢
菩
薩
の
慈
悲
と
文
殊
菩
薩
の
智
慧
を
説
い
て
い
ま
す
が
、
普
賢
菩
薩
の
利
他
大
悲

の
行
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

第
五
十
二
番
目
の
善
知
識

弥
勒
菩
薩
は
、
善
財
童
子
に
文
殊
の
と
こ
ろ
へ
行
き
、
菩
薩
の
行
を
尋
ね

る
が
良
い
と
諭
し
ま
す
。

第
五
十
三
番
目

普
賢
菩
薩

『
華
厳
経
』

中
村
元

普
賢
の
願
を
と
な
え
る

以
下
の
漢
訳
に
は
、
現
存
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
に
な
い
句
も
挿
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
漢
訳
書
き
下
し
文
】

願
わ
く
は
、
我
が
命
終
ら
ん
と
欲
る
時
に
臨
み
、
一
切
の
諸
の
障
擬
を
尽
（
こ
と
ご
と
）
く
除
き
て
、

面
（
ま
の
あ
た
）
り
彼
の
仏
・
阿
弥
陀
を
見
、
即
ち
安
楽
刹(

極
楽
浄
土)

に
往
生
す
る
こ
と
を
得
ん
。

我
が
既
に
彼
の
国
に
往
生
し
已
ら
ば
、
現
前
に
此
の
大
願
を
成
就
す
。

一
切
円
満
に
し
て
尽
し
て
余
り
無
し
。
一
切
の
衆
生
界
を
利
楽
せ
ん
。

彼
の
仏
の
衆
会
は
威
（
み
な
）
清
浄
な
り
。
我
は
時
に
勝
れ
た
る
蓮
華
に
生
ず
。

親
し
く
、
如
来
、
無
量
光(

ア
ミ
タ
ー
バ
仏)

が
現
前
に
我
に
〈
菩
提
〔
を
得
〕
と
の
記
〉
を
授
け
た
も
う

を
観
る
。

彼
の
如
来
に
授
記
を
蒙
り
已
っ
て
、
化
身
は
無
数
百
倶
胝
な
り
。

智
力
は
広
大
に
し
て
十
方
に
遍
ね
く
、
普
ね
く
一
切
の
衆
生
界
を
利
す
。

乃
（
す
な
わ
）
ち
虚
空
世
界
の
尽
く
る
に
至
る
ま
で
、
衆
生
及
び
業
と
煩
悩
と
は
尽
く
。

是
の
如
く
一
切
が
尽
く
る
こ
と
無
き
時
に
は
、
我
は
、
究
竟
し
て
恒
に
尽
く
る
こ
と
無
き
を
願
う
。

十
方
の
有
（
あ
）
ら
ゆ
る
無
辺
の
刹
（
く
に
）
は
、
荘
厳
な
る
衆
宝
を
如
来
に
供
（
そ
な
）
う
。

最
勝
の
安
楽
を
天
と
人
と
に
施
し
、
一
切
の
刹
の
微
塵
ほ
ど
〔
多
く
の
〕
劫
を
経
る
と
も
、

若
し
人
が
、
こ
の
勝
れ
た
る
願
王
〔
普
賢
行
願
〕
に
於
て
、
一
経
す
ら
耳
に
し
て
能
く
信
を
生
ず
る
に

勝
れ
た
る
菩
提
を
求
む
る
心
に
て
渇
仰
せ
ぽ
、
勝
れ
た
る
功
徳
を
獲
る
こ
と
、
彼
に
過
ぎ
た
り
。

即
ち
常
に
悪
知
識(

悪
い
友
人)

を
遠
離
し
、
永
く
一
切
の
諸
の
悪
道
を
離
れ
、

速
か
に
如
来
・
無
量
光
に
見
え
ん
。
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此
の
普
賢
の
最
も
勝
れ
た
る
願
を
具
え
な
ば
。

注⑴
倶
胝

く
て
い

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
で
はkoTi

千
万
の
こ
と
だ
と
い
う
。
「
億
」
と
訳
す
こ
と
も

あ
る
。

【
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
和
訳
】

そ
れ
に
よ
っ
て
、
か
れ
ら
は
も
ろ
も
ろ
の
悪
い
境
地
〔
三
悪
道
〕
か
ら
離
れ
、
悪
友
も
遠
ざ
か
る
で
し
ょ

う
。こ

の
〈
す
ば
ら
し
い
行
い
〉
を
し
よ
う
と
い
う
誓
願
を
立
て
て
い
る
人
は
、
す
み
や
か
に
、
か
の
ア
ミ

タ
ー
バ
〔
仏
〕
を
見
る
で
あ
ろ
う
。
〔
四
九
〕

注⑴
ア
ミ
タ
ー
バ

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
に
は

A
m

itAbha

と
あ
る
の
に
、
不
空
は
「
無
量
寿
」
と
訳
し

て
い
る
。
「
無
量
寿
」
と
い
う
語
が
す
で
に
中
国
人
の
あ
い
だ
で
定
着
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑵
こ
の
詩
句
か
ら
、
阿
弥
陀
仏
に
た
い
す
る
信
仰
が
説
か
れ
て
い
る
。

こ
の
で
「
普
賢
の
徳
」
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
浄
土
教
の
『
仏
説
無
量
寿
経
』
の
は
じ
め

菩
薩
嘆
徳
に
「
普
賢
大
士
の
徳
に
遵
い
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
普
賢
の
徳
」
と
は
何
か
。
ま
た
、
大

乗
経
典
で
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
経
典
で
意
味
は
異
な
る
の
か
、
ま
た
、
経
典
の
製
作
年
代
で

意
味
は
異
な
る
の
か
精
査
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

普
賢
の
徳
は
、
大
乗
仏
教
の
慈
悲
心
で
す
。
そ
し
て
、
普
賢
の
徳
が
、
阿
弥
陀
仏
へ
の
帰
依
で
あ
る
な

ら
ば
、
儜
弱
怯
劣
の
菩
薩
が
阿
惟
越
致
に
至
る
に
は
阿
弥
陀
仏
へ
の
帰
依
以
外
に
な
い
と
易
行
品
に
は
説

か
れ
て
い
ま
す
。

親
鸞
聖
人
は
そ
の
著
書
で
「
普
賢
の
徳
」
を
ど
こ
で
使
用
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。

し
か
れ
ば
大
悲
の
願
船
に
乗
じ
て
光
明
の
広
海
に
浮
び
ぬ
れ
ば
、
至
徳
の
風
静
か
に
、
衆
禍
の
波
転
ず
。

す
な
は
ち
無
明
の
闇
を
破
し
、
す
み
や
か
に
無
量
光
明
土
に
到
り
て
大
般
涅
槃
を
証
す
、
普
賢
の
徳
に
遵

ふ
な
り
、
知
る
べ
し
と
。
・

（
教
行
信
証

行

１
９
２
頁
）

そ
の
本
願
の
自
在
の
所
化
、
衆
生
の
た
め
の
ゆ
ゑ
に
、
弘
誓
の
鎧
を
被
て
徳
本
を
積
累
し
、
一
切
を
度

脱
し
て
諸
仏
の
国
に
遊
び
、
菩
薩
の
行
を
修
し
て
十
方
の
諸
仏
如
来
を
供
養
し
、
恒
沙
無
量
の
衆
生
を
開

化
し
て
無
上
正
真
の
道
を
立
せ
し
め
ん
を
ば
除
く
。
常
倫
に
超
出
し
、
諸
地
の
行
現
前
し
、
普
賢
の
徳
を

修
習
せ
ん
。
も
し
し
か
ら
ず
は
正
覚
を
取
ら
じ
〉
と
。
・

（
教
行
信
証

行

１
９
５
頁
）

仏
願
力
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
常
倫
に
超
出
し
、
諸
地
の
行
現
前
し
、
普
賢
の
徳
を
修
習
せ
ん
。
常
倫
に

超
出
し
、
諸
地
の
行
現
前
す
る
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
こ
の
ゆ
ゑ
に
す
み
や
か
な
る
こ
と
を
得
る
三
つ
の

証
な
り
。
こ
れ
を
も
つ
て
他
力
を
推
す
る
に
増
上
縁
と
す
。
し
か
ら
ざ
る
こ
と
を
得
ん
や
と
。
・

（
教
行
信
証

行

１
９
５
頁
）
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ま
た
次
に
『
無
量
寿
経
』
（
上
）
の
な
か
に
、
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
（
第
二
十
二
願
）
に
の
た
ま
は
く
、

〈
た
と
ひ
わ
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、
他
方
仏
土
の
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
衆
、
わ
が
国
に
来
生
し
て
究
竟
じ
て

か
な
ら
ず
一
生
補
処
に
至
ら
ん
。
そ
の
本
願
の
自
在
の
所
化
、
衆
生
の
た
め
の
ゆ
ゑ
に
、
弘
誓
の
鎧
を
被

て
徳
本
を
積
累
し
、
一
切
を
度
脱
せ
し
め
、
諸
仏
の
国
に
遊
び
て
、
菩
薩
の
行
を
修
し
、
十
方
の
諸
仏
如

来
を
供
養
し
、
恒
沙
無
量
の
衆
生
を
開
化
し
て
無
上
正
真
の
道
を
立
せ
し
め
ん
を
ば
除
く
。
常
倫
に
超
出

し
、
諸
地
の
行
現
前
し
、
普
賢
の
徳
を
修
習
せ
ん
。
も
し
し
か
ら
ず
は
正
覚
を
取
ら
じ
〉
と
。
・

（
教
行
信
証

証

２
８
６
頁
）

聖
言
、
あ
き
ら
か
に
知
ん
ぬ
。
大
慈
大
悲
の
弘
誓
、
広
大
難
思
の
利
益
、
い
ま
し
煩
悩
の
稠
林
に
入
り

て
諸
有
を
開
導
し
、
す
な
は
ち
普
賢
の
徳
に
遵
ひ
て
群
生
を
悲
引
す
。

（
文
類
聚
鈔

４
０
８
頁
）

安
楽
無
量
の
大
菩
薩

一
生
補
処
に
い
た
る
な
り

普
賢
の
徳
に
帰
し
て
こ
そ

穢
国
に
か
な
ら
ず
化
す
る
な
れ
・

（
浄
土
和
讃

４
８
０
頁
）

還
相
の
回
向
と
と
く
こ
と
は

利
他
教
化
の
果
を
え
し
め

す
な
は
ち
諸
有
に
回
入
し
て

普
賢
の
徳
を
修
す
る
な
り
・

（
高
僧
和
讃

曇
鸞
和
尚

４
９
２
頁
）

そ
の
本
願
の
自
在
の
所
化
、
衆
生
の
た
め
の
ゆ
ゑ
に
、
弘
誓
の
鎧
を
被
て
、
徳
本
を
積
累
し
、
一
切
を

度
脱
し
、
諸
仏
の
国
に
遊
び
て
、
菩
薩
の
行
を
修
し
、
十
方
の
諸
仏
如
来
を
供
養
し
、
恒
沙
無
量
の
衆
生

を
開
化
し
て
無
上
正
真
の
道
を
立
せ
し
め
ん
を
ば
除
か
ん
と
。
常
倫
に
超
出
し
、
諸
地
の
行
現
前
し
、
普

賢
の
徳
を
修
習
せ
ん
。
も
し
し
か
ら
ず
は
、
正
覚
を
取
ら
じ
」
と
。
文

こ
の
悲
願
は
、
如
来
の
還
相
回

向
の
御
ち
か
ひ
な
り
。
・

（
三
経
往
生

４
７
０
頁
）

こ
れ
を
真
如
実
相
を
証
す
と
も
申
す
、
無
為
法
身
と
も
い
ふ
、
滅
度
に
至
る
と
も
い
ふ
、
法
性
の
常
楽

を
証
す
と
も
申
す
な
り
。
こ
の
さ
と
り
を
う
れ
ば
、
す
な
は
ち
大
慈
大
悲
き
は
ま
り
て
生
死
海
に
か
へ
り

入
り
て
よ
ろ
ず
の
有
情
を
た
す
く
る
を
普
賢
の
徳
に
帰
せ
し
む
と
申
す
。
こ
の
利
益
に
お
も
む
く
を
「
来
」

と
い
ふ
、
こ
れ
を
法
性
の
み
や
こ
へ
か
へ
る
と
申
す
な
り
。
（
唯
信
鈔
文
意

５
４
９
頁
）

浄
土
和
讃
の
普
賢
の
徳
に
、
親
鸞
聖
人
自
ら
の
左
訓
が
あ
り
ま
す
。

「
わ
れ
ら
し
ゅ
じ
ょ
う
、
ご
く
ら
く
に
ま
い
り
な
ば
、
だ
い
じ
だ
い
ひ
を
お
こ
し
て
、
十
方
に
い
た
り
て
、

し
ゅ
じ
ょ
う
を
り
や
く
す
る
な
り
、
佛
の
し
ご
く
の
じ
ひ
を
、
ふ
げ
ん
と
ま
ふ
す
な
り
」

と
、
申
さ
れ
て
い
ま
す
。
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三
帖
和
讃
講
義

柏
原
祐
義
は
、

普
賢
の
徳

普
賢
と
は
梵
語
の
三
曼
多
跋
陀
囉
（
サ
ン
マ
ン
タ
バ
ダ
ラ
）

[s

：Sam
antabhadra]

の

訳
で
、
普
遍
賢
善
の
義
で
あ
る
。
徳
の
法
界
に
あ
ま
ね
き
を
普
と
い
ひ
、
善
を
行
う
こ
と
を
賢
と
い
う
。

こ
れ
に
三
通
り
あ
る
。
⑴
人
普
賢
と
は
普
賢
菩
薩
の
こ
と
。
⑵
解
普
賢
と
は
、
普
賢
菩
薩
の
よ
う
な
智
解

の
こ
と
で
、
小
乗
教
か
ら
大
乗
教
へ
進
み
入
る
智
慧
を
指
し
。
⑶
行
普
賢
と
は
、
普
賢
菩
薩
の
よ
う
に
衆

生
を
済
度
す
る
慈
悲
の
行
の
こ
と
で
あ
る
。
今
こ
こ
で
は
、
こ
の
行
普
賢
の
こ
と
で
、
安
楽
浄
土
の
菩
薩

が
衆
生
を
教
化
し
た
ま
ふ
行
を
ば
、
普
賢
の
徳
と
申
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。

普
賢
の
徳
に
遵
う
。

遵
う

ぽ{

動
詞}

し
た
が
う(

し
た
が
ふ)

｡

道
す
じ
を
た
ど
っ
て､

沿
っ
て
い
く｡

｢

遵
海
而
南=

海
に
遵
ひ
て
南
す｣

〔
孟
子･
梁
下
〕

ま{

動
詞}

し
た
が
う(

し
た
が
ふ)

｡
き
ま
り
や
先
例
に
し
た
が
っ
て
そ
の
通
り
に
す

る｡

ま
た､

ル
ー
ル
を
は
ず
れ
な
い
で
行
う｡

《
類
義
語
》
循･

順｡
｢

遵
法=

法
に
遵
ふ｣

｢

長
遵
凶
父
之
業=

長
じ
て
凶
父
の
業
に
遵
ふ｣

〔
曹
冏･

秦
論
〕

み{

動
詞}

ひ
き
い
る(

ひ
き
ゐ
る)

｡

一
本
に
ま
と
め
て､

は
み
出
な
い
よ
う
に
す
る｡

《
類
義
語
》
率｡

（
学
研
）

普
賢
の
徳
と
は
、
普
賢
菩
薩
が
衆
生
を
済
度
す
る
浄
土
の
慈
悲
行
で
す
。
す
な
わ
ち
、
衆
生
化
益
の
行
徳

で
す
。
「
無
量
寿
経
」
は
、
「
普
賢
の
徳
」
を
第
二
十
二
願
還
相
回
向
に
説
き
、
親
鸞
聖
人
も
還
相
回
向

と
捉
え
て
い
ま
す
。
「
法
華
経
」
は
、
法
華
経
を
信
ず
る
人
を
護
る
。

梵
文
の
「
無
量
寿
経
」
に
は
、
普
賢
の
徳
の
文
は
あ
り
ま
せ
ん
。

普
賢
の
徳
が
何
故
漢
訳
に
な
っ
て
現
れ
る
の
か
。
大
乗
仏
教
は
、
惟
越
致
地
（
退
転
す
る
。
元
に
戻
る
）

か
ら
阿
惟
越
致
地
（
不
退
転
）
へ
進
む
こ
と
が
、
菩
薩
の
道
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
努
力
に
努
力
を
重
ね
て

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
道
で
あ
る
と
説
き
ま
す
。
普
賢
の
徳
は
、
『
梵
文

華
厳
経
』
に
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
梵
文
に
は
ア
ミ
ダ
ー
バ
（
無
量
光
）
の
仏
名
が
あ
り
ま
す
。
阿
弥
陀
仏
は
、
『
華
厳
経
』
に
お
い

て
、
儜
弱
怯
劣
の
菩
薩
が
阿
惟
越
致
地
（
不
退
転
）
に
至
る
仏
と
し
て
説
か
れ
て
い
ま
す
。

金
子
先
生
は
、
大
乗
仏
教
は
称
名
念
仏
と
も
い
え
る
、
と
記
し
て
い
ま
す
。
釈
尊
が
亡
く
な
り
、
大
乗
仏

教
の
教
義
が
生
ま
れ
る
ま
で
の
歴
史
と
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
約
３
０
０
年
の
イ
ン
ド
の
歴
史
、
イ
ン
ド
の

人
び
と
が
生
き
る
た
め
の
教
え
と
し
て
変
化
し
た
、
釈
尊
の
教
え
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

華
厳
経

け
ご
ん
ぎ
ょ
う

[s

：Buddh_vata_saka_n_m
a_m

ah_vaipulya_s_tra]

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原

語
の
意
味
は
，
〈
仏
の
飾
り
と
名
づ
け
ら
れ
る
広
大
な
経
〉
．
漢
訳
で
は
大
方
広
仏
華
厳

経
，
略
し
て
華
厳
経
と
い
う
．
華
厳
経
か
ら
日
本
人
の
心
に
浮
ぶ
の
は
，
奈
良
の
大
仏
，

東
海
道
五
十
三
次
，
華
厳
の
滝
な
ど
で
あ
ろ
う
．
奈
良
の
大
仏
は_

毘
盧
遮
那
仏(

び
る
し
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や
な
ぶ
つ)

で
，
華
厳
経
や
梵
網
経
の
本
仏
で
あ
る
．
聖
武
天
皇
の
発
願
に
よ
っ
て
建
立

さ
れ
た
も
の
で
，
こ
れ
ら
の
経
典
に
も
と
づ
い
て
い
る
．
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
語
で
は

V
airocana_Buddha

と
い
い
，
〈
光
の
仏
〉
〈
太
陽
の
輝
き
の
仏
〉
の
意
味
で
あ
る
．
真
言

宗
の
経
典
で
あ
る
大
日
経
の
本
仏
，
大
日
如
来
は
，
毘
盧
遮
那
仏
と
も
い
い
，
同
じ
仏
で

あ
る
．
と
こ
ろ
で
聖
武
天
皇
は
，
大
仏
の
あ
る
東
大
寺
を
総
国
分
寺
と
し
，
全
国
各
地
に

国
分
僧
寺
・
国
分
尼
寺
を
建
て
て
日
本
全
体
を
毘
盧
遮
那
仏
の
国
に
し
よ
う
と
し
た
．
華

厳
の
世
界
観
が
わ
が
国
で
も
っ
と
も
高
揚
し
た
時
期
で
あ
ろ
う
．
・

（
岩
波
）

普
賢
菩
薩

ふ
げ
ん
ぼ
さ
つ

[s
：Sam

antabhadra]
_

文
殊
菩
薩(

も
ん
じ
ゆ
ぼ
さ
つ)

と
と
も
に_

釈

迦
如
来(

し
や
か
に
よ
ら
い)

の
一
生_

補
処(

い
つ
し
よ
う
ふ
し
よ)

の_

菩
薩
と
し
て_

脇

侍(

き
よ
う
じ)

に
配
さ
れ
る
．
ま
た_

法
華
経
で
は
同
経
を
深
く
信
奉
す
る
も
の
の
た
め

に
白
象
に
乗
っ
た
普
賢
菩
薩
が
現
れ
守
護
す
る
と
説
き
，_

華
厳
経
は
こ
の
菩
薩
を
讃
嘆

し
，_

善
財
童
子
が

50

余
人
の_
善
知
識
を
訪
れ
た
の
ち
に
普
賢
菩
薩
を
訪
れ
て
求
道
を

全
う
し
た
こ
と
を
説
く
．
こ
れ
ら
の
経
文
に
従
っ
て
造
形
さ
れ
た
も
の
に
普
賢
菩
薩
来
儀

像(

平
安
後
期
，
東
京
国
立
博
物
館
蔵)

や
善
財
童
子
歴
参
図(

通
称_

華
厳
五
十
五
所
絵
巻
，

平
安
後
期
，
東
大
寺
蔵)

の
一
齣
な
ど
が
あ
る
．
ま
た
密
教
で
は
，
胎
蔵_

現
図
曼
荼
羅(

た

い
ぞ
う
げ
ん
ず
ま
ん
だ
ら)

の_

中
台
八
葉
院(
ち
ゆ
う
だ
い
は
ち
よ
う
い
ん)

の
東
南
隅
に

配
さ
れ
る
ほ
か
，
普
賢
菩
薩
の
密
教
像
と
し
て
は_
金
剛
薩
＿(

こ
ん
ご
う
さ
つ
た)

が
あ

り
，
さ
ら
に
こ
れ
を_

延
命
法
の
本
尊
と
し
た
も
の
に_
普
賢
延
命
菩
薩
が
あ
る
．
・

（
岩
波
）

普
賢

ふ
げ
ん

菩
醍
の
一
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
サ
マ
ン
タ
バ
ド
ラS

a
m
a
n
ta
b
h
a
d
ra

の
訳
。
あ
ま
ね
く
一
切

処
に
現
れ
て
賢
者
の
功
徳
を
示
す
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
あ
る
。《
華
厳
経
》
に
は
十
大
願(

諸

仏
を
敬
わ
ん
，
な
ど)

を
た
て
た
こ
と(

普
賢
行
願
品)

，
善
財
童
子
に
自
ら
の
過
去
の
修
行
を

述
べ
て
彼
を
激
励
し
た
こ
と(

入
法
界
品)

が
述
べ
ら
れ
，《
法
華
経
》
で
は
六
牙
の
白
象
に
乗
っ

て
法
華
経
の
信
仰
者
を
守
護
し
に
や
っ
て
く
る
こ
と(

普
賢
勧
発
品)

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
十

大
願
は
い
っ
さ
い
の
菩
醍
の
行
願
を
代
表
す
る
と
さ
れ
，
こ
の
意
味
で
行
徳
の
本
体
と
さ
れ

る
彼
は
，
仏
の
知
恵
を
つ
か
さ
ど
る
文
殊
と
行
動
を
と
も
に
す
る
こ
と
が
多
く
，
と
も
に
釈

梼
の
脇
侍
と
な
る
。
ま
た
密
教
経
典
に
は
延
命
の
徳
も
説
か
れ
て
い
る
。
中
国
の
ク
ム
ト
ゥ

ラ
石
窟
，
敦
煌
莫
高
窟
に
も
白
象
に
乗
る
普
賢
の
図
が
描
か
れ
て
い
る
。

定
方

里

［
図
像
］

《
法
華
経
》
に
普
賢
菩
醍
が
《
法
華
経
》
を
誦
持
す
る
行
者
を
守
護
す
る
と
説
か

れ
，
ま
た
《
法
華
経
》
が
女
人
往
生
を
説
く
こ
と
か
ら
，
日
本
で
は
平
安
時
代
に
こ
と
に
女
性

の
信
仰
を
集
め
，
す
ぐ
れ
た
美
術
作
品
を
残
し
た
。
絵
画
と
し
て
は
東
京
国
立
博
物
館
本
，

鳥
取
豊
乗
寺
本
な
ど
が
あ
る
。
白
象
に
乗
っ
て
出
現
し
た
幻
想
的
な
情
景
を
描
い
た
図
で
，1

2

世
紀
の
耽
美
的
な
仏
画
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
さ
ら
に
十
羅
刹
女
と
組
み
合
わ
せ
て
普
賢

十
羅
刹
女
図
と
し
て
描
い
た
作
例
も
多
い
。
彫
刻
で
は
大
倉
文
化
財
団
所
蔵
の
像
が
平
安
時

代
騎
象
普
賢
像
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
密
教
で
は
金
剛
醍
凱(

こ
ん
ご
う
さ
つ
た)

と
同
体

と
さ
れ
，
胎
蔵
曼
荼
羅
中
台
八
葉
院･

文
殊
院
，
さ
ら
に
金
剛
界
曼
荼
羅
中
に
見
い
だ
さ
れ
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る
。
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
図
像
の
変
化
が
あ
る
。
し
か
し
密
教
像
と
し
て
単
独
に
作
ら
れ
た
例

は
少
な
く
，
む
し
ろ
普
賢
延
命
法
の
本
尊
で
あ
る
普
賢
延
命
像
が
多
い
。
増
益･

長
寿
の
た

め
に
修
さ
れ
る
。
胎
蔵
曼
荼
羅
遍
知
院
の
二
十
臂
像
が
あ
り
，
五
仏
宝
冠
を
つ
け
，
蓮
華
座

に
結
跏
趺
坐
す
る
。
異
形
像
と
し
て
蓮
華
座
を
四
白
象
が
支
え
，
各
象
の
頭
に
四
天
王
を
載

せ
る
図
像
が
あ
る
。
こ
の
例
と
し
て
は
広
島
持
光
寺
本
が
あ
る
。
他
方
，
二
臂
像
と
し
て
五

仏
宝
冠
を
つ
け
，
金
剛
杵･

金
剛
鈴
を
執(

と)

っ
て
白
象
の
背
に
座
し
，
さ
ら
に
こ
の
白
象
を
下

で
千
体
の
白
象
が
支
え
る
図
像
が
あ
る
。
こ
の
作
例
に
京
都
松
尾
寺
本
が
あ
る
。

百
橋

明
穂

（
世
界
）

(C
)
1
9
9
8
-
2
0
0
0

H
ita

c
h
i
S
y
s
te
m
s
&

S
e
rv
ic
e
s,

L
td
.
A
ll
rig

h
ts

re
se
rv
e
d
.

善
財
童
子

ぜ
ん
ざ
い
ど
う
じ

《
華
厳
経
》
入
法
界
品
の
主
人
公
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
名
は
ス
ダ
ナ

S
u
d
h
a
n
a

。
母
の
胎
に
宿
っ

た
と
き
，
財
宝
が
家
中
に
満
ち
た
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
。
福
城(

ダ
ー
ニ
ヤ
ー
カ

ラ)

の
豪
商
の
子
で
，
福
城
の
東
，
荘
厳
幢
娑
羅
林(
し
よ
う
ご
ん
ど
う
さ
ら
り
ん)

で
文
珠(

マ
ン
ジ

ュ
シ
ュ
リ
ー)

菩
醍
の
説
法
を
聞
い
て
仏
道
を
求
め
る
心
を
発
し
，
そ
の
指
導
に
よ
っ
て
南
方
に

5
3

人(

数
え
方
に
よ
っ
て5

4

人
と
も5

5

人
と
も
さ
れ
る)
の
善
知
識(

よ
い
指
導
者)

を
訪
ね
て

遍
歴
し
，
再
び
文
珠
の
も
と
に
戻
り
，
最
後
に
普
賢(

サ
マ
ン
タ
バ
ド
ラ)

菩
醍
の
教
え
に
よ
っ

て
修
行
を
完
成
す
る
。
善
知
識
は
菩
醍
，
比
丘
，
比
丘
尼
，
優
婆
塞(
う
ば
そ
く)(

在
家
男
子)

，

優
婆
夷(

う
ば
い)(

在
家
女
子)

，
神
，
婆
羅
門
，
王
，
童
子
，
遊
女
な
ど
あ
ら
ゆ
る
階
層
に
わ
た

り
，
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
求
道
の
師
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
最
後
の
普
賢
が
説
い
た
立

場
は
普
賢
行(

ふ
げ
ん
ぎ
よ
う)

と
よ
ば
れ
，
一
切
衆
生
の
救
済
を
求
め
て
永
遠
の
活
動
を
続
け

よ
う
と
い
う
も
の(

十
大
願)

で
あ
る
。
善
財
童
子
は
修
行
者
の
理
想
と
さ
れ
，
後
の
仏
教
文

化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
中
国
に
も
敦
煌
壁
画
の
華
厳
変
相
図
の
中
に
見
ら
れ
る
も

の
な
ど
善
財
の
遍
歴
を
図
像
化
し
た
も
の
が
見
ら
れ
る
が
，
日
本
で
は
高
弁(

明
恵
上
人)
に

よ
る
善
財
童
子
の
讃
陸
が
有
名
で
あ
り
，
ま
た
東
大
寺
に
は
《
華
厳
五
十
五
所
絵
巻
》《
華
厳

海
会
善
知
識
曼
荼
羅
図
》
な
ど
が
現
存
す
る
。
東
海
道
五
十
三
次
も
こ
の
話
に
も
と
づ
い
て

制
定
さ
れ
た
と
も
い
わ
れ
る
。

末
木

文
美
士

（
世
界
）

(C
)
1
9
9
8
-
2
0
0
0

H
ita

c
h
i
S
y
s
te
m
s
&

S
e
rv
ic
e
s
,
L
td
.
A
ll
righ

ts
re
s
e
rv
e
d
.
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易
行
品
白
文

https://ja.w
ikisource.org/w

iki/%
E6%

98%
93%

E8%
A

1%
8C%

E5%
93%

81

易
行
品
書
き
下
し
文

http://labo.w
ikidharm

a.org/index.php/%
E5%

8D
%

81%
E4%

BD
%

8F%
E6%

A
F%

98%
E5%

A
9%

86%
E6%

B2%
99%

E8%
A

B%
96_

(%
E4%

B8%
83%

E7%
A

5%
96

)

易
行
品
現
代
語
訳

http://w
w

w
.yam

adera.info/seiten/d/igyobon_j.htm

（
仏
教
語
）

仏
教
語
大
辞
典

中
村

元

（
大
漢
和
）

大
漢
和
辞
典

諸
橋
轍
次

（
岩
波
）

岩
波
仏
教
辞
典

デ
ジ
タ
ル
版

（
総
合
）

総
合
仏
教
辞
典

法
蔵
館

（
広
辞
苑
）

広
辞
苑

第
五
版

デ
ジ
タ
ル
版

（
世
界
）

世
界
大
百
科
事
典

平
凡
社

デ
ジ
タ
ル
版

二
版

（
ウ
ィ
キ
ア
ー
ク
）
ウ
イ
キ
ア
ー
ク

（
哲
学
事
典
）

哲
学
事
典

平
凡
社

十
住
毘
婆
沙
論

卷
第
五

聖
者
龍
樹
造

後
秦
龜
茲
國
三
藏
鳩
摩
羅
什
譯

易
行
品

第
九

難
易
二
道

問
曰

是
阿
惟
越
致
菩
薩
初
事
如
先
説

至
阿
惟
越
致
地
者

行
諸
難
行
久
乃
可
得

或
堕
聲
聞
辟
支
佛
地

若
爾
者
是
大
衰
患

如
助
道
法
中
説

【1

】
問
ひ
て
い
は
く
、
こ
の
阿
惟
越
致
の
菩
薩
の
初
事
は
先
に
説
く
が
ご
と
し
。
阿
惟
越
致
地
に

至
る
に
は
、
も
ろ
も
ろ
の
難
行
を
行
じ
、
久
し
く
し
て
す
な
は
ち
得
べ
し
。

あ
る
い
は
声
聞
・
辟
支
仏

地
に
堕
す
。
も
し
し
か
ら
ば
こ
れ
大
衰
患
な
り
。
『
助
道
法
』
の
な
か
に
説
く
が
ご
と
し
。

【1

】
問
う
て
い
う
。
こ
の
阿
惟
越
致
菩
薩
が
初
地
に
入
る
ま
で
の
修
行
の
あ
り
さ
ま
は
、
さ
き

(

阿
惟
越
致
相
品)

に
説
い
た
通
り
で
あ
る
。
阿
惟
越
致
に
至
る
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
難
行
を

行
じ
、
久
し
い
間
か
か
っ
て
よ
う
や
く
こ
れ
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
あ
る
い
は
声
聞
・
縁

覚
の
地
位
に
退
堕
す
る
こ
と
が
あ
る
。

も
し
そ
う
な
れ
ば
、
こ
れ
は
大
き
な
損
失
で
あ
り
、
災
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患
で
あ
る
。
助
道
法
の
中
に
説
く
通
り
で
あ
る
。

阿
惟
越
致

あ
ゆ
い
お
っ
ち

S:
avaivartya

S:
avaivartika

S:
avaivartanIya

な
ど
の
音
写
。
も

は
や
退
く
こ
と
の
な
い
位
。
退
か
な
る
位
。
不
退
転

（
仏
教
語
）

菩
薩

ぼ
さ
つ
【
菩
薩
】P

:
bodhi-satta

S
:

bodhi-sattva

の
音
写
。
覚
有
情
・
大
心
衆
生
・

大
士
・
高
士
・
開
士
な
ど
と
漢
訳
す
る
。
菩
薩
は
菩
提
薩
唾
（
菩
提
薩
多
と
も
書
く
）

の
略
で
あ
る
と
シ
ナ
で
は
解
す
る
が
、
お
そ
ら
く
シ
ナ
に
伝
わ
る
際
、
俗
語
で

P
r:

bot-sat

と
い
っ
た
の
を
菩
薩
と
音
写
し
た
ら
し
い
。
①
さ
と
り
の
成
就
を
欲
す
る
人
。

さ
と
り
の
完
成
に
努
力
す
る
人
。
さ
と
り
を
求
め
て
修
行
す
る
者
。
仏
と
な
ろ
う
と
志

す
者
。
ブ
ッ
ダ
と
な
る
べ
く
道
心
を
起
こ
し
て
修
行
す
る
求
道
者
。
仏
の
智
慧
を
得
る

た
め
に
修
行
し
て
い
る
人
。
さ
と
り
を
求
め
る
人
。
未
来
の
仏
。
求
道
者
。
す
ぐ
れ
た

修
業
者
。
後
に
大
乗
仏
教
の
解
釈
に
よ
る
と
、
声
聞
と
対
比
さ
れ
て
そ
こ
に
利
他
的
意

義
を
含
め
、
大
乗
の
修
行
者
を
い
う
。
自
ら
仏
道
を
求
め
、
他
人
を
救
済
し
、
さ
と
ら

せ
る
者
。
上
に
向
か
っ
て
は
菩
提
を
求
め
、
下
に
向
か
っ
て
は
衆
生
を
教
化
し
よ
う
と

す
る
人
。
向
上
的
に
は
自
利
の
行
と
し
て
さ
と
り
（
菩
提
、
道
）
を
体
得
し
、
向
下
的

に
は
利
他
の
行
と
し
て
衆
生
を
利
益
す
る
者
。
大
乗
で
は
在
家
・
出
家
に
通
じ
、
発
心

し
て
仏
道
を
行
ず
る
者
を
い
う
。
ま
た
、
さ
と
り
を
得
て
す
で
に
仏
と
な
り
う
る
の
に
、

あ
え
て
迷
い
の
境
に
と
ど
ま
り
、
人
び
と
の
救
済
の
た
め
に
活
動
す
る
者
。（

仏
教
語
）

菩
提

ほ
だ
い
【
菩
提
】PS:bodhi

の
音
写
。
智
・
道
・
覚
と
漢
訳
す
る
。
①
仏
の
正
覚
の
智
。

さ
と
り
。
正
智
の
は
た
ら
き
。
さ
と
り
の
智
慧
。
迷
い
か
ら
目
覚
め
る
こ
と
。
智
慧
の

は
た
ら
き
に
よ
っ
て
無
明
が
な
く
な
っ
た
状
態
。〈
『
理
趣
経
』（
大
）
八
巻
七
八
四
中
〉

〔
『
理
趣
経
』
を
読
論
す
る
と
き
は
「
ほ
て
い
」
と
よ
む
。
〕
〈
『
臨
済
録
』
（
大
）
四
七

巻
四
九
七
下
〉
〈
『
要
集
』
一
四
五
、
一
五
七
、
二
一
四
、
四
五
七
、
四
九
一
〉
②
法

性
を
覚
す
る
智
の
こ
と
。
〈
『
喩
伽
論
』
二
巻
（
大
）
三
〇
巻
二
八
四
中>

③
崇
高
な
開

悟
。
智
慧
の
あ
ら
わ
れ
。〈
『
宝
性
論
』（
大
）
三
一
巻
八
二
一
上
〉
④
菩
提
道
場
の
略
。

さ
と
り
を
開
い
た
場
所
。
〈
『
五
教
章
』
下
四
ノ
五
ハ
オ
〉S:bodhi-m

aNDa

⑤
煩
悩
を
断

し
て
得
た
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
を
い
う
。
さ
と
り
の
境
地
。
人
間
の
完
成
。
〔
解
釈
例
〕
云

何
ん
が
菩
提
な
る
や
。
謂
ば
く
如
実
に
自
心
を
知
る
な
り
。〈
『
大
日
経
』
住
心
品
（
大
）

一
八
巻
一
下
〉
菩
提
者
漢
言
大
道
也
。
〈
『
教
行
信
証
』
化
身
土
巻
（
大
）
八
三
巻
六

四
一
下>

⑥
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
に
至
る
因
と
し
て
の
道
を
い
う
。
俗
に
仏
道
の
意
に
用
い

る
。
〈
『
反
故
集
』
〉
「
凡
夫
、
初
め
て
菩
提
を
修
す
る
事
・
・
・
。
」
⑦
俗
に
冥
福
の
意

に
用
い
る
。
〈
『
灌
頂
経
』
一
二
巻
（
大
）
二
一
巻
五
三
二
下
〉S:bodhi

〈
『
中
論
』
二

四
・
三
一
〉

（
仏
教
語
）

初
事
（
初
地
）

菩
薩
の
五
十
二
位
の
う
ち
の
十
地
の
第
一
を
い
う
。
歓
喜
地
に
同
じ

（
仏
教
語
）
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歓
喜
地

歓
喜
を
得
る
位
と
い
う
こ
と
。
菩
薩
が
わ
ず
か
に
さ
と
り
の
境
地
に
到
達
し
て
歓
喜
す

る
位
。
菩
薩
の
階
位
十
地
の
う
ち
の
初
地
。
カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
（

S
:
K
am

alaZIla

）
の
説

明
に
よ
る
と
「
菩
薩
は
い
ま
だ
認
識
し
な
か
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
状
態
で
認
識
す
る
の

で
大
い
に
喜
ぶ
。
そ
の
ゆ
え
に
（
こ
の
地
は
）
歓
喜
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
。

菩
薩
の
階
級
に
五
十
二
位
あ
る
う
ち
、
第
四
十
一
位
に
当
た
る
。
聖
者
の
初
位
。

（
仏
教
語
）

声
聞

し
ょ
う
も
ん
【
聲
聞
】
①
教
え
を
聞
く
修
行
僧
。(P:

sAvaka
S
:

ZrAvaka

）
。
仏
の
教

え
を
聞
い
て
、
そ
の
と
お
り
忠
実
に
実
行
す
る
弟
子
。
も
と
原
始
仏
教
聖
典
で

（P:
sAvaka

）
と
は
出
家
で
も
在
家
で
も
、
教
え
を
聞
く
人
の
意
味
て
あ
り
、
仏
弟
子
を
意

味
し
た
。
シ
ャ
イ
ナ
教
聖
典
で
も
同
様
で
あ
る
。
（P

r:sAvaka

）
は
在
俗
信
者
を
も
含

め
て
い
た
。
後
代
に
な
る
と
、
仏
教
で
は
、
教
団
を
構
成
し
て
い
る
出
家
修
行
僧
の
こ

と
の
み
を
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。(

こ
れ
に
対
し
て
シ
ャ
イ
ナ
教
で
は
後
に
は

（S:
ZrAvaka

）
と
い
う
と
在
俗
信
者
の
こ
と
の
み
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
仏
の
教
え

の
声
を
聞
い
て
修
行
す
る
人
。
自
分
の
さ
と
り
し
か
考
え
な
い
聖
者
。
自
己
の
完
成
だ

け
を
求
め
励
む
出
家
。
自
己
の
さ
と
り
だ
け
を
求
め
る
こ
と
に
専
念
す
る
聖
者
。
自
己

の
完
成
に
の
み
努
め
る
出
家
僧
。
教
え
を
聞
く
の
み
の
修
業
者
。
教
え
の
声
を
聞
い
て

は
じ
め
て
修
行
し
う
る
弟
子
。
仏
の
教
え
を
聞
き
、
無
限
に
長
い
時
間
を
か
け
て
修
行

し
た
結
果
、
阿
羅
漢
の
位
に
到
達
す
る
。
四
向
四
果
の
聖
者
。
修
行
に
お
い
て
、
四
諦

を
観
ず
る
こ
と
を
主
要
な
る
も
の
と
し
て
い
る
。
大
乗
仏
教
て
は
、
声
聞
を
独
覚
と
並

べ
て
、
こ
れ
を
二
乗
・
小
乗
と
し
て
貶
て
め
る
。

（
仏
教
語
）

辟
支
仏

び
ゃ
く
し
ぶ
つ
【
辟
支
佛
】P:pacceka-buddha
S:pratyeka-buddha

の
音
写
。
原

義
は
「
孤
独
な
る
ブ
ッ
ダ
」
の
意
。
①
独
覚
・
縁
覚
と
漢
訳
す
る
。
ひ
と
り
修
行
す
る

人
。
無
常
を
観
ず
る
。
も
と
世
俗
の
わ
ず
ら
い
を
離
れ
、
山
林
に
あ
っ
て
、
ひ
と
り
で

修
行
し
て
い
た
修
行
者
を
、
仏
教
興
起
時
代
に

P:
pacceka-buddha

と
よ
ん
で
い
た
。

ジ
ャ
イ
ナ
教
で
も
、
ひ
と
り
て
修
行
す
る
人
の
こ
と
を
ア
ル
タ
マ
ー
ガ
デ
ィ
ー
語
で

patteya-buddha

と
よ
ん
て
い
た
。
こ
の
理
想
が
仏
教
に
も
継
承
さ
れ
た
ら
し
く
、
最

初
期
の
仏
典(

『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
な
ど)

に
出
て
く
る
修
行
者
た
ち
は
、
こ
の
類
型

の
人
び
と
て
あ
る
。
〔
後
代
に
な
る
と
、
精
舎
で
集
団
生
活
を
す
る
修
行
僧
た
ち
も
現

れ
、
そ
れ
ら
は
声
聞(P:

sAvaka

）
と
よ
ば
れ
、
辟
支
仏
と
は
別
の
類
型
を
示
す
も
の

と
な
っ
た
。
〕
伝
統
的
な
解
釈
に
よ
る
と
、
辟
支
仏
と
は
、
無
仏
の
世
に
出
て
、
性
寂

静
を
好
み
、
師
友
な
く
、
飛
花
落
葉
を
感
じ
て
さ
と
り
を
得
る
者
を
い
う
。
師
か
ら
教

え
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
自
分
ひ
と
り
て
真
理
を
さ
と
り
、
そ
の
体
験
を
人
に
説
こ
う

と
し
な
い
聖
者
。
ひ
と
り
で
さ
と
っ
た
人
。
独
善
的
に
さ
と
る
人
。
さ
と
り
の
内
容
を

ひ
と
り
楽
し
む
仏
。
自
ら
さ
と
る
者
。
自
ら
さ
と
り
を
開
き
な
が
ら
、
教
え
を
垂
れ
よ

う
と
し
な
い
仏
。
独
覚
と
も
い
う
。
師
匠
が
な
く
て
自
分
ひ
と
り
て
修
行
し
、
さ
と
り

を
得
た
者
。
大
乗
仏
教
の
興
起
し
た
時
代
に
な
る
と
、
声
聞
・
縁
覚
と
と
も
に
三
乗
の

一
つ
と
な
っ
た
。
二
種
の
辟
支
仏
に
つ
い
て
は
『
大
智
度
論
』
参
照

②
シ
ナ
・
日
本
の
仏
教
の
一
般
の
解
釈
に
よ
る
と
、
自
ら
さ
と
っ
て
生
死
の
苦
海
を
解
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脱
し
て
修
行
者
の
究
極
の
境
地(

阿
羅
漢
果)

を
証
し
、
し
か
も
説
法
せ
ず
教
団
を
組
織

せ
ず
、
た
だ
信
者
の
た
め
に
神
通
を
示
現
す
る
た
け
の
聖
人
。
無
仏
の
世
界
に
世
に
現

れ
、
師
友
に
よ
ら
ず
自
然
に
独
悟
す
る
聖
者
で
あ
る
か
ら
、
独
覚
と
よ
ぶ
。
菩
薩
を
上

根
、
声
聞
を
下
根
と
す
れ
は
、
こ
れ
ば
中
根
の
人
て
あ
る
。
要
す
る
に
、
消
極
的
な
さ

と
り
を
求
め
る
小
乗
の
修
行
者
。
十
二
因
縁
を
そ
の
観
法
と
す
る
。
〈
『
顕
戒
論
』
中

（
大
）
七
四
巻
六
〇
五
中
〉
〈
『
十
住
心
論
』
五
巻
（
大
）
七
七
巻
（
大
）
三
三
四
中
〉

〈
『
往
生
要
集
』
（
大
）
八
四
巻
三
六
中
、
四
一
中
、
五
九
上
〉
〈
『
今
昔
物
語
』
一
巻

第
二
二
、
五
巻
第
五
〉〈
『
興
禅
護
国
論
』
上
〉〈
『
正
法
眼
蔵
』
行
持
、
供
養
諸
仏
（
大
）

八
二
巻
三
八
上
、
二
八
六
上
〉

S:pratyeka-buddha

は
、
ま
た
縁
覚
と
漢
訳
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
。
シ
ナ
て
の
解
釈
に
よ
る
と
、
十
二
因
縁
を
観
し
、
あ
る
い
は
他
の
縁
に

よ
っ
て
さ
と
っ
た
の
て
、
縁
覚
と
い
う(

『
正
法
華
』
な
と)

。
こ
の
訳
語
に
つ
い
て
、

『
大
乗
義
章
』(

第
一
七
巻)
に
は
、
「
因
縁
を
覚
る
ゆ
え
に
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
訳
語
ば
、
お
そ
ら
く
後
代
の
解
釈
を
も
ち
こ
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
〕

(

天
台
宗
て
は
「
ひ
ゃ
く
し
ふ
つ
」
と
よ
め
と
い
う
が
、
根
拠
不
明
。)

（
仏
教
語
）

び
ゃ
く
し
ぶ
つ
・[

S

：pratyeka_buddha]

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
語
あ
る
い
は
そ
の
俗
語
形
か
ら
〈
辟
支

仏(

び
や
く
し
ぶ
つ)

〉
と
も
音
写
さ
れ
る
。
〈
独
覚
〉
と
も
漢
訳
さ
れ
る
よ
う
に
，
師

な
く
し
て
独
自
に
さ
と
り
を
開
い
た
人
を
い
い
、
仏
教
の
み
な
ら
ず
ジ
ャ
イ
ナ
教
で
も

こ
の
名
称
を
用
い
る
。
十
二
因
縁
を
観
じ
て
理
法
を
さ
と
り
、
あ
る
い
は
さ
ま
ざ
ま
な

外
縁
に
よ
っ
て
さ
と
る
ゆ
え
に
縁
覚
と
い
う
。
独
覚
は
、
仲
間
を
つ
く
っ
て
修
行
す
る

部
行
独
覚
と
、
麒
麟
の
一
角
の
如
く
独
り
で
道
を
得
る
麟
角
喩
独
覚
と
に
分
け
る
。
大

乗
仏
教
で
は
こ
の
立
場
を
自
己
中
心
的
な
も
の
と
考
え
、
声
聞(
し
よ
う
も
ん)

と
と
も

に
二
乗
と
称
す
る
。
三
根
の
差
別
に
随
っ
て
、
三
種
の
菩
提
を
出
す
。
い
は
く
、
声
聞

の
菩
提
、
縁
覚
の
菩
提
、
諸
仏
の
菩
提
〔
摧
邪
輪(

上)

〕

（
岩
波
）

助
道

じ
ょ
ど
う

さ
と
り
を
得
る
た
め
の
助
け
。
か
た
わ
ら
の
道
。
わ
き
道
。
補
い
と
な
っ

て
い
る
修
業
道
。

（
仏
教
語
）

助
道
法

じ
ょ
ど
う
ほ
う

正
し
い
見
方
・
あ
り
方
を
助
け
る
修
業
の
方
法
。
〈
華
厳
経
一
巻

（
大
）
九
巻
三
九
六
中
〉

（
仏
教
語
）

若
堕
聲
聞
地

及
辟
支
佛
地

是
名
菩
薩
死

則
失
一
切
利

若
堕
於
地
獄

不
生
如
是
畏

「
も
し
声
聞
地
、
お
よ
び
辟
支
仏
地
に
堕
す
る
は
、

こ
れ
を
菩
薩
の
死
と
名
づ
く
。
す
な
は
ち
一
切
の
利
を
失
す
。

も
し
地
獄
に
堕
す
る
も
、
か
く
の
ご
と
き
畏
れ
を
生
ぜ
ず
。

も
し
声
聞
の
地
位
や

縁
覚
の
地
位
に
堕
ち
る
な
ら
ば

こ
れ
を
菩
薩
の
死
と
名
づ
け
る

そ
う
な
れ
ば
一
切
の
利
益
を
失
う
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た
と
い
地
獄
に
堕
ち
て
も

か
よ
う
な
畏
れ
を
生
じ
な
い
が

地
獄

じ
ご
く
【
地
獄
】
地
下
に
あ
る
牢
獄
の
意
。
苦
し
み
の
き
わ
ま
っ
た
世
界
。
現
世
に
悪
業

を
な
し
た
者
が
、
死
後
そ
の
報
い
を
受
け
る
所
。
罪
業
の
結
果
と
し
て
報
わ
れ
た
生
存
状

態
、
お
よ
び
環
境
。
三
悪
道
・
五
趣
・
六
道
・
十
界
の
一
つ
。
経
論
に
よ
っ
て
種
々
に
説

か
れ
る
が
、
無
間
・
八
熱(

八
大)

・
八
寒
・
孤
独
な
ど
の
地
獄
が
あ
り
、
八
大
ま
た
は
八

寒
地
獄
の
一
つ
一
つ
に
は
、
十
六
小
地
獄(

十
六
遊
増
地
獄)

が
あ
り
、
み
な
閻
浮
提
の
下
、

二
万(

ま
た
は
三
万
二
千)

由
旬
の
所
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
黒
沙
・
沸
尿
・
鉄
釘
・
饑
餓

・
渇
・
一
銅
鑊
・
多
銅
鑊
・
石
磨
・
膿
血
・
量
火
・
灰
河
・
鉄
丸
・
釿
斧
・
豺
狼
・
剣
樹

・
寒
水
の
各
地
獄
で
、
こ
の
中
て
筆
舌
に
尽
く
せ
な
い
苦
し
み
を
受
け
る
と
い
う
。

（
仏
教
語
）

畏
れ

お
そ
れ
【
恐
れ
・
畏
れ
・
虞
】

お
そ
れ
る
こ
と
。
恐
怖
。
「
ー
を
抱
く
」
よ
く
な
い
こ

と
が
起
こ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
心
配
。
気
づ
か
い
。
不
安
。「
失
敗
す
る
ー
が
あ
る
」

「
大
雨
の
ー
」
ー
か
し
こ
ま
る
こ
と
。
敬
意
。
平
治
物
語
（
金
刀
比
羅
本
）
「
君
を
後
に

な
し
ま
ゐ
ら
せ
む
が
ー
な
れ
ば
」
◇
一
般
に
は
「
恐
」
。
ー
に
は
「
虞
」
も
、
ー
に
は
「
畏
」

も
使
う
。

（
広
辞
苑
）

仏
果

ぶ
っ
か
【
佛
果
】
仏
因
の
対
。
仏
道
修
行
の
結
果
、
達
せ
ら
れ
た
仏
の
位
の
こ
と
。
仏
と

い
う
究
極
の
結
果
。
結
果
と
し
て
仏
と
な
っ
た
状
態
。
さ
と
り
。

（
仏
教
語
）

閻
浮
提

え
ん
ぶ
だ
い
【
閻
俘
提
】S:

Jam
bu-dvIpa

S:
Jam

bU-dvIpa

の
音
写
。
①
須
弥
山
の
南
方

に
あ
る
大
陸
。
四
大
洲
の
一
つ
。
須
弥
山
を
中
心
に
人
間
世
界
を
東
西
南
北
の
四
洲
に
分

か
ち
、
閻
浮
提
は
南
洲
で
あ
り
、
イ
ン
ド
な
ど
は
閻
浮
提
に
属
す
と
さ
れ
る
。
十
六
の
大

国
・
五
百
の
中
国
・
十
万
の
小
国
か
あ
る
。
こ
こ
で
住
民
が
受
け
る
楽
し
み
は
東
と
北
と

の
二
洲
に
は
劣
る
が
、
諸
仏
が
現
れ
る
の
は
こ
の
南
の
洲
だ
け
で
あ
る
と
い
う
。
北
に
広

く
、
南
に
狭
い
地
形
て
、
縦
横
七
千
ヨ
ー
ジ
ャ
ナ
あ
る
と
い
わ
れ
、
も
と
は
イ
ン
ド
の
地

を
さ
し
て
い
っ
た
も
の
た
が
、
後
に
は
こ
の
人
間
世
界
を
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。
現
実
の

人
間
界
。
こ
の
世
。
わ
れ
わ
れ
の
住
ん
て
い
る
世
界
。
こ
の
地
上
世
界
。
わ
た
し
た
ち
の

世
界
。
陸
上
。
娑
婆
世
界
。

（
仏
教
語
）

饑
餓

き
が
【
飢
餓
・
饑
餓
】
う
え
る
こ
と
。
う
え
。
一
時
的
・
地
域
的
現
象
で
あ
る
飢
饉
き
き

ん
と
対
比
し
て
、
永
続
的
・
慢
性
的
な
食
糧
不
足
や
低
栄
養
状
態
に
い
う
場
合
も
あ
る

（
岩
波
）

豺
狼

さ
い
ー
ろ
う
【
豺
狼
】
‥
ラ
ウ
＿
や
ま
い
ぬ
と
お
お
か
み
。
貪
欲
残
酷
な
獣
。
＿
残
酷
で

貪
欲
な
人
、
極
悪
無
慈
悲
な
人
の
た
と
え
。
＿

（
岩
波
）

若
堕
二
乘
地

則
爲
大
怖
畏

堕
於
地
獄
中

畢
竟
得
至
佛

若
堕
二
乘
地

畢
竟
遮
佛
道
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も
し
二
乗
地
に
堕
す
れ
ば
、
す
な
は
ち
大
怖
畏
と
な
す
。

地
獄
の
な
か
に
堕
す
る
も
、
仏
に
至
る
こ
と
を
得
。

も
し
二
乗
地
に
堕
す
れ
ば
、
畢
竟
じ
て
仏
道
を
遮
す
。

も
し
二
乗
の
地
位
に
堕
ち
る
な
ら
ば

す
な
わ
ち
大
き
な
畏
れ
と
な
る

な
ん
と
な
れ
ば
地
獄
の
中
に
堕
ち
て
も

つ
い
に
は
仏
果
に
至
る
こ
と
は
で
き
る
が

も
し
二
乗
の
地
位
に
堕
ち
る
な
ら
ば

つ
い
に
仏
に
な
る
道
を
さ
ま
た
げ
る
か
ら
で
あ
る

二
乗

に
じ
ょ
う

①
声
聞
乗
と
縁
覚
乗
の
二
つ
を
い
う
。
乗
は
、
乗
り
物
の
意
。
声
聞
と
は
、

師
の
教
え
に
よ
っ
て
さ
と
る
人
で
、
仏
の
教
え
を
直
接
聞
き
、
四
諦
の
道
理
に
よ
っ
て

さ
と
る
人
た
ち
、
お
よ
び
そ
の
立
場
を
い
う
。
縁
覚
と
は
、
理
法
を
体
得
し
て
自
ら
さ

と
る
人
て
、
仏
の
教
え
に
よ
ら
ず
、
ひ
と
り
で
十
二
因
縁
の
道
理
を
観
察
し
て
さ
と
る

人
た
ち
、
お
よ
び
そ
の
立
場
を
い
う
。
大
乗
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
二
種
の
人
た

ち
、
お
よ
び
そ
の
立
場
は
自
己
の
完
成
に
と
ど
ま
っ
て
、
多
く
の
他
人
の
救
済
に
向
か

わ
な
い
か
ら
、
劣
っ
た
立
場(

劣
乗
・
小
乗)

で
あ
る
と
み
る
の
て
あ
る
。
小
乗
仏
教
に

お
け
る
聖
者
。
た
と
え
仏
道
に
入
っ
て
い
て
も
、
そ
の
形
式
的
な
面
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ

た
り
、
自
分
の
さ
と
り
、
自
分
の
問
題
の
こ
と
だ
け
し
か
考
え
て
い
な
い
よ
う
な
人
び

と
。
自
分
だ
け
の
さ
と
り
に
満
足
し
て
、
他
人
救
済
の
慈
悲
活
動
を
忘
れ
た
者
。

（
仏
教
語
）

四
諦

し
た
い

①
四
つ
の
真
理
。
四
つ
の
聖
な
る
真
理
。
仏
教
の
説
く
四
種
の
基
本
真
理
。

苦
諦
・
集
諦
・
滅
諦
・
道
諦
の
四
つ
。
四
聖
諦
に
同
じ
。

②
智
顗
は
『
勝
鬘
経
』

な
ら
び
に
南
本
『
涅
槃
経
』
四
行
品
の
説
意
に
よ
っ
て
、
生
滅
・
無
生
・
無
量
・
無
作

の
四
種
の
四
諦
の
説
を
立
て
て
、
こ
れ
を
化
法
の
四
教
に
配
し
て
い
る
。〔
し
か
し
『
勝

鬘
経
』
の
法
身
章
（
第
八
）
に
は
二
種
の
四
諦
を
説
く
の
み
で
あ
る
。
〕

（
仏
教
語
）

四
諦

し
た
い

[s

：catur-rya-satya]

諦(satya)

と
は
真
理
の
こ
と
、
四
つ
の
真
理

で
、
苦
諦(

く
た
い)

・
集
諦(

じ
つ
た
い)

・
滅
諦(

め
つ
た
い)

・
道
諦(

ど
う
た
い)

の

総
称
。
〈
四
聖
諦(

し
し
よ
う
た
い)

〉
と
も
い
う
。
釈
尊(

し
や
く
そ
ん)

が
鹿
野
苑(

ろ

く
や
お
ん)

に
お
け
る
最
初
の
説
法(

初
転
法
輪(

し
よ
て
ん
ぼ
う
り
ん)

)

に
お
い
て
説

い
た
と
さ
れ
る
、
仏
教
の
根
本
教
説
。
〈
苦
諦
〉
は
、
迷
い
の
生
存
は
苦
で
あ
る
と
い

う
真
理
。
〈
集
諦
〉
は
，
欲
望
の
尽
き
な
い
こ
と
が
苦
を
生
起
さ
せ
て
い
る
と
い
う
真

理
。
〈
滅
諦
〉
は
，
欲
望
の
な
く
な
っ
た
状
態
が
苦
滅
の
理
想
の
境
地
で
あ
る
と
い
う

真
理
。〈
道
諦
〉
は
、
苦
滅
に
い
た
る
た
め
に
は
八
つ
の
正
し
い
修
行
方
法(

八
正
道(

は

つ
し
よ
う
ど
う)

)

に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
真
理
。
四
諦
の
教
え
は
、
し
ば

し
ば
治
病
原
理
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
苦
諦
は
病
状
を
知
る
こ
と
。
集
諦

は
病
因
を
知
る
こ
と
。
滅
諦
は
回
復
す
べ
き
健
康
状
態
の
こ
と
で
あ
り
、
道
諦
は
良
薬

で
あ
る
と
さ
れ
る
。

（
岩
波
）

畢
竟

ひ
っ
ー
き
ょ
う
【
畢
竟
】
‥
キ
ヤ
ウ(

「
畢
」
も
「
竟
」
も
終
る
意)

つ
ま
る
と
こ
ろ
。
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つ
ま
り
。
所
詮
。
結
局
。

（
広
辞
苑
）

遮

さ
え
ぎ
る

と
ど
め
る

横
ざ
ま
に
た
ち
き
る

（
仏
教
語
）

佛
自
於
經
中

解
説
如
是
事

如
人
貪
壽
者

斬
首
則
大
畏

菩
薩
亦
如
是

若
於
聲
聞
地

仏
み
づ
か
ら
『
経
』
（
清
浄
毘
尼
方
広
経
）
の
な
か
に
お
い
て
、
か
く
の
ご
と
き
事
を
解
説
し
た
ま

ふ
。

人
の
寿
を
貪
る
も
の
、
首
を
斬
ら
ん
と
す
れ
ば
す
な
は
ち
大
き
に
畏
る
る
が
ご
と
く
、

菩
薩
も
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。
も
し
声
聞
地
、
と
。

仏
み
ず
か
ら
経
の
中
に

こ
う
い
う
こ
と
を
説
か
れ
て
あ
る

寿
命
を
惜
し
む
よ
う
な
人
は

首
を
斬
ら
れ
る
こ
と
を
大
い
に
畏
れ
る

菩
薩
も
ま
た
こ
の
通
り

も
し
声
聞
の
地
位
や

清
浄
毘
尼
方
広
経

国
訳
一
切
経

律
部

一
二
巻

（
大
）
二
四
巻

一
四
八
九

及
辟
支
佛
地

應
生
大
怖
畏

お
よ
び
辟
支
仏
地
に
お
い
て
は
、
大
怖
畏
を
生
ず
べ
し
」

縁
覚
の
地
位
に
堕
ち
る
な
ら
ば

大
き
な
畏
れ
を
生
ず
る
で
あ
ろ
う

是
故
若
諸
佛
所
説
有
易
行
道
疾
得
至
阿
惟
越
致
地
方
便
者

願
爲
説
之

答
曰

如
汝
所
説
是
儜
弱
怯
劣
無
有
大
心

非
是
丈
夫
志
幹
之
言
也

何
以
故

若
人
發
願
欲
求
阿
耨
多
羅
三

藐
三
菩
提

未
得
阿
惟
越
致

於
其
中
間
應
不
惜
身
命

晝
夜
精
進
如
救
頭
燃

如
助
道
中
説

こ
の
ゆ
ゑ
に
、
も
し
諸
仏
の
所
説
に
、
易
行
道
に
し
て
疾
く
阿
惟
越
致
地
に
至
る
こ
と
を
得
る
方

便
あ
ら
ば
、
願
は
く
は
た
め
に
こ
れ
を
説
き
た
ま
へ
と
。

【2

】
答
へ
て
い
は
く
、
な
ん
ぢ
が
所
説
の
ご
と
き
は
、
こ
れ
儜
弱
怯
劣
に
し
て
大
心
あ
る
こ
と
な

し
。
こ
れ
丈
夫
志
幹
の
言
に
あ
ら
ず
。
な
に
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
も
し
人
願
を
発
し
て
阿
耨
多
羅

三
藐
三
菩
提
を
求
め
ん
と
欲
し
て
、
い
ま
だ
阿
惟
越
致
を
得
ず
は
、
そ
の
中
間
に
お
い
て
身
命
を
惜

し
ま
ず
、
昼
夜
精
進
し
て
頭
燃
を
救
ふ
が
ご
と
く
す
べ
し
。
『
助
道
』
の
な
か
に
説
く
が
ご
と
し
。

こ
う
い
う
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
も
し
諸
仏
の
説
き
た
も
う
中
に
、
易
行
道
ど
う
で
す
み
や
か
に
不
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退
の
地
位
に
至
る
こ
と
の
で
き
る
方
法
が
あ
る
な
ら
ば
、
ど
う
か
、
わ
た
し
の
た
め
に
こ
れ
を
説

か
れ
よ
。

【2
】
答
え
て
い
う
。
そ
な
た
の
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
根
機
の
劣
っ
た
弱
い
者
の
い
う
こ
と
で

大
き
な
志
で
は
な
く
、
こ
れ
は
雄
々
し
く
堅
固
な
志
を
持
つ
者
の
こ
と
ば
で
は
な
い
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
、
も
し
人
が
願
い
を
起
こ
し
無
上
仏
果
を
求
め
よ
う
と
欲
し
て
、
ま
だ
不
退
の
位
を
得
な

い
な
ら
ば
、
そ
の
間
は
身
命
を
惜
し
ま
ず
昼
夜
精
進
し
て
、
頭
に
付
い
た
火
を
払
い
消
す
よ
う
に

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。«
助
道»

の
中
に
説
く
と
お
り
で
あ
る
。

易
行
道

い
ぎ
ょ
う
ど
う

行
き
や
す
い
道
。
だ
れ
で
も
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
こ
の

よ
う
に
ゆ
う
。
た
だ
ひ
と
え
に
仏
を
信
ず
る
と
い
う
容
易
な
修
業
。
他
力
に
よ
っ
て
浄

土
に
往
生
し
よ
う
と
す
る
法
門
。
難
行
道
の
対
。

（
仏
教
語
）

儜
弱
怯
劣

に
ょ
う
に
ゃ
く
こ
う
れ
つ

根
機
（
素
質
能
力
）
の
劣
っ
た
弱
々
し
い
者
。（

仏
教
語
）

阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提

あ
の
く
た
ら
さ
ん
み
ゃ
く
さ
ん
ぼ
だ
い

P:anuttarA
sam

m
A-saM

bodhi

S
:
anuttarA

sam
yak-saM

bodhiH

の
音
写
。
略
し
て
阿
褥
三
菩
提
・
阿
褥
菩
提
と
も
い
う
。

無
上
正
等(

ま
た
は
等
正)

覚
・
無
上
正
真
道
・
無
上
正
遍
知
・
無
上
正
偏
智
と
漢
訳
す

る
。
仏
の
さ
と
り
の
智
慧
の
こ
と
て
、
こ
の
上
な
く
す
ぐ
れ
、
正
し
く
平
等
円
満
で
あ

る
意
。
仏
の
最
上
絶
対
完
全
な
智
。SP:anuttara

は
無
上
の
、S:sam

yak

は
正
し
い
、

完
全
な
、PS:saM

bodhi

は
、
さ
と
り
、
と
い
う
意
で
あ
る
。
仏
の
目
覚
め
た
境
地
を

表
す
こ
と
ば
。
世
に
並
ぶ
も
の
も
な
い
、
す
ぐ
れ
た
正
し
い
さ
と
り
。
こ
の
上
な
い
正

し
い
目
覚
め
。
完
全
な
さ
と
り
。
無
上
の
正
し
い
さ
と
り(

仏
の
さ
と
り
を
さ
し
て
い

う)

。

（
仏
教
語
）

菩
薩
未
得
至

阿
惟
越
致
地

應
常
勤
精
進

猶
如
救
頭
燃

荷
負
於
重
担

爲
求
菩
提
故

「
菩
薩
い
ま
だ
阿
惟
越
致
地
に
至
る
こ
と
を
得
ず
は
、

つ
ね
に
勤
精
進
し
て
、
な
ほ
頭
燃
を
救
ひ
、

重
担
を
荷
負
す
る
が
ご
と
く
す
べ
し
。
菩
提
を
求
む
る
た
め
の
ゆ
ゑ
に
、

菩
薩
が
ま
だ
不
退
の
位
に

至
る
こ
と
が
で
き
な
い
間
は

い
つ
も
勤
め
励
ん
で

ち
ょ
う
ど
頭
の
火
を
払
う
よ
う
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

重
い
任
務
を
負
う
て

仏
果
を
求
め
る
の
で
あ
る
か
ら

常
應
勤
精
進

不
生
懈
怠
心

若
求
聲
聞
乘

辟
支
佛
乘
者

但
爲
成
己
利

常
應
勤
精
進

つ
ね
に
勤
精
進
し
て
、
懈
怠
の
心
を
生
ぜ
ざ
る
べ
し
。
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声
聞
乗
・
辟
支
仏
乗
を
求
む
る
も
の
の
ご
と
き
は
、

た
だ
お
の
が
利
を
成
ぜ
ん
が
た
め
に
す
る
も
、
つ
ね
に
勤
精
進
す
べ
し
。

常
に
勤
め
励
ん
で

懈
怠
の
心
を
起
こ
し
て
は
な
ら
ぬ

声
聞
や
縁
覚
の
果
を

求
め
る
よ
う
な
者
は

た
だ
自
己
の
利
を
成
就
す
る
た
め
に
さ
え

い
つ
も
勤
め
励
ま
ね
ば
な
ら
ぬ

何
況
於
菩
薩

自
度
亦
度
彼

於
此
二
乘
人

億
倍
應
精
進

い
か
に
い
は
ん
や
菩
薩
の
み
づ
か
ら
度
し
、
ま
た
か
れ
を
度
せ
ん
と
す
る
に
お
い
て
を
や
。

こ
の
二
乗
の
人
よ
り
も
、
億
倍
し
て
精
進
す
べ
し
」
と
。

ま
し
て
菩
提
を
求
め
て

み
ず
か
ら
さ
と
り
人
を
も
済
度
す
る
た
め
に
は

こ
の
二
乗
の
人
よ
り
も

億
倍
し
て
精
進
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

度

①
渡
す
、
の
意
。
無
常
と
苦
の
此
岸
か
ら
、
常
住
で
あ
り
、
楽
で
あ
る
彼
岸
へ
渡
す
こ
と
。

迷
い
の
此
岸
か
ら
、
さ
と
り
の
彼
岸
に
渡
し
救
う
こ
と
。
さ
と
り
の
世
界
、
仏
の
世
界
へ

導
き
入
れ
る
こ
と
。
導
く
こ
と
。
救
い
。
教
化
。

②
波
羅
蜜
に
同
じ
。

③
得
度
の
こ

と
。

（
仏
教
語
）

行
大
乘
者
佛
如
是
説

發
願
求
佛
道

重
於
擧
三
千
大
千
世
界

汝
言
阿
惟
越
致
地
是
法
甚
難
久
乃
可
得

若

有
易
行
道
疾
得
至
阿
惟
越
致
地
者

是
乃
怯
弱
下
劣
之
言

非
是
大
人
志
幹
之
説

汝
若
必
欲
聞
此
方
便
今

當
説
之

佛
法
有
無
量
門

如
世
間
道
有
難
有
易

陸
道
歩
行
則
苦

水
道
乘
船
則
樂

菩
薩
道
亦
如
是

或
有

勤
行
精
進

或
有
以
信
方
便
易
行
疾
至
阿
惟
越
致
者

大
乗
を
行
ず
る
も
の
に
は
、
仏
か
く
の
ご
と
く
説
き
た
ま
へ
り
。
「
願
を
発
し
て
仏
道
を
求
む
る
は

三
千
大
千
世
界
を
挙
ぐ
る
よ
り
も
重
し
」
と
。
な
ん
ぢ
、
阿
惟
越
致
地
は
こ
の
法
は
な
は
だ
難
し
。

久
し
く
し
て
す
な
は
ち
得
べ
し
。

も
し
易
行
道
に
し
て
疾
く
阿
惟
越
致
地
に
至
る
こ
と
を
得
る
あ
り
や
と
い
ふ
は
、
こ
れ
す
な
は
ち
怯

弱
下
劣
の
言
な
り
。
こ
れ
大
人
志
幹
の
説
に
あ
ら
ず
。
な
ん
ぢ
、
も
し
か
な
ら
ず
こ
の
方
便
を
聞
か

ん
と
欲
せ
ば
、
い
ま
ま
さ
に
こ
れ
を
説
く
べ
し
。

【3

】
仏
法
に
無
量
の
門
あ
り
。
世
間
の
道
に
難
あ
り
易
あ
り
。
陸
道
の
歩
行
は
す
な
は
ち
苦
し
く
、

水
道
の
乗
船
は
す
な
は
ち
楽
し
き
が
ご
と
し
。
菩
薩
の
道
も
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。
あ
る
い
は
勤
行

精
進
の
も
の
あ
り
、
あ
る
い
は
信
方
便
易
行
を
も
つ
て
疾
く
阿
惟
越
致
に
至
る
も
の
あ
り
。

大
乗
を
行
ず
る
者
に
は
、
仏
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
あ
る
。
「
発
願
し
て
仏
果
を
求
め
る
こ
と

は
三
千
大
千
世
界
を
も
ち
挙
げ
る
よ
り
も
重
い
」
と
。
そ
な
た
が
不
退
の
位
を
得
る
法
は
甚
は
な

は
だ
む
ず
か
し
く
、
久
し
い
間
か
か
っ
て
よ
う
や
く
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
す
み
や
か
に
不
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退
の
位
に
至
る
こ
と
の
で
き
る
易
行
の
道
が
あ
ろ
う
か
と
い
う
な
ら
ば
、
こ
れ
は
す
な
わ
ち
根
機

の
劣
っ
た
弱
い
者
の
言
葉
で
、
す
ぐ
れ
た
人
、
堅
固
な
志
を
持
つ
者
の
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
な
た
が
、
も
し
必
ず
こ
の
方
法
を
聞
き
た
い
と
思
う
な
ら
ば
、
今
ま
さ
に
こ

れ
を
説
く
で
あ
ろ
う
。

【3

】
仏
法
に
は
量
り
知
れ
な
い
多
く
の
門
戸
が
あ
る
。
た
と
え
ば
世
間
の
道
路
に
難
し
い
道
と

易
し
い
道
と
が
あ
っ
て
、
陸
路
を
歩
い
て
行
く
の
は
苦
し
い
が
、
水
路
を
船
に
乗
っ
て
渡
る
の
は

楽
し
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
菩
薩
の
道
も
ま
た
そ
の
よ
う
で
あ
る
。
あ
る
い
は
い
ろ
い
ろ
な
行

を
積
ん
で
行
く
も
の
も
あ
り
、
あ
る
い
は
信
方
便
の
易
行
を
も
っ
て
速
す
み
や
か
に
不
退
転
の
位

に
至
る
も
の
も
あ
る
。

十
方
十
仏
章

如
偈
説【4

】
偈
に
説
く
が
ご
と
し
。

【4

】
偈
げ
を
も
っ
て
説
く
通
り
で
あ
る
。

東
方
善
徳
佛

南
栴
檀
徳
佛

西
無
量
明
佛

北
方
相
徳
佛

東
南
無
憂
徳

西
南
寶
施
佛

東
方
善
徳
仏
、
南
栴
檀
徳
仏
、

西
無
量
明
仏
、
北
方
相
徳
仏
、

東
南
無
憂
徳
、
西
南
宝
施
仏
、

東
方
の
善
徳
仏

南
方
の
栴
檀
徳
仏

西
方
の
無
量
明
仏

北
方
の
相
徳
仏

東
南
の
無
憂
徳
仏

西
南
の
宝
施
仏

西
北
華
徳
佛

東
北
三
行
佛

下
方
明
徳
佛

上
方
廣
衆
徳

如
是
諸
世
尊

今
現
在
十
方

西
北
華
徳
仏
、
東
北
三
行
仏
、

下
方
明
徳
仏
、
上
方
広
衆
徳
、

か
く
の
ご
と
き
も
ろ
も
ろ
の
世
尊
、
い
ま
現
に
十
方
に
ま
し
ま
す
。
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西
北
の
華
徳
仏

東
北
の
三
乗
行
仏

下
方
の
明
徳
仏

上
方
の
広
衆
徳
仏

こ
れ
ら
の
仏
た
ち
は

い
ま
現
に
十
方
に
お
ら
れ
る

若
人
疾
欲
至

不
退
轉
地
者

應
以
恭
敬
心

執
持
稱
名
號

も
し
人
疾
く
不
退
転
地
に
至
ら
ん
と
欲
せ
ば
、

恭
敬
心
を
も
つ
て
、
執
持
し
て
名
号
を
称
す
べ
し
と
。

も
し
人
が
す
み
や
か
に

不
退
の
位
に
至
ろ
う
と
思
う
な
ら

よ
ろ
し
く
恭
敬
の
心
を
も
っ
て

仏
の
名
号
を
信
じ
て
称
と
の
う
べ
き
で
あ
る

若
菩
薩
欲
於
此
身
得
至
阿
惟
越
致
地
成
就
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
者

應
當
念
是
十
方
諸
佛
稱
其
名
號

如

寶
月
童
子
所
問
經
阿
惟
越
致
品
中
説

【5

】
も
し
菩
薩
こ
の
身
に
お
い
て
阿
惟
越
致
地
に
至
る
こ
と
を
得
て
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を

成
就
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
ま
さ
に
こ
の
十
方
諸
仏
を
念
じ
、
そ
の
名
号
を
称
す
べ
し
。

『
宝
月
童
子

所
問
経
』
の
「
阿
惟
越
致
品
」
の
な
か
に
説
き
た
ま
ふ
が
ご
と
し
。

【5

】
も
し
菩
薩
が
こ
の
身
に
お
い
て
不
退
転
の
地
位
に
至
り
、
つ
い
に
無
上
の
仏
果
を
成
就
し

よ
う
と
思
う
な
ら
ば
、
よ
ろ
し
く
こ
の
十
方
の
仏
た
ち
を
信
じ
て
そ
の
名
号
を
称
う
べ
き
で
あ
る
。

«

宝
月
童
子
所
問
経»

の
阿
惟
越
致
品
の
中
に
説
か
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

宝
月
童
子
所
問
経

ほ
う
が
つ
ど
う
じ
し
ょ
も
ん
ぎ
ょ
う

現
存
し
な
い
。
同
経
を
抄
訳
し
た
と
思
わ
れ

る
も
の
に
『
大
乗
宝
月
童
子
問
法
経
』
一
巻
（
北
宋
の
施
護
訳
）
が
あ
る
。(

行
巻

P.152
)

引
用
に
該
当
す
る
文
は
、
現
存
す
る
『
大
乗
宝
月
童
子
聞
法
経
』

(

宋
の
施
護
訳)

に

は
な
い
が
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
ほ
ぼ
相
応
す
る
文
が
あ
る｡

（
仏
教
語
）

佛
告
寶
月

東
方
去
此
過
無
量
無
邊
不
可
思
議
恒
河
沙
等
佛
土
有
世
界
名
無
憂

其
地
平
坦
七
寶
合
成

紫

磨
金
縷
交
絡
其
界

寶
樹
羅
列
以
爲
莊
嚴

無
有
地
獄
畜
生
餓
鬼
阿
修
羅
道
及
諸
難
處

清
淨
無
穢
無
有
沙

礫
瓦
石
山
陵
堆
阜
深
坑
幽
壑

天
常
雨
華
以
布
其
地

「
仏
、
宝
月
に
告
げ
た
ま
は
く
、
〈
東
方
こ
こ
を
去
る
こ
と
無
量
無
辺
不
可
思
議
恒
河
沙
等
の
仏
土
を
過

ぎ
て
世
界
あ
り
。
無
憂
と
名
づ
く
。
そ
の
地
平
坦
に
し
て
七
宝
を
も
つ
て
合
成
し
、
紫
磨
金
縷
を
も
つ
て

そ
の
界
に
交
絡
せ
り
。
宝
樹
羅
列
し
て
、
も
つ
て
荘
厳
と
な
す
。
地
獄
・
畜
生
・
餓
鬼
・
阿
修
羅
道
お
よ

び
も
ろ
も
ろ
の
難
処
あ
る
こ
と
な
し
。
清
浄
に
し
て
穢
れ
な
く
、
沙
礫
・
瓦
石
・
山
陵
・
堆
阜
・
深
坑
・

幽
壑
あ
る
こ
と
な
し
。
天
よ
り
つ
ね
に
華
を
雨
ら
し
て
、
も
つ
て
そ
の
地
に
布
け
り
。
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仏
が
宝
月
に
告
げ
た
も
う
。
東
方
こ
こ
を
去
る
こ
と
無
量
無
辺
不
可
思
議
恒
河
沙
の
仏
土
を
過
ぎ

た
と
こ
ろ
に
、
無
憂
と
名
づ
け
る
世
界
が
あ
る
。
そ
の
地
は
、
平
坦
で
あ
っ
て
七
宝
で
で
き
て
お

り
、
紫
磨
金
の
糸
筋
で
縦
横
に
道
の
境
を
区
切
っ
て
い
る
。
宝
樹
が
な
ら
ん
で
荘
厳
と
な
り
、
地

獄
・
畜
生
・
餓
鬼
・
阿
修
羅
道
お
よ
び
い
ろ
い
ろ
の
難
処

(

八
難
な
ど)

が
な
い
。
浄
ら
か
で
穢

け
が
れ
が
な
く
、
沙
礫
・
瓦
石
・
山
陵

堆
阜
・
深
坑
・
幽
壑
た
に
が
な
い
。
天
よ
り
常
に
華
を

雨
ふ
ら
し
て
そ
の
地
に
布
し
い
て
い
る
。

紫
磨
金

し
ま
ご
ん

紫
磨
黄
金
・
紫
金
と
も
い
う
。
紫
色
を
帯
び
た
金
で
、
黄
金
の
中
の
最
高

と
さ
れ
る
。
と
き
に
は
経
典
の
言
語
は
、S:suvarN

a

（
金
）
の
み
で
あ
る
の
で
、
閻
浮

壇
金
を
念
頭
に
紫
は
訳
者
が
付
け
た
も
の
ら
し
い
。
シ
ナ
で
は
、
金
の
精
な
る
も
の
を

称
し
た
。

（
仏
教
語
）

難
処

な
ん
し
ょ

仏
道
修
行
の
至
難
な
と
こ
ろ
。
仏
道
修
行
の
障
害
と
な
る
と
こ
ろ
。
八
難

処
の
こ
と
で
、
仏
や
物
の
教
え
に
遇
う
機
会
が
え
ら
れ
な
い
八
種
の
と
こ
ろ
。

（
仏
教
語
）

八
難

は
ち
な
ん

[s

：aSTa
akSaNa]

宗
教
的
行
為(
梵
行)

を
行
い
得
な
い
８
種
の
境
界

〈
八
難
処
〉
と
も
い
う
．
１
は
地
獄
，
２
は
畜
生
，
３
は
餓
鬼(

以
上
の
三
悪
道
で
は

苦
し
み
の
た
め)

，
４
は
長
寿
天
，
５
は
辺
地(

以
上
の
２
処
に
あ
っ
て
は
楽
に
安
住
し

て
法
を
求
め
な
い)

，
６
は
聾
盲(

感
覚
器
官
等
の
身
体
的
な
理
由
の
た
め)

，
７
は
世

智
弁
聡(

世
智
に
た
け
て
も
邪
見
に
陥
る)

，
８
は
仏
前
仏
後(
仏
の
出
世
に
巡
り
合
わ

な
い)

．

（
岩
波
）

堆
阜

た
い
ふ

丘
。

（
仏
教
語
）

幽
壑

ゆ
う
が
く

深
い
谷
間｡

（
仏
教
語
）

時
世
有
佛
號
曰
善
徳
如
來
應
供
正
遍
知
明
行
足
善
逝
世
間
解
無
上
士
調
御
丈
夫
天
人
師
佛
世
尊

大
菩
薩

衆
恭
敬
圍
繞

身
相
光
色
如
燃
大
金
山
如
大
珍
寶
聚

爲
諸
大
衆
廣
説
正
法

初
中
後
善
有
辭
有
義

所
説
不

雜
具
足
清
淨
如
實
不
失

何
謂
不
失
不
失
地
水
火
風

不
失
欲
界
色
界
無
色
界

不
失
色
受
想
行
識

時
に
世
に
仏
ま
し
ま
す
。
号
し
て
善
徳
如
来
・
応
供
・
正
遍
知
・
明
行
足
・
善
逝
・
世
間
解
・
無
上

士
・
調
御
丈
夫
・
天
人
師
・
仏
・
世
尊
と
い
ふ
。

大
菩
薩
衆
恭
敬
し
囲
繞
す
。
身
相
の
光
色
大
金
山
を
燃
や
す
が
ご
と
く
、
大
珍
宝
聚
の
ご
と
し
。
も

ろ
も
ろ
の
大
衆
の
た
め
に
広
く
正
法
を
説
き
た
ま
ふ
。
初
・
中
・
後
よ
く
辞
あ
り
義
あ
り
。
所
説
雑

は
ら
ず
。
具
足
し
、
清
浄
に
し
て
、
如
実
に
し
て
失
せ
ず
。
な
に
を
か
失
せ
ず
と
い
ふ
。
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地
・
水
・
火
・
風
を
失
せ
ず
、
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
を
失
せ
ず
、
色
・
受
・
想
・
行
・
識
を
失
せ

ざ
る
な
り
。

今
そ
の
世
界
に
仏
が
お
ら
れ
る
。

善
徳
如
来
・
応
供
・
正
遍
知
・
明
行
足
・
善
逝
・
世
間
解
・

無
上
士
・
調
御
丈
夫
・
天
人
師
・
仏
・
世
尊
と
申
し
あ
げ
る
。

大
菩
薩
衆
が
恭
敬
し
て
と
り
囲

ん
で
い
る
。
お
す
が
た
の
色
は
か
が
や
く
大
金
山
の
よ
う
で
あ
り
、
珍
し
い
宝
の
大
き
な
あ
つ
ま

り
の
よ
う
で
あ
る
。
多
く
の
大
衆
の
た
め
に
広
く
正
法
を
説
き
の
べ
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
初
め
も

中
も
後
も
よ
く
と
と
の
い
、
言
葉
は
適
切
で
、
義
理
を
き
わ
め
、
説
か
れ
る
と
こ
ろ
は
大
乗
ば
か

り
で
雑
ま
じ
り
け
が
な
く
、
清
浄
の
徳
を
そ
な
え
、
諸
法
の
あ
り
の
ま
ま
に
か
な
っ
て
あ
や
ま
り

が
な
い
。
何
故
な
ぜ
あ
や
ま
り
が
な
い
と
い
う
の
か
と
い
え
ば
、
地
・
水
・
火
・
風
を
あ
や
ま
ら

ず
、
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
を
あ
や
ま
ら
ず
、
色
・
受
・
想
・
行
・
識
を
あ
や
ま
ら
ず
、
そ
れ
ら

の
通
り
に
説
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

十
号

じ
ゅ
う
ご
う

〈
仏
十
号
〉〈
如
来
十
号
〉
と
も
い
う
．
仏
を
指
す10

種
の
呼
び
名
．
１)_

如
来(

に
よ
ら
い)

，
２)_

応
供(

お
う
ぐ)

(_

阿
羅
漢(

あ
ら
か
ん)

)

，
３)

正
遍
知(

し
よ

う
へ
ん
ち)

(

あ
ま
ね
く
正
し
く
悟
っ
た
人)
，
４)

明
行
足(

み
よ
う
ぎ
よ
う
そ
く)
(

智
慧

と
行
為
を
具
え
た
人)

，
５)_

善
逝(

ぜ
ん
ぜ
い)
，
６)

世
間
解(

せ
け
ん
げ)
(

世
間
を
よ

く
知
っ
た
人)

，
７)

無
上
士(

む
じ
よ
う
し)

(

最
高
の
人
間)

，
８)

調
御
丈
夫(

じ
よ
う
ご

じ
よ
う
ぶ)

(

人
を
指
導
す
る
に
巧
み
な
者)

，
９)

天
人
師(

て
ん
に
ん
し)

(

神
々
と
人
間

た
ち
の
師)

，10
)_

仏(

ぶ
つ)

(

仏
陀(

ぶ
つ
だ)

)

，11
)_

世
尊(
せ
そ
ん)

．
実
際
に
は

11

の
称
号
が
あ
る
の
で
，
こ
れ
を

10

に
す
る
た
め
に
，
経
典
に
よ
っ
て
６)

，
７)

あ
る
い

は
７)

，
８)

が
一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
る
．
・

（
岩
波
）

応
供

お
う
ぐ

[s

：arh
a
t]

供
養
を
受
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
者
の
意
．
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
語
を
音

写
し
て〈
阿
羅
漢
〉
と
い
う
．
釈
尊
時
代
の
イ
ン
ド
に
お
い
て
，
宗
教
的
な
最
高
の
境
地
に
達
し

た
聖
者
の
呼
称
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
．
仏
教
で
も
如
来
の
別
号
た
る

十
号
の
一
つ
に
数

え
ら
れ
，
仏
そ
の
も
の
を
指
し
た
が
，
小
乗
仏
教
で
は
如
来(

仏)

と
は
区
別
さ
れ
，
如
来
の
弟

子
た
る
声
聞(

し
よ
う
も
ん)

の
最
高
位
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
．

ま
た
四
用
と
い
ふ
は
…

四
に
は
自
己
用
，
羅
漢
は
応
供
の
徳
備
は
り
，
自
己
の
物
を
用
ふ
る
が
ご
と
し

〔
貞
享
版
沙

石
集(

４

３)

〕

（
仏
教
語
）

正
遍
知

し
ょ
う
へ
ん
ち

正
し
く
あ
ま
ね
き
智
慧
の
あ
る
方
。
さ
と
り
を
開
い
た
人
。
等
正
覚
に

同
じ

（
仏
教
語
）

明
行
足

み
ょ
う
ぎ
ょ
う
そ
く

明
（
智
慧
）
と
行
（
実
践
）
と
を
ぐ
そ
く
し
た
者
の
意
。
知
と
行

と
が
完
全
な
者
。
仏
の
十
号
の
一
つ
ジ
ャ
イ
ナ
教
な
ど
で
修
業
完
成
者
の
こ
と
を
こ
の
よ

う
に
よ
ん
で
い
た
の
が
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。S:

saM
panna

と
は
「
完
全
に
そ
な

わ
っ
た
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
ら
し
い

（
仏
教
語
）

善
逝

ぜ
ん
ぜ
い

[s

：su
g
ata

]

原
語
の
漢
訳
語
で
，
修
伽
陀(

し
ゆ
が
だ)

〈
須
伽
陀(

す
が
だ)

〉
な
ど
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と
音
写
す
る
．
原
意
は〈
よ
く
ゆ
き
し
人
〉
で
あ
り
，
幸
福
な
人
，
完
成
し
た
者
，
よ
く
悟
り
に

到
達
し
た
人
を
も
意
味
し
，

仏
の
こ
と
を
指
称
す
る
．
菩
薩
持
地
経(

ぼ
さ
つ
じ
じ
き
よ
う)

に
は

(

涅
槃(

ね
は
ん))

に
上
昇
し
永
く
復
た
還
ら
ず
，
故
に
善
逝
と
名
づ
く

と
あ
る
．
仏
の

十
号(

じ
ゆ
う
ご
う)

の
第
五
号
で
，
第
一
号
の

如
来(

に
よ
ら
い)

と
対
応
し
て
，

彼
岸(

ひ

が
ん)
と
此
岸(

し
が
ん)

を
自
在
に
往
き
来
で
き
る
と
い
う
来
往
自
在
の
徳
の
往
の
方
面
を
表
し

て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
．

冥
に
は
十
二
神
将
，
忝(

か
た
じ
け
な)

く
医
王
善
逝
の
使
者

と
し
て
凶
賊
追
討
の
勇
士
に
あ
ひ
加
は
り

〔
平
家(

７
．
返
牒)

〕

（
仏
教
語
）

世
間
解

せ
け
ん
げ

世
間
を
し
れ
る
人
。
世
間
を
知
悉
（
ち
し
つ

知
り
つ
く
す
こ
と
。
詳
し
く

知
る
こ
と
）
す
る
者
。
仏
の
十
号
の
一
つ
。
世
間
の
す
べ
て
に
通
じ
て
い
る
人
。
世
間
に

住
む
生
き
も
の
、
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
ら
を
知
り
理
解
し
て
い
る
ゆ
え
に
、
一
切

衆
生
の
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
法
を
德
子
と
が
で
き
る
者
。

（
仏
教
語
）

無
上

む
じ
ょ
う

[s

：an
u
tta

ra
]

こ
の
上
な
く
す
ぐ
れ
た
．
そ
れ
よ
り
上
が
な
い
こ
と
．〈
阿
耨
多

羅(

あ
の
く
た
ら)

〉
と
音
写
さ
れ
る
．〈
無
上
〉
と
い
う
語
は
中
国
の
古
典
で
は

管
子

(

宙
合)

な
ど
に
用
例
が
あ
る
．〈
無
上
正
等
覚(

む
じ
よ
う
し
よ
う
と
う
が
く)

〉(

無
上
等
正
覚
・

阿

耨
多
羅
三
藐
三
菩
提(

さ
ん
み
や
く
さ
ん
ぼ
だ
い))
は
こ
の
上
な
く
正
し
い
さ
と
り
．〈
無
上
道

(

む
じ
よ
う
ど
う)

〉
は
こ
の
上
な
く
す
ぐ
れ
た
道
ま
た
は
さ
と
り
．〈
無
上
甚
深(

む
じ
よ
う
じ
ん

じ
ん)

〉
は
，
こ
の
上
な
く
す
ぐ
れ
て
い
て
意
味
内
容
が
き
わ
め
て
深
い
こ
と(

→
開
経
偈)

．
ま

た
，
仏
の
こ
と
を
無
上
士
あ
る
い
は
無
上
尊
と
い
う
．

其
の
太
子
，
世
を
厭
ひ
て
家
を
出
で

て
，
山
に
入
り
て
六
年
苦
行
を
修
し
て
，
無
上
道
を
得
給
へ
り
き

〔
今
昔(

６

１)

〕

補
処
の

弥
勒
に
お
な
じ
く
て
，
無
上
覚
を
さ
と
る
な
り

〔
正
像
末
和
讃
〕

（
岩
波
）

調
御
丈
夫

じ
ょ
う
ご
じ
ょ
う
ぶ
【
調
御
丈
夫
】
人
間
の
調
御
者
。
調
馬
師
と
い
う
語
の
「
馬
」
を
「
人
」

に
置
き
か
え
て
、
調
人
師
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
仏
の
称
号
と
な
っ
た
。
丈
夫
を
も

な
ら
す
べ
き
御
者
の
意
。
人
間
の
調
教
師
。
人
び
と
を
調
え
る
御
者
。
荒
く
れ
男
を
御
す

る
人
。
人
を
調
御
す
る
に
巧
み
な
者
。
人
生
の
よ
き
教
師
。
仏
の
十
号
の
一
つ
。

（
仏
教
語
）

天
人
師

て
ん
に
ん
し
【
天
人
師
】
諸
天
と
人
び
と
と
の
師
。
神
々
と
人
間
の
教
師
。
仏
の
十
号
の

一
つ
。
人
間
界
の
人
び
と
と
天
上
界
の
神
々
を
教
え
導
く
者
。

（
仏
教
語
）

仏

ぶ
つ

[s

：bu
d
d
h
a
]

〈
ブ
ッ
ダ
〉
す
な
わ
ち
〈
目
覚
め
た
人
〉〈
真
理
を
悟
っ
た
人(

覚
者)

〉
の
意

を
あ
ら
わ
す
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
に
対
応
す
る
音
写
語
．
古
く
は〈
浮
図(

ふ
と)

〉〈
浮
屠
〉
と
も

音
写
さ
れ
，
後
に
は〈
仏
陀
〉
な
ど
と
音
写
さ
れ
た
．
ほ
と
け
．
も
と
は
イ
ン
ド
一
般
に
，
真
理

を
さ
と
っ
た
聖
者
を
意
味
し
て
い
た
．
仏
教
の
歴
史
に
お
い
て
は
仏
教
の
開
祖
シ
ャ
ー
キ
ヤ
ム
ニ

(

釈
迦
牟
尼
，

釈
尊)

を
さ
す
が
，
教
理
上
は
，
悟
り
の
普
遍
性
の
故
に
，
広
く
修
行
者
に
よ
っ

て
達
成
可
能
な
目
標
と
さ
れ
る(

と
く
に
大
乗
仏
教)

．
た
だ
し
帰
依
の
対
象
と
し
て
は
三
世
十

方
の
諸
仏
と
い
い
，
凡
夫
や
声
聞(

仏
弟
子)

・
縁
覚
な
ど
と
は
も
ち
ろ
ん
，
菩
薩
と
す
ら
も
絶

対
的
に
か
け
離
れ
た
超
越
的
存
在
と
し
て
仰
が
れ
る
．
こ
の
意
味
の
仏
陀
は〈
無
上
等
正
覚
〉
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(

阿
耨
多
羅
三
藐
三
仏
陀(

あ
の
く
た
ら
さ
ん
み
や
く
さ
ん
ぶ
つ
だ))

と
規
定
さ
れ
，
ま
た
，〈
如

来
〉
な
ど
の
十
号
を
も
っ
て
称
せ
ら
れ
る
．
仏
と
は〈
自
覚
，
覚
他
，
覚
行
窮
満
〉
と
説
明
さ
れ

る
が
，〈
自
覚
〉
と
は
元
来
，
釈
尊
の
菩
提
樹
下
の
悟
り
を
さ
し
，〈
覚
他
〉(

他
を
覚
ら
せ
る)

は

鹿
野
苑(

ろ
く
や
お
ん)

で
の

初
転
法
輪(

し
よ
て
ん
ぼ
う
り
ん)

以
後
，
入
滅
に
至
る
ま
で
の

教
導
を
さ
す
．
前
者
は
智
慧
の
完
成
，
後
者
は
慈
悲
行
の
完
成
で
，
仏
は
こ
の
智
慧
と
慈
悲
の

両
面
が
完
全
で
あ
る
の
で〈
覚
行
窮
満
〉
と
さ
れ
る
．

（
仏
教
語
）

世
尊

せ
そ
ん

主
と
し
て
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語b

h
a
g
a
v
a
t

の
漢
訳
語
で
，bh

a
g
a
(

幸
運
，
繁
栄)

とv
a
t

(

を
有
す
る
も
の)
の
結
合
し
た
も
の
．〈
婆
伽
婆(

ば
が
ば
・
ば
ぎ
や
ば)

〉〈
薄
伽
梵(

ば
が
ぼ
ん
・

ば
ぎ
や
ぼ
ん)

〉
な
ど
と
音
写
さ
れ
る
．

福
徳
あ
る
者
，
聖
な
る
者
の
意
味
で
，
古
代
イ
ン
ド

で
は
師
に
対
す
る
呼
び
か
け
の
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
．
仏
教
に
お
い
て
は

釈
尊(

し

や
く
そ
ん)

を
意
味
す
る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
が
，
神
格
化
さ
れ
る
に
伴
い

仏
の
尊
称
と

な
り
，
万
徳
を
具
し
世
に
尊
敬
さ
れ
る
が
故
に
こ
の
よ
う
に
漢
訳
さ
れ
た
．
仏
の

十
号
の
第

十
号
で
，

阿
含
経(

あ
ご
ん
ぎ
よ
う)
，

成
実
論(

じ
よ
う
じ
つ
ろ
ん)

で
は
他
の
九
号
を

具
え
る
故
に
世
尊
で
あ
る
と
い
わ
れ
，
ま
た

涅
槃
経(

ね
は
ん
ぎ
よ
う)

，

大
智
度
論(

だ

い
ち
ど
ろ
ん)

で
は
十
号
の
外
に
置
か
れ
る
な
ど
，
十
号
の
総
称
と
し
て
用
い
ら
れ
た
例
も
あ

る
．
な
おb

h
a
g
a
v
at

以
外
に
も
仏
を
表
す
イ
ン
ド
諸
語
が〈
世
尊
〉
と
訳
さ
れ
た
場
合
も
あ
る
．

な
お
，
依
自
性(

え
じ
し
よ
う)

・
清
浄(

し
よ
う
じ
よ
う)
性
・
色
麗(

し
き
ら
い)

性
・
名
声(

み
よ

う
し
よ
う)

・
吉
祥(

き
ち
じ
よ
う)

・
大
威
徳
聚(

だ
い
い
と
く
じ
ゆ)

の
６
種
の
福
分(b

h
g
a
)

が

あ
る(v

a
t)

か
らb

h
ag
av
at(

世
尊)

で
あ
る
，
と
解
釈
さ
れ
も
す
る
．

（
仏
教
語
）

金
山

こ
ん
ぜ
ん

①
し
ば
し
ば
仏
身
に
た
と
え
る
。
②
須
弥
山
を
め
ぐ
る
七
重
の
金
山
。

九
山
八
海
（
く
せ
ん
は
っ
か
い
）

（
仏
教
語
）

四
大

し
だ
い
【
四
大
】
①
地
・
水
・
火
・
風
の
四
大
種
の
こ
と
。
大(S:

m
ahAbhUta

）
と
は
元

素
の
こ
と
。
四
つ
の
元
素
。
一
切
の
物
質
を
構
成
す
る
四
大
元
素
。
⑴
堅
さ
を
本
質
と
し

て
保
持
す
る
作
用
を
も
つ
地
大(S:

pRthivI-dhAtu
)

。
⑵
湿
性
を
お
さ
め
集
め
る
作
用
を
も

つ
水
大(S:

ab-dhAtu
)

。
⑶
熱
さ
を
本
質
と
し
て
成
熟
さ
せ
る
作
用
の
あ
る
火
大(S:

tejo-dhAtu
)

。
⑷
動
物
を
成
長
さ
せ
る
作
用
の
あ
る
風
大(S:

vAyu-dhAtu
)

、
を
い
う
。
こ

れ
ら
が
集
ま
っ
て
物
質
を
生
ず
る
と
考
え
た
か
ら
、
能
造
の
色
と
い
う
。
こ
の
元
素
説
に

ば
イ
ン
ド
の
他
の
思
想
体
系
に
も
類
似
の
説
か
あ
り
、
仏
教
中
て
も
異
説
が
あ
る
が
、
ア

ビ
ダ
ル
マ
仏
教
の
一
般
説
で
は
認
識
対
象
と
し
て
の
地
・
水
・
火
・
風
は
仮
の
四
大
て
あ

り
、
元
素
と
し
て
の
実
の
四
大
は
不
可
見
の
も
の
で
あ
る
、
と
す
る
。

（
仏
教
語
）

三
界

伝
統
的
保
守
的
仏
教(

い
わ
ゆ
る
小
乗)

の
体
系
化
さ
れ
た
教
義
に
よ
る
と
、
衆
生
の
生
存

し
て
い
る
生
活
環
境
を
欲
界(S:

kAm
a-dhAtu

)

、
色
界(S:

rUpa-dhAtu
)

、
無
色
界

(
ArUpya-dhAtu

)

の
三
つ(

三
界)

に
分
け
る
。
す
な
わ
ち
、
衆
生
が
生
ま
れ
て
死
に
輪
廻
す

る
領
域
と
し
て
、
三
つ
の
迷
い
の
世
界
を
考
え
た
。

⑴
欲
界
は
、
も
っ
と
も
下
に
あ
り
、
婬
欲
・
食
欲
の
二
つ
の
欲
を
有
す
る
生
き
も
の
の
住

む
所
で
あ
る
。
欲
の
さ
か
ん
な
世
界
で
あ
っ
て
、
こ
の
中
に
は
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
阿
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修
羅
・
人
・
天
の
六
道(

ま
た
は
六
趣)

が
あ
り
、
欲
界
の
天(

神
々)

を
六
欲
天
と
い
う
。

⑵
色
界
は
、
欲
界
の
上
に
あ
り
、
婬
欲
と
食
欲
と
を
離
れ
た
生
き
も
の
の
住
む
所
で
あ
る
。

こ
こ
は
絶
妙
な
物
質(

色)

よ
り
成
る
の
で
、
色
界
と
い
う
。
欲
を
離
れ
た
清
ら
か
な
世
界

で
あ
る
。

⑶
無
色
界
は
、
最
上
の
領
域
で
、
物
質
を
超
え
た
世
界
で
あ
る
。
精
神
の
み
が
存
在
す
る
。

教
義
綱
要
書
に
は
、
『
「
〈
欲
界
〉
と
は
地
獄(naraka)

と
餓
鬼(tiyaJcaH,pl)

と
人
間
ど
も

(m
anuSyAH

)
と
六
欲
天(

SaD
kasaH

)

」
と
い
う
四
つ
の
生
存
領
域(gati

趣)

で
あ
る
。
「
六

欲
天
」
と
は
六
つ
の
神
々
の
集
ま
り(deva-nikAyAh,pl)

、
す
な
わ
ち
例
示
す
る
と
、
四
大

王
衆
天
と
三
十
三
天
と
ヤ
ー
マ
天
と
ト
ゥ
シ
タ
天
と
化
楽
天
と
他
化
自
在
と
の
こ
と
で
あ

り
、
さ
ら
に
か
れ
ら
の
住
む
自
然
世
界
（
器
世
間
）
と
と
も
に
そ
の
よ
う
に
称
す
る
の
で

あ
る
。
』
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
欲
界
に
は
二
十
の
場
所
が
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
餓
鬼
・
畜
生
の
そ
れ
ぞ

れ
住
む
場
所
と
、
人
間
の
住
む
四
大
洲
と
八
種
の
地
獄
と
六
欲
天
と
で
二
十
に
な
る
。
人

間
の
住
む
と
こ
ろ
と
畜
生
の
住
む
と
こ
ろ
は
交
錯
し
て
い
る

当
時
の
仏
教
の
神
話
的
観
念
は
美
術
作
品
の
う
ち
に
も
認
め
ら
れ
る
。
民
衆
は
、
宗
教
的

に
は
五
趣(

五
つ
の
住
所
・
天
上
・
人
間
・
畜
生
・
餓
鬼
・
地
獄
界)

に
わ
た
る
輪
廻
を
信

じ
て
い
た
こ
と
が
、
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
の
壁
画
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
人
間
世
界
は

「
四
洲
」
に
分
か
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
た

（
仏
教
語
）

ご
う
ん
【
五
蘊
】
五
つ
の
集
ま
り
、
五
種
の
群
れ
、
の
意
。
蘊(S:skandha

）
は
積
集
の
意
と
解
せ
ら
れ
、

集
ま
り
を
い
う
。
①
わ
れ
わ
れ
の
存
在
の
五
つ
の
構
成
要
素(

の
集
合)
。
わ
れ
わ
れ
の
存

在
を
含
め
て
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
を
五
つ
の
集
ま
り(

五
蘊)

の
関
係
に
お
い
て
と
ら
え
る
見

方
。
物
と
心
の
集
ま
り
。
物
質
と
精
神
。
五
蘊
と
ば
、
仏
教
て
物
質
と
精
神
と
を
五
つ
に

分
類
し
た
も
の
を
い
う
。
環
境
を
含
め
て
の
衆
生
の
身
心
を
五
種
に
分
析
し
た
も
の
。
色

・
受
・
想
・
行
・
識
の
五
つ
て
あ
る
。

⑴

色
（S:rUpa

）
は
物
質
一
般
、
あ
る
い
は

身
体
。
身
体
お
よ
ひ
物
質
。
物
質
性
。

⑵

受
（S:vedanA

）
は
感
受
作
用
の
こ
と
て
、

感
覚
・
単
純
感
情
を
い
う
。

⑶

想
（S:saM

skAjJA

）
は
心
に
浮
か
ふ
像
で
、
表
象
作

用
の
こ
と
。

⑷

行
（S:saM

skAra

）
は
意
志
、
あ
る
い
は
衝
動
的
欲
求
に
当
た
る
べ

き
心
作
用
の
こ
と
。
潜
在
的
形
成
力
。
受
・
想
以
外
の
心
作
用
一
般
を
い
う
と
も
解
せ
ら

れ
る
。
五
蘊
説
は
あ
と
で
成
立
し
た
。
四
蘊
以
外
の
も
の
を
引
っ
く
る
め
て
行
蘊
と
し
た

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
行
蘊
の
内
容
は
数
が
不
定
で
あ
る
。

⑸

識
（S:vijJAna

）
は
認

識
作
用
。
識
別
作
用
。
区
別
し
て
知
る
こ
と
。
ま
た
意
識
そ
の
も
の
を
い
う
。
心
作
用
全

般
を
総
括
す
る
心
の
活
動
。
大
ま
か
に
い
う
と
、
物
質
性
・
感
覚
・
表
象
・
意
志
的
形
成

力
・
認
識
作
用
の
五
つ
と
で
も
い
っ
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
。
色
は
身
体
で
あ
り
、
受
以
下

は
心
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
合
わ
せ
て
身
心
を
い
う
。
わ
れ
ら
の
個
人
存
在
は
、
物
質

面(

色)

と
精
神
面(

他
四
つ)

と
か
ら
な
り
、
こ
の
五
つ
の
集
ま
り
以
外
に
独
立
の
我
は
な

い
と
考
え
る
。
〈
『
倶
舎
論
』

（
仏
教
語
）

五
蘊

ご
う
ん

『
サ
ン
ユ
ッ
タ
・
ニ
カ
ー
ヤ
』22-95.(PTS

Text,

Ⅲ.pp.142-3
)

（
石
飛
）
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95.

泡
沫

１
．
あ
る
時
、
尊
師
は
ア
ヨ
ー
ジ
ャ
ー
の
ガ
ン
ジ
ス
川
の
岸
辺
に
滞
在
し
て
い
た
。

２
．
そ
こ
で
、
尊
師
は
比
丘
た
ち
に
話
し
か
け
た
。

【
色
形
】

３
．
比
丘
た
ち
よ
。
た
と
え
ば
、
こ
の
ガ
ン
ジ
ス
川
が
大
き
な
泡
の
か
た
ま
り
を
も
た
ら

す
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
に
眼
（
ま
な
こ
）
あ
る
人
は
こ
れ
を
見
て
、
静
観
し
、
正
し
く
考

察
す
る
だ
ろ
う
。
彼
が
、
そ
れ
を
見
て
、
静
観
し
、
正
し
く
考
察
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、

ま
っ
た
く
虚
ろ
な
も
の
で
あ
っ
て
、
空
虚
で
あ
り
、
実
質
の
な
い
も
の
に
見
え
る
で
あ
ろ

う
。
比
丘
た
ち
よ
。
そ
れ
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
泡
沫
の
か
た
ま
り
に
真
実(

精
髄
、
サ
ー

ラ)

が
あ
ろ
う
か
。

４
．
こ
の
よ
う
に
、
比
丘
た
ち
よ
、
い
か
な
る
色
形
で
あ
れ
、
過
去
や
未
来
や
現
在
の
も

の
で
あ
れ
、
う
ち
で
あ
れ
、
外
で
あ
れ
、
粗
い
も
の
で
あ
れ
、
細
か
い
も
の
で
あ
れ
、
劣

っ
た
も
の
で
あ
れ
、
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
れ
、
遠
く
に
あ
ろ
う
と
近
く
に
あ
ろ
う
と
、
彼

は
そ
れ
を
見
て
、
静
観
し
正
し
く
考
察
す
る
な
ら
ば
、
比
丘
た
ち
よ
、
ま
っ
た
く
虚
ろ
で

あ
っ
て
、
空
虚
で
あ
り
、
実
質
が
な
い
も
の
に
見
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
か
ら
、
ど
う

し
て
色
形
に
真
実
（
精
髄
、
サ
ー
ラ
）
が
あ
ろ
う
か
。

【
感
受
作
用
】

５
．
比
丘
た
ち
よ
、
た
と
え
ば
、
秋
の
降
雨
の
際
に
、
水
の
上
に
泡
が
生
じ
て
は
消
え
る

よ
う
に
、
そ
の
よ
う
に
眼
あ
る
人
は
こ
れ
を
見
て
、
静
観
し
、
正
し
く
考
察
す
る
だ
ろ
う
。

彼
が
そ
れ
を
見
て
、
静
観
し
、
正
し
く
考
察
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
ま
っ
た
く
虚
ろ
な

も
の
で
あ
っ
て
、
空
虚
で
あ
り
、
実
質
の
な
い
も
の
に
見
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
な
ら
ば
、

ど
う
し
て
水
の
泡
に
真
実
（
精
髄
、
サ
ー
ラ
）
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

６
．
こ
の
よ
う
に
、
比
丘
た
ち
よ
、
い
か
な
る
感
受
作
用
で
あ
れ
、
過
去
・
未
来
・
現
在

の
も
の
で
あ
れ
、
う
ち
で
あ
れ
、
外
で
あ
れ
、
粗
い
も
の
で
あ
れ
、
細
か
い
も
の
で
あ
れ
、

劣
っ
た
も
の
で
あ
れ
、
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
れ
、
遠
く
に
あ
ろ
う
と
、
近
く
に
あ
ろ
う
と
、

比
丘
た
ち
よ
、
彼
は
そ
れ
を
見
て
、
静
観
し
、
正
し
く
考
察
す
る
な
ら
ば
、
ま
っ
た
く
虚

ろ
で
あ
っ
て
、
空
虚
で
あ
っ
て
、
実
質
の
な
い
も
の
に
見
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
な
ら
ば
、

ど
う
し
て
感
受
作
用
に
真
実
（
精
髄
、
サ
ー
ラ
）
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

【
表
象
作
用
】

７
．
比
丘
た
ち
よ
、
た
と
え
ば
、
夏
の
月
の
終
わ
り
頃
に
日
中
に
立
っ
て
い
る
と
、
か
げ

ろ
う
が
ゆ
ら
ゆ
ら
す
る
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
に
眼
あ
る
人
は
そ
れ
を
見
て
、
静
観
し
、
正

し
く
考
察
す
る
だ
ろ
う
。
彼
が
そ
れ
を
見
て
静
観
し
正
し
く
考
察
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は

ま
っ
た
く
虚
ろ
で
あ
っ
て
、
空
虚
で
あ
り
、
実
質
の
な
い
も
の
に
見
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
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な
ら
ば
、
ど
う
し
て
か
げ
ろ
う
に
真
実
（
精
髄
、
サ
ー
ラ
）
が
あ
ろ
う
か
。

８
．
こ
の
よ
う
に
、
比
丘
た
ち
よ
、
い
か
な
る
表
象
作
用
で
あ
れ
、
過
去
や
・
未
来
・
現

在
の
も
の
で
あ
れ
、
う
ち
で
あ
れ
、
外
で
あ
れ
、
粗
い
も
の
で
あ
れ
、
細
か
い
も
の
で
あ

れ
、
劣
っ
て
い
る
も
の
で
あ
れ
、
す
ぐ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
れ
、
遠
く
で
あ
ろ
う
と
近
く

で
あ
ろ
う
と
、
比
丘
た
ち
よ
、
彼
は
そ
れ
を
見
て
、
静
観
し
、
正
し
く
考
察
す
る
。
彼
が

そ
れ
を
見
て
、
静
観
し
、
正
し
く
考
察
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
虚
ろ
で
あ
っ
て
、

空
虚
で
あ
り
、
実
質
の
な
い
も
の
に
見
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
表
象

作
用
に
真
実
（
精
髄
、
サ
ー
ラ
）
が
あ
ろ
う
か
。

【
志
向
作
用
】

９
．
比
丘
た
ち
よ
、
た
と
え
ば
、
あ
る
男
が
堅
材
（
サ
ー
ラ
）
を
欲
し
て
堅
材
を
求
め
堅

材
を
探
し
求
め
て
さ
ま
よ
い
な
が
ら
、
鋭
い
斧
を
も
っ
て
林
に
入
っ
て
い
く
と
し
よ
う
。

そ
こ
で
、
彼
は
、
真
っ
直
ぐ
に
伸
び
た
と
て
も
高
い
新
し
い
芭
蕉
樹
の
幹
を
見
た
と
し
よ

う
。
彼
は
、
そ
の
根
元
を
切
る
と
し
よ
う
。
根
元
を
切
っ
て
か
ら
て
っ
ぺ
ん
を
切
る
と
し

よ
う
。
て
っ
ぺ
ん
を
切
っ
て
か
ら
、
樹
皮
を
剥
い
で
い
く
。
彼
は
樹
皮
を
剥
い
で
も
、
膚

材
に
す
ら
到
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
し
て
や
真
実
（
精
髄
、
サ
ー
ラ
）
に
ま
で
達

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

１
０
．
眼
あ
る
人
は
こ
れ
を
見
て
、
静
観
し
、
正
し
く
考
察
す
る
だ
ろ
う
。
彼
が
そ
れ
を

見
て
、
静
観
し
、
正
し
く
考
察
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
ま
っ
た
く
虚
ろ
な
も
の
で
あ
っ

て
、
空
虚
で
あ
り
、
実
質
の
な
い
も
の
に
見
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
な
ら
ば
、
ど
う
し
て

芭
蕉
樹
の
幹
に
真
実
（
精
髄
、
サ
ー
ラ
）
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

１
１
．
こ
の
よ
う
に
、
比
丘
た
ち
よ
、
い
か
な
る
志
向
作
用
で
あ
れ
、
過
去
・
未
来
・
現

在
の
も
の
で
あ
れ
、
う
ち
で
あ
れ
、
外
で
あ
れ
、
粗
い
も
の
で
あ
れ
、
細
か
い
も
の
で
あ

れ
、
劣
っ
た
も
の
で
あ
れ
、
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
れ
、
遠
く
に
あ
ろ
う
と
近
く
に
あ
ろ
う

と
、
比
丘
た
ち
よ
、
そ
れ
を
見
て
静
観
し
て
正
し
く
考
察
す
る
。
彼
が
そ
れ
を
見
て
静
観

し
正
し
く
考
察
す
る
な
ら
ば
、
比
丘
た
ち
よ
、
ど
う
し
て
志
向
作
用
に
真
実
（
精
髄
、
サ

ー
ラ
）
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

【
識
別
作
用
】

１
２
．
比
丘
た
ち
よ
、
た
と
え
ば
、
幻
術
師
が
、
あ
る
い
は
、
幻
術
師
の
弟
子
が
、
四
つ

辻
の
大
道
で
幻
術
を
あ
ら
わ
す
と
し
よ
う
。
眼
あ
る
人
は
、
こ
れ
を
見
て
静
観
し
正
し
く

考
察
す
る
だ
ろ
う
。
彼
は
こ
れ
を
見
て
静
観
し
正
し
く
考
察
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
が
虚
ろ

な
も
の
で
あ
っ
て
、
空
虚
で
あ
り
、
実
質
の
な
い
も
の
に
見
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ

る
な
ら
、
比
丘
た
ち
よ
、
幻
術
に
つ
い
て
真
実
（
精
髄
、
サ
ー
ラ
）
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。

１
３
．
こ
の
よ
う
に
、
比
丘
た
ち
よ
、
い
か
な
る
識
別
作
用
で
あ
れ
、
過
去
・
未
来
・
現

在
の
も
の
で
あ
れ
、
う
ち
で
あ
れ
、
外
で
あ
れ
、
粗
い
も
の
で
あ
れ
、
細
か
い
も
の
で
あ
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れ
、
劣
っ
た
も
の
で
あ
れ
、
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
れ
、
遠
く
で
あ
ろ
う
と
近
く
で
あ
ろ
う

と
、
比
丘
た
ち
よ
、
そ
れ
を
見
て
静
観
し
、
正
し
く
考
察
す
る
。
彼
が
そ
れ
を
見
て
静
観

し
正
し
く
考
察
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
虚
ろ
な
も
の
で
あ
っ
て
、
空
虚
で
あ
り
、
実
質
の

な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
比
丘
た
ち
よ
、
ど
う
し
て
識
別
作
用
に
お
い
て

真
実
（
精
髄
、
サ
ー
ラ
）
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。

１
４
．
こ
の
よ
う
に
見
る
な
ら
ば
、
比
丘
た
ち
よ
、
よ
く
教
え
を
聞
く
聖
な
る
弟
子
は
、

色
形
に
関
し
て
離
れ
、
感
受
作
用
に
つ
い
て
も
離
れ
、
表
象
作
用
に
つ
い
て
も
離
れ
、
志

向
作
用
に
つ
い
て
も
離
れ
、
識
別
作
用
に
つ
い
て
も
離
れ
る
。
離
れ
た
も
の
は
、
貪
欲
を

離
れ
て
解
脱
す
る
。
解
脱
し
た
と
き
、「
わ
た
し
は
解
脱
し
た
」
と
い
う
知
識
が
生
ず
る
。

［
生
存
は
す
で
に
尽
き
た
、
清
ら
か
な
行
い
は
修
せ
ら
れ
た
、
な
す
べ
き
こ
と
を
な
し
終

え
た
、
］
も
は
や
こ
の
世
の
生
存
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
と
知
る
の
で
あ
る
。

※
原
文
で
は
［

］
内
は
略
さ
れ
て
い
る

１
５
．
尊
師
は
こ
の
よ
う
に
語
っ
た
。
ス
ガ
タ
（
＝
ブ
ッ
ダ
）
は
こ
の
よ
う
に
語
っ
て
、

さ
て
、
ま
た
、
大
師
（
＝
ブ
ッ
ダ
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

色
形
は
泡
沫
の
ご
と
く
で
あ
る
。
感
受
作
用
は
泡
の
ご
と
く
で
あ
る
。

表
象
作
用
は
か
げ
ろ
う
の
ご
と
く
で
あ
る
。
志
向
作
用
は
芭
蕉
の
ご
と
く
で
あ
る
。

識
別
作
用
は
幻
の
ご
と
く
で
あ
る
。
日
種
族
の
も
の
（
＝
ブ
ッ
ダ
）
は
（
こ
の
よ
う
に
）

語
っ
た
。//1//

静
観
す
る
通
り
に
、
そ
の
通
り
正
し
く
考
察
す
る
な
ら
ば
、
人
は
、
そ
れ
※
を
虚
ろ
で
あ

り
、
空
虚
で
あ
る
と
正
し
く
見
る
。//2//

※
色
形
、
感
受
作
用
な
ど
。

こ
の
身
体
に
関
し
て
は
、
智
慧
広
き
者
（
＝
ブ
ッ
ダ
）
は
（
次
の
よ
う
に
）
説
い
た
。
（
次

の
）
三
つ
の
も
の
が
（
身
体
を
）
離
れ
た
な
ら
、
色
形
は
捨
て
ら
れ
た
と
（
お
ま
え
達
は
）

見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。//3//

寿
命
と
熱
と
識
別
作
用
が
身
体
を
離
れ
た
と
き
、
（
身
体
は
）
う
ち
捨
て
ら
れ
て
横
た
わ

り
、
意
識
な
き
も
の
と
し
て
、
他
の
も
の
の
食
べ
物
と
な
る
の
で
あ
る
。//4//

か
の
連
続
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
幻
の
中
に
お
け
る
愚
者
の
た
わ
ご
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
殺
す
者
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
こ
こ
に
真
実
（
サ
ー
ラ
）
は
知
ら
れ
な
い
。//5//

こ
の
よ
う
に
五
蘊
※
を
見
よ
。
比
丘
た
ち
は
精
進
に
勤
め
る
も
の
た
ち
で
あ
れ
。
昼
も
夜

も
、
正
し
く
知
っ
て
よ
く
念
じ
て
い
る
も
の
た
ち
で
あ
れ
。//6//

※
色
形
、
感
受
作
用
、
表
象
作
用
、
志
向
作
用
、
識
別
作
用
の
五
つ
の
あ
つ
ま
り
。
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す
べ
て
の
束
縛
を
断
て
。
自
己
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
せ
よ
。
頭
に
火
を
点
じ
て
行
ぜ
よ
。
不

死
の
道
を
求
め
よ
。//7//

※
原
文
で
は
略
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
な
る
べ
く
略
さ
ず
に
書
い
て
い
ま
す
。
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原
始
仏
典
を
よ
む
⑤
悪
魔
の
さ
さ
や
き

駒
沢
大
学
教
授

奈

良(

な
ら)

康

明(

や
す
あ
き)

き

き

て

草

柳

隆

三

草
柳
：

「
悪
魔
（
マ
ー
ラ
）
、
悪
魔
と
言
い
ま
す
が
、
尊
師
よ
、
い
っ
た
い
悪
魔
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
」

「
ダ
ー
ラ
よ
、
色(

し
き)

（
肉
体
）
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
悪
魔
が
い
る
。
・
・
・
だ
か
ら
こ
そ
、

色
を
悪
魔
と
観
、
殺
す
者
と
観
、
死
ぬ
者
で
あ
る
と
観
、
あ
る
い
は
病
気
で
あ
り
、
は
れ
も
の

で
あ
り
、
刺
で
あ
り
、
痛
み
で
あ
り
、
痛
み
の
源
も
と
で
あ
る
と
観
ず
る
が
よ
い
。

色
を
こ
の
よ
う
に
観
る
者
が
正
し
く
観
る
の
で
あ
る
。

･
･
･

受
、･

･
･

想
、･

･
･

行
、･

･
･

識
。
」

こ
れ
は
修
行
者
と
の
対
話
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
か
。

奈
良
：

そ
う
な
ん
で
す
。
ダ
ー
ラ
と
い
う
修
行
者
が
お
り
ま
し
て
、
こ
の
ダ
ー
ラ
と
い
う
修
行
者
は
大

変
愉
快
な
個
性
を
持
っ
た
人
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
「
サ
ン
ユ
ッ
タ
ニ
カ
ー
ヤ
」
の
中
に
、
こ

の
ダ
ー
ラ
と
い
う
修
行
者
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
ば
っ
か
り
集
め
た
章
が
あ
り
ま
し
て
ね
。
そ
れ
を
ず

っ
と
見
て
い
き
ま
す
と
、
と
に
か
く
し
つ
こ
い
ん
で
す
ね
。
い
ろ
ん
な
理
屈
に
理
屈
を
重
ね
て

問
い
詰
め
て
い
く
の
が
、
ど
う
も
好
き
な
青
年
修
行
者
だ
っ
た
よ
う
な
ん
で
す
ね
。

草
柳
：

こ
こ
で
は
し
か
し
ブ
ッ
ダ
は
、
「
悪
魔
を
何
だ
」
と
い
う
ふ
う
に
、
結
局
は
見
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。

奈
良
：

結
局
「
悪
魔
っ
て
何
だ
」
と
聞
か
れ
る
わ
け
で
す
ね
。
ま
ず
「
色(

し
き)

」
が
あ
れ
ば
そ
こ
に

悪
魔
が
い
る
と
い
う
。
「
色
」
と
い
う
の
は
、
一
番
最
後
に
「
受
・
想
・
行
・
識
」
と
ご
ざ
い

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
五
蘊
の
中
の
最
初
の
、
要
す
る
に
人
間
を
肉
体
と
精
神
と
い
う

ふ
う
に
分
け
た
時
の
肉
体
を
色
と
い
う
わ
け
で
す
か
ら
。
こ
こ
で
は
肉
体
が
あ
れ
ば
そ
こ
に
悪

魔
が
い
る
ん
で
す
よ
、
と
。
こ
の
悪
魔
と
い
う
言
葉
の
原
語
を
「
マ
ー
ラ
」
と
言
い
ま
す
。
漢

訳
経
典
で
は
、
「
悪
魔
」
の
「
魔
」
に
「
羅
生
門
」
の
「
羅
」
と
い
う
も
の
を
書
い
た
り
す
る

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
悪
魔
が
い
る
か
ら
こ
そ
色
を
悪
魔
と
観
と
。
つ
ま
り
肉
体
に
振
り
回

さ
れ
る
欲
望
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
色
の
中
に
悪
魔
が
棲
ん
で
い
る
。
も
う
一
つ
い
う
な
ら
ば
、

肉
体
を
悪
魔
と
観
る
と
い
う
。
そ
の
次
に
「
殺
す
者
と
死
ぬ
者
」
と
あ
る
ん
で
す
が
、
実
は
こ

の
「
マ
ー
ラ
」
と
い
う
言
葉
が
、
「
死
ぬ
」
と
い
う
動
詞
か
ら
出
て
き
た
言
葉
な
ん
で
す
。
で

す
か
ら
「
マ
ー
ラ
」
は
、
「
死
ぬ
者
」
と
い
う
意
味
に
も
な
り
ま
す
し
、
少
し
発
展
さ
せ
て
、

こ
こ
で
は
「
殺
す
者
」
と
い
う
意
味
に
と
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
で
、
死
ぬ
こ
と
、
殺
す
こ
と
、

全
部
人
間
の
嫌
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
う
し
た
も
の
を
ひ
っ
く
る
め
て
肉
体
を
煩
悩
の

塊
と
み
る
、
と
。
そ
れ
か
ら
死
ぬ
も
の
で
あ
り
、
殺
す
も
の
と
み
る
。
こ
れ
も
ま
あ
悪
魔
の
働

き
と
い
う
ふ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
ん
で
す
ね
。
そ
の
他
肉
体
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
病
気
と
か
、

は
れ
も
の
と
か
、
刺
と
か
、
痛
み
と
か
、
痛
み
の
源
、
肉
体
が
あ
る
か
ら
痛
み
が
あ
る
わ
け
で

す
が
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
み
ま
し
て
、
要
す
る
に
肉
体
と
い
う
も
の
は
、
欲
望
の
対
象
で
あ
り
、

欲
望
に
振
り
回
さ
れ
が
ち
な
も
の
で
あ
る
と
、
ま
ず
観
な
さ
い
、
と
。
そ
し
て
次
に
同
じ
文
章
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が
続
き
ま
し
て
、
「
受
・
想
・
行
・
識
」
と
。
こ
の
四
つ
は
、
前
に
も
出
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま

す
け
ど
も
、
人
間
の
心
の
働
き
を
そ
う
い
う
ふ
う
に
分
け
て
説
い
た
も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

「
受
・
想
・
行
・
識
」
即
ち
五
蘊
と
い
う
も
の
す
べ
て
が
集
ま
っ
て
、
人
間
の
身
心
、
要
す
る

に
人
間
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
で
す
ね
。
だ
か
ら
人
間
存
在
そ
の
も
の
の
中
に
悪
魔
が

い
る
ん
で
は
な
い
か
。
死
と
い
う
も
の
も
人
間
に
付
き
随
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
い
ろ
い
ろ
な

痛
い
こ
と
、
辛
い
こ
と
な
ど
も
、
人
間
存
在
に
あ
る
ん
で
す
よ
、
と
。
そ
れ
は
み
ん
な
悪
魔
の

な
せ
る
わ
ざ
な
ん
だ
、
と
。
そ
し
て
悪
魔
を
滅
ぼ
さ
な
い
と
、
そ
れ
に
振
り
回
さ
れ
て
一
生
苦

し
み
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
よ
、
と
。
で
す
か
ら
そ
う
い
う
も
の
は
自
我
欲
望
の
働
き
で
、

不
必
要
に
悩
ん
だ
り
、
辛
が
っ
た
り
す
る
も
の
だ
か
ら
、
そ
の
抑
制
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

ん
だ
、
と
い
う
こ
と
が
、
そ
の
次
の
文
章
で
出
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。

草
柳
：

こ
れ
は
先
ほ
ど
の
続
き
で
す
ね
。

「
尊
師
よ
、
正
し
く
観
察
す
る
の
は
、
何
の
た
め
で
す
か
。
」

「
ラ
ー
ダ
よ
、
厭
い
離
れ
る
た
め
に
、
正
し
く
観
察
す
る
の
で
あ
る
。
」

「
厭
い
離
れ
る
の
は
、
何
の
た
め
で
す
か
。
」

「
貪
り
を
離
れ
る
た
め
で
あ
る
。
」

「
貪
り
を
離
れ
る
の
は
何
の
た
め
で
す
か
。
」

「
解
脱
の
た
め
で
あ
る
。
」

「
解
脱
は
、
何
の
た
め
で
す
か
。
」

「
涅
槃
（
悟
り
）
の
た
め
で
あ
る
。
」

「
涅
槃
は
、
何
の
た
め
で
す
か
。
」

や
は
り
こ
の
人
は
相
当
し
つ
こ
い
で
す
ね
。

奈
良
：

し
つ
こ
い
質
問
を
す
る
ん
で
す
よ
ね
。
つ
ま
り
「
色
・
受
・
想
・
行
・
識
」
に
つ
い
て
、
そ
れ

は
本
来
こ
う
い
う
も
の
で
あ
る
、
と
。
正
し
く
み
な
さ
い
、
と
い
う
こ
と
を
言
い
ま
し
た
で
す

ね
。
そ
れ
を
受
け
ま
し
て
、
ラ
ー
ダ
は
、「
正
し
く
観
る
っ
て
、
観
た
ら
ど
う
な
る
ん
で
す
か
」

と
。
釈
尊
が
、
「
正
し
く
観
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
間
の
肉
体
で
も
心
の
働
き
で
も
、
い
ろ
い

ろ
欲
望
に
振
り
回
さ
れ
て
、
い
う
な
ら
ば
、
な
い
も
の
を
ね
だ
り
、
限
り
な
く
ね
だ
っ
て
い
っ

て
、
い
つ
も
欲
求
不
満
に
陥
っ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
そ
う
い
う
な
い
も
の
を
ね

だ
る
。
限
り
な
く
ね
だ
る
。
そ
う
い
う
気
持
と
い
う
も
の
を
厭
い
離
れ
る
た
め
に
、
人
間
の
本

当
の
あ
り
よ
う
と
い
う
も
の
を
正
し
く
観
察
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ね
、
と
こ
う
い
う
わ
け
で

す
ね
。
そ
う
す
る
と
、
「
厭
い
離
れ
る
の
は
何
の
た
め
」
と
、
こ
う
聞
く
わ
け
で
す
ね
。
や
は

り
欲
望
に
振
り
回
さ
れ
る
た
め
に
貪
り
と
い
う
も
の
で
、
あ
れ
も
ほ
し
い
、
こ
れ
も
ほ
し
い
、

あ
る
い
は
こ
れ
が
要
ら
な
い
、
こ
れ
は
向
こ
う
へ
い
け
、
と
い
っ
た
よ
う
な
、
そ
う
い
う
貪
り

を
離
れ
る
た
め
に
、
正
し
く
観
察
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
今
度
は
「
貪
り
を
離
れ
る
の
は
何

の
た
め
だ
」
と
。
「
解
脱
の
た
め
で
あ
る
」
解
脱
と
い
う
の
は
、
解
放
さ
れ
る
こ
と
、
解
き
放

た
れ
る
こ
と
で
す
ね
。
要
す
る
に
、
自
我
欲
望
、
あ
る
い
は
老
病
死
と
い
っ
て
も
い
い
ん
で
す

が
、
老
病
死
、
そ
う
し
た
拘
り
で
す
ね
。
決
し
て
老
病
死
を
な
く
せ
と
い
う
こ
と
で
は
む
ろ
ん
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な
い
ん
で
、
私
ど
も
は
老
病
死
を
考
え
る
時
に
、
そ
の
反
対
側
の
若
さ
と
か
、
健
康
と
か
、
命

と
い
う
も
の
に
拘
っ
て
、
老
病
死
を
嫌
が
り
ま
す
ね
。
で
も
老
は
否
応
な
し
に
く
る
わ
け
で
す

し
、
死
は
必
然
的
な
も
の
で
あ
り
ま
す
し
、
や
っ
ぱ
り
そ
う
し
た
も
の
を
あ
る
が
ま
ま
に
み
な

い
と
、
な
い
も
の
ね
だ
り
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
い
う
老
病
死
と
か
、
あ
る
い
は
自

我
欲
望
と
い
う
も
の
の
束
縛
か
ら
離
れ
た
状
態
を
解
脱
と
、
こ
う
み
て
よ
ろ
し
い
と
思
う
ん
で

す
ね
。
大
体
そ
こ
ま
で
聞
け
ば
「
わ
か
っ
た
」
と
言
い
そ
う
な
も
の
な
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
を

ま
た
「
解
脱
は
何
の
た
め
で
す
か
」
と
い
う
。
そ
う
す
る
と
、
釈
尊
は
「
そ
れ
は
悟
り
の
た
め

で
あ
る
」
。
そ
う
い
う
自
我
欲
望
と
い
う
そ
う
し
た
も
の
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
真
実
の
中
に
包

ま
れ
て
い
る
と
い
う
一
つ
の
頷
き
、
般
若
の
知
恵
を
得
る
こ
と
、
そ
う
い
う
悟
り
の
た
め
で
あ

る
。
悟
り
と
い
う
の
は
、
釈
尊
も
悟
り
を
開
い
て
ブ
ッ
ダ
に
な
ら
れ
た
わ
け
で
す
け
ど
も
、
こ

こ
ま
で
い
け
ば
い
い
ん
で
す
け
ど
も
、
さ
ら
に
「
涅
槃
は
何
の
た
め
に
悟
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ん
で
す
か
」
と
聞
く
ん
で
す
ね
。
そ
う
す
る
と
、
釈
尊
が
た
し
な
め
る
文
章
が
実
は
こ
の
後

続
い
て
く
る
ん
で
あ
り
ま
す
が
。

草
柳
：

お
読
み
致
し
ま
す
。

ラ
ー
ダ
よ
、
そ
れ
は
問
い
過
ぎ
で
あ
る
。
問
い
に
は
限
度
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
お
前
は
判

ら
な
い
よ
う
だ
。
心
身
を
浄
め
る
修
行
を
行
じ
続
け
る
の
は
、
ラ
ー
ダ
よ
、
涅
槃
に
至
る
た
め

で
あ
り
、
涅
槃
に
赴
く
た
め
で
あ
り
、
涅
槃
が
窮
極
の
目
的
な
の
だ
。

（
「
サ
ン
ユ
ッ
タ
ニ
カ
ー
ヤ
」
）

と
い
う
ふ
う
に
釈
尊
は
答
え
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

奈
良
：

と
て
も
臨
場
感
が
あ
る
と
言
い
ま
す
か
ね
、
ラ
ー
ダ
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
真
面
目
な
修
行

者
で
、
夢
中
に
な
っ
て
釈
尊
に
質
問
を
し
て
い
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
対

し
て
、
釈
尊
が
懇
切
丁
寧
に
答
え
な
が
ら
、
「
さ
す
が
に
お
悟
り
は
何
の
た
め
に
得
る
ん
で
す

か
」
と
聞
か
れ
た
ら
、
「
そ
れ
は
問
い
す
ぎ
だ
よ
」
と
。
「
問
う
に
も
や
っ
ぱ
り
限
度
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
少
し
お
前
さ
ん
覚
え
る
べ
き
だ
」
と
、
こ
う
い
う
こ
と
を
言
い
ま
し
て
ね
。
結

局
身
心
を
浄
め
る
修
行
を
行
じ
続
け
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
自
我
欲
望
と
い
う
も
の
を
し
か
る

べ
き
形
で
抑
制
を
し
、
そ
れ
が
身
に
付
く
よ
う
な
修
行
を
し
て
い
く
の
が
、
結
局
涅
槃
に
至
る

た
め
な
ん
だ
。
涅
槃
と
い
う
の
は
、
い
わ
ば
真
実
に
心
が
開
か
れ
て
、
心
の
平
安
を
得
る
状
態

で
あ
り
ま
す
か
ら
。
そ
し
て
釈
尊
の
悟
り
の
目
的
は
、
こ
の
状
態
を
得
て
、
人
生
を
生
き
て
い

く
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
ら
ね
。
そ
れ
以
上
の
何
に
も
な
い
で
は
な
い
か
、
と
、
こ
う
い
う

趣
旨
の
文
章
で
あ
り
ま
し
て
ね
。

草
柳
：

こ
の
問
答
は
い
く
ら
か
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
感
じ
に
さ
え
聞
こ
え
ま
す
け
れ
ど
も
、
し
か
し
言
っ
て

い
る
こ
と
は
、
聞
く
方
も
真
剣
に
聞
い
て
、
答
え
る
方
も
言
っ
て
み
れ
ば
、
仏
教
の
あ
り
よ
う

と
言
い
ま
す
か
、
仏
道
と
い
う
も
の
は
こ
う
い
う
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
実
に
端
的
に
、
む

し
ろ
言
っ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
み
て
い
い
わ
け
で
す
か
。
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奈
良
：

で
す
か
ら
ラ
ー
ダ
と
い
う
修
行
者
が
、
お
そ
ら
く
若
い
修
行
者
だ
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
か
な
り

し
つ
こ
く
聞
い
て
く
れ
た
お
陰
で
、
大
変
今
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
仏
教
の
基
本
の
骨
格
と
い

う
も
の
が
明
ら
か
に
出
て
き
た
。
そ
ん
な
意
味
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
で
す
ね
。

草
柳
：

凄
い
問
答
で
す
ね
。

奈
良
：

凄
い
問
答
で
す
ね
。
そ
ん
な
こ
と
で
、
悟
り
を
開
か
れ
た
釈
尊
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
後

で
も
実
は
欲
望
の
疼
き
と
い
っ
た
も
の
は
あ
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
じ
ゃ
欲
望
が
出
て
く
る
な
ら

ば
、
お
悟
り
を
開
い
て
も
開
か
な
く
て
も
同
じ
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な

い
。
そ
の
辺
の
こ
と
を
も
う
一
つ
、
こ
れ
ま
た
面
白
い
例
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
ご
紹
介

頂
き
な
が
ら
、
少
し
考
え
て
み
た
い
と
思
う
ん
で
す
が
。

草
柳
：

殺
す
こ
と
も
、
殺
さ
せ
る
こ
と
も
な
く
、
勝
つ
こ
と
も
な
く
、
勝
た
せ
る
こ
と
も
な
く
、
悲
し

む
こ
と
も
、
悲
し
ま
せ
る
こ
と
も
な
い
、
正
し
い
法
に
よ
る
政
治
は
出
来
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
ど
う
い
う
ふ
う
な
状
況
な
ん
で
す
か
。

奈
良
：

こ
れ
は
釈
尊
が
一
人
瞑
想
し
て
い
た
と
い
う
ん
で
す
ね
。
こ
れ
も
釈
尊
が
悟
り
を
開
か
れ
た
後

の
話
で
す
。
そ
う
し
ま
し
た
時
に
、
や
は
り
釈
尊
が
生
き
て
い
た
非
常
に
殺
伐
と
し
た
時
代
、

多
く
の
人
た
ち
が
殺
さ
れ
て
い
く
荒
っ
ぽ
い
時
代
、
戦
争
も
絶
え
な
か
っ
た
で
あ
り
ま
し
ょ
う

ね
。
そ
う
し
た
時
代
を
見
な
が
ら
、
釈
尊
は
戦
争
な
ど
が
あ
っ
て
は
多
く
の
人
が
殺
さ
れ
て
い

く
、
傷
つ
い
て
い
く
。
勝
っ
た
、
負
け
た
と
い
う
こ
と
で
、
ま
た
争
い
が
あ
る
。
世
の
中
が
悪

い
。
政
治
が
悪
い
と
。
何
か
人
を
殺
す
こ
と
も
、
殺
さ
せ
る
こ
と
も
な
く
、
勝
つ
と
い
う
こ
と

も
、
勝
た
せ
る
こ
と
も
な
く
、
悲
し
む
こ
と
も
悲
し
ま
せ
る
こ
と
も
な
い
、
正
し
い
法
に
よ
る

政
治
は
で
き
な
い
も
の
か
、
と
、
釈
尊
は
考
え
る
ん
で
す
ね
。

草
柳
：

つ
ま
り
勿
論
悪
魔
の
囁
き
と
し
て
、
ブ
ッ
ダ
に
問
い
掛
け
る
わ
け
で
す
ね
。

奈
良
：

こ
の
場
合
に
は
、
む
し
ろ
悪
魔
の
囁
き
の
前
段
階
と
言
っ
て
も
い
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
う

い
う
考
え
が
釈
尊
に
出
て
く
る
の
は
、
私
は
無
理
な
い
と
思
う
ん
で
す
ね
。
釈
尊
と
い
う
方
は
、

も
と
も
と
釈
迦
族
の
王
子
と
し
て
生
ま
れ
た
人
で
あ
り
ま
す
し
、
出
家
修
行
者
に
な
ら
な
け
れ

ば
父
親
の
王
様
の
後
を
継
い
で
、
政
治
家
と
い
う
ん
で
す
か
、
王
様
と
し
て
政
治
を
行
っ
て
い

っ
た
人
な
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
修
行
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
し
か
し

そ
う
し
た
こ
と
の
知
ら
な
い
世
界
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
世
の
中
の
乱
れ
と
い
う
も
の
を
見
て
、

心
が
痛
ん
だ
に
違
い
な
い
ん
で
す
ね
。
何
と
か
そ
う
い
う
政
治
は
で
き
な
い
も
の
か
、
と
。
こ

れ
も
釈
尊
の
心
の
中
の
思
い
で
す
が
、
そ
れ
を
受
け
ま
し
て
、
も
う
一
つ
進
み
ま
す
と
、
悪
魔

の
声
が
大
き
く
な
っ
て
く
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
を
一
つ
続
き
が
ご
ざ
い
ま
す
ん
で
お
読
み
頂
き

た
い
ん
で
す
が
。

草
柳
：

黄
金
や
純
銀
で
で
き
た
山
が
あ
っ
て
も
、
さ
ら
に
そ
の
二
倍
あ
っ
て
も
、
一
人
の
人
を
満
足
さ
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せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
知
っ
て
、
心
お
だ
や
か
に
生
き
よ
。
苦
悩
と
そ
の
原
因

を
知
っ
た
人
は
、
ど
う
し
て
欲
望
に
心
を
傾
け
よ
う
。
世
間
の
執
着
は
人
を
束
縛
す
る
も
の
と

知
っ
て
、
そ
れ
を
抑
制
す
る
こ
と
を
習
う
べ
き
で
あ
る
。

（
「
サ
ン
ユ
ッ
タ
ニ
カ
ー
ヤ
」
）

奈
良
：

つ
ま
り
そ
う
い
う
心
が
あ
り
ま
し
て
、
今
度
は
悪
魔
が
声
を
大
に
し
て
、「
そ
う
だ
、
そ
う
だ
。

世
の
中
は
乱
れ
て
い
る
。
何
と
か
し
な
く
ち
ゃ
い
か
ん
。
人
々
が
傷
つ
い
て
い
る
。
お
釈
迦
さ

ん
、
あ
な
た
は
も
と
も
と
王
族
の
出
身
で
あ
る
。
あ
な
た
自
ら
出
で
て
政
治
を
や
っ
た
ら
ど
う

で
す
か
。
理
想
の
政
治
を
お
や
り
な
さ
い
よ
」
。
こ
れ
が
悪
魔
の
囁
き
で
す
ね
。
そ
う
い
う
声

が
や
っ
ぱ
り
釈
尊
に
あ
っ
て
も
不
思
議
は
な
い
ん
で
、
こ
れ
は
人
々
の
苦
し
ん
で
い
る
の
を
見

て
、
慈
悲
に
溢
れ
て
い
い
政
治
を
し
た
い
と
い
う
ん
で
す
か
ら
、
そ
の
欲
望
自
体
は
決
し
て
悪

い
欲
望
で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
釈
尊
は
退
け
て
い
く
わ
け
で
す
ね
。
黄
金
や
ら

銀
の
山
が
あ
り
、
人
間
の
欲
望
は
満
足
し
な
い
と
。
二
倍
あ
っ
て
も
ダ
メ
だ
と
。
そ
れ
だ
け
の

黄
金
、
銀
が
一
人
の
人
を
さ
え
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
い
い
こ
と
か
も
知
れ

な
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
自
分
の
修
行
者
の
道
を
歩
ん
だ
者
と
し
て
、
こ
れ
は
な
す
べ
き
こ
と

で
は
な
い
ん
だ
と
。
そ
れ
を
や
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
の
埒
外(

ら
ち
が
い)

に
出
て
く
る
、

や
は
り
私
の
欲
望
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、
釈
尊
は
そ
れ
を
知
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
し
て
悪
魔

に
対
し
て
、
「
苦
悩
と
そ
の
原
因
を
知
っ
た
人
は
、
ど
う
し
て
欲
望
に
心
を
傾
け
よ
う
か
。
世

間
的
な
執
着
は
人
を
束
縛
す
る
の
だ
」
と
い
う
こ
と
で
、
釈
尊
は
世
間
を
出
た
修
行
者
と
し
て

の
立
場
、
そ
し
て
修
行
の
あ
り
よ
う
を
き
ち
っ
と
お
さ
め
て
、
こ
こ
で
悪
魔
を
退
け
て
い
く
わ

け
で
す
ね
。
で
す
か
ら
こ
う
い
う
ふ
う
に
、
釈
尊
の
心
の
中
に
い
ろ
い
ろ
な
思
い
は
出
て
く
る
。

こ
れ
は
や
っ
ぱ
り
欲
望
の
疼
き
と
言
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
出
て
く
る
。

出
て
く
る
こ
と
を
仏
典
は
正
直
に
表
明
し
て
隠
さ
な
い
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
じ
ゃ
釈
尊
は
そ
れ

を
乗
っ
か
っ
ち
ゃ
っ
て
、
「
そ
う
だ
、
そ
う
だ
」
と
い
く
と
、
欲
望
に
振
り
回
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
。
仏
典
に
は
こ
う
し
た
言
葉
の
後
に
、
こ
れ
は
悪
魔
は
、「
釈
尊
は
、
私
を
知
っ
て
い
る
。

見
抜
い
て
い
る
、
と
意
気
消
沈
し
て
姿
を
消
し
た
」
と
書
い
て
あ
る
ん
で
す
ね
。
私
は
、
こ
れ

と
っ
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
。
つ
ま
り
悪
魔
が
出
て
く
る
。
釈
尊
が
そ
の
悪
魔
の

囁
き
声
を
退
け
ま
す
。
自
我
欲
望
の
誘
惑
を
退
け
ま
す
。
そ
れ
を
悪
魔
の
囁
き
だ
と
意
識
し
て

い
る
わ
け
な
ん
で
す
ね
。
単
に
嫌
だ
と
か
、
好
き
で
な
く
て
、
こ
れ
は
私
の
自
我
な
ん
だ
、
と

い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
し
て
退
け
て
い
く
。
こ
の
退
け
る
こ
と
が
、
私
ど
も
で
す
と
、
そ
う
し

た
欲
望
が
出
て
く
る
。
そ
れ
を
退
け
て
い
く
の
に
大
変
苦
労
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
と
こ
ろ

が
釈
尊
は
そ
れ
だ
け
の
修
行
を
し
、
悟
り
を
開
か
れ
た
方
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
欲
望

の
疼
き
が
出
て
き
て
も
、
あ
る
意
味
で
は
、
「
は
ぁ
、
ま
た
や
っ
て
き
た
な
」
と
い
っ
た
よ
う

な
苦
笑
い
し
な
が
ら
、
と
い
う
感
じ
を
い
つ
も
私
は
持
つ
ん
で
す
が
、
自
分
で
苦
笑
い
し
な
が

ら
、
自
分
の
心
の
中
の
悪
魔
に
向
か
っ
て
、
「
悪
魔
よ
、
退
け
、
と
。
お
前
の
出
て
く
る
場
所

じ
ゃ
な
い
ん
だ
」
と
言
っ
て
、
そ
れ
を
ス
ッ
と
退
け
て
い
く
。
私
ど
も
で
は
な
か
な
か
で
き
な

い
こ
と
が
、
釈
尊
は
そ
れ
を
ふ
っ
と
や
っ
て
の
け
る
。
そ
こ
に
修
行
の
積
み
重
ね
の
有
無
の
大

き
な
違
い
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。

草
柳
：

そ
れ
と
そ
う
や
っ
て
浄
土
と
言
い
ま
す
か
、
お
釈
迦
様
が
あ
る
境
地
に
達
し
て
、
普
通
だ
っ
た
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な
ら
ば
も
う
そ
う
し
た
お
釈
迦
様
に
悪
魔
が
憑
く
は
ず
が
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
最
後
ま
で
い
つ
も
何
か
の
形
で
悪
魔
が
攻
め
て
く
る
と
い
う
か
、
悪
魔
に
取
り
憑
か
れ
る
、

と
い
う
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
ま
た
実
に
凄
い
と
こ
ろ
な
ん
で
す
ね
。

奈
良
：

そ
う
な
ん
で
す
ね
。
や
は
り
欲
望
が
出
て
く
る
。
そ
し
て
そ
の
欲
望
を
「
は
ぁ
は
ぁ
、
ま
た
や

っ
て
い
る
な
」
と
い
う
ん
で
、
自
分
の
心
を
ぴ
ち
っ
と
見
抜
い
て
退
け
る
。
も
う
一
つ
そ
れ
に

似
た
よ
う
な
こ
と
で
面
白
い
例
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ち
ょ
っ
と
ご
紹
介
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

草
柳
：

悪
魔

あ
な
た
は
人
に
教
え
を
説
く
資
格
が
あ
る
の
で
す
か
。
言
う
こ
と
を
よ
く
聞
く
人
に
は
優
し
く

し
、
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
人
間
を
憎
い
と
思
う
。
説
法
を
し
な
が
ら
、
そ
う
い
う
執
着
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

ブ
ッ
ダ

如
来
が
人
に
教
え
を
説
く
の
は
、
人
々
へ
の
思
い
や
り
か
ら
説
く
の
で
、
言
う
こ
と
を
聞
い
て

く
れ
る
と
か
、
聞
い
て
く
れ
な
い
と
か
い
う
こ
と
か
ら
離
れ
て
い
る
。

（
「
サ
ン
ユ
ッ
タ
ニ
カ
ー
ヤ
」
）

奈
良
：

こ
こ
は
私
ど
も
も
大
学
で
実
は
教
え
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
で
思
い

当
た
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
よ
。
と
こ
ろ
が
私
ど
も
は
、
大
学
と
い
う
の
は
原
則
と
し

て
知
識
を
教
え
て
い
る
面
が
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
や
は
り
そ
こ
に
ウ
ン
ウ
ン
と
頷
き

な
が
ら
熱
心
に
聞
い
て
く
れ
る
学
生
が
い
る
と
、
そ
っ
ち
の
方
に
顔
を
向
け
て
、
「
わ
か
っ
た

か
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
喋
っ
て
み
た
り
な
ん
て
な
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
決
し

て
依
怙
贔
屓(

え
こ
ひ
い
き)

し
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
人
間
で
す
か
ら
そ

う
い
う
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
釈
尊
は
知
識
を
教
え
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
自
分
の
体
験
の
中

か
ら
出
て
き
た
信
念
を
語
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
に
し
て
も
お
説
教
し
て
釈
尊
の
中
に
、

自
分
は
ウ
ン
ウ
ン
と
頷
い
て
い
る
よ
う
な
人
に
よ
く
説
い
て
、
わ
か
ら
な
そ
う
な
顔
を
し
て
い

る
人
間
は
切
り
捨
て
て
い
く
。
そ
ん
な
こ
と
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
と
い
う
、
一
つ
の
反

省
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
が
悪
魔
と
し
て
出
て
き
ま
し
て
、
「
依
怙
贔
屓
し
て
い
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
。
執
着
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
釈
尊
は
、
「
反
省
を

し
、
自
分
に
振
り
返
っ
て
み
て
、
い
わ
ゆ
る
私
は
そ
れ
は
や
っ
て
い
な
い
」
と
、
こ
う
い
う
ふ

う
に
悪
魔
の
囁
き
を
退
け
て
い
く
わ
け
で
す
ね
。
で
す
か
ら
こ
う
い
う
ふ
う
に
悟
り
を
開
い
た

後
で
も
、
釈
尊
に
本
能
の
疼
き
が
あ
り
、
そ
れ
が
悪
魔
の
声
と
し
て
出
て
く
る
。
そ
の
辺
に
と

っ
て
も
人
間
釈
尊
の
親
し
み
や
す
い
面
が
一
つ
あ
る
と
同
時
に
、
実
は
単
な
る
人
間
釈
尊
―
私

ど
も
と
同
じ
人
間
釈
尊
じ
ゃ
な
く
て
、
そ
う
い
う
悪
魔
の
囁
き
が
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
ピ
チ

ッ
と
退
け
て
い
っ
て
、
自
分
の
道
を
真
っ
直
ぐ
歩
き
続
け
て
い
く
、
毅
然
と
し
た
一
つ
の
修
行

者
の
道
を
続
け
て
い
く
と
こ
ろ
に
、
悟
り
を
開
い
た
ブ
ッ
ダ
と
し
て
の
釈
尊
が
、
そ
こ
に
一
つ

あ
る
わ
け
で
す
ね
。

草
柳
：

「
こ
れ
が
悪
魔
だ
」
と
い
う
こ
と
を
知
り
抜
い
て
、
悪
魔
に
対
面
を
し
た
。
つ
ま
り
打
ち
負
か
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し
た
。
我
々
で
す
と
、
つ
ま
り
自
分
に
取
り
憑
い
た
の
が
、
悪
魔
が
ど
う
か
、
実
は
よ
く
見
定

め
が
で
き
な
い
、
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
す
ら
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
こ
れ
は
大
変
な
悲
劇
な
ん
で

し
ょ
う
け
れ
ど
も
。

奈
良
：

で
も
そ
の
通
り
な
ん
で
す
ね
。
釈
尊
の
場
合
、
そ
れ
が
は
っ
き
り
と
、
「
私
の
自
我
欲
望
な
ん

だ
」
と
意
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
釈
尊
の
偉
さ
が
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、
私
ど
も
も

社
会
に
生
き
て
お
り
ま
し
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
何
を
や
っ
て
い
る

か
意
識
で
き
な
い
。
や
は
り
自
分
の
自
我
と
い
う
も
の
を
意
識
し
、
そ
れ
に
対
決
し
て
い
く
と

こ
ろ
に
、
仏
教
的
な
、
よ
り
進
歩
し
た
生
き
方
が
で
き
る
、
と
い
う
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
と
て
も
大
切
な
教
え
だ
と
思
い
ま
す
で
す
ね
。

草
柳
：

つ
ま
り
求
道
と
い
う
か
、
求
道
者
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

奈
良
：

道
を
歩
き
続
け
た
釈
尊
と
い
う
面
目
躍
如
た
る
教
え
だ
と
思
い
ま
す
で
す
ね
。

草
柳
：

今
日
は
ど
う
も
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
十
一
年
八
月
十
五
日
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
の

「
こ
こ
ろ
の
時
代
」
で
放
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

正
覚

正
覚

し
ょ
う
が
く

[s

：sa_bodhi]

原
語
は
，
完
全
な
る
悟
り
の
意
．
〈
三
藐
三
菩

提(

さ
ん
み
や
く
さ
ん
ぼ
だ
い)

〉(sam
yak_sa_bodhi

，
正
し
く
完
全
な
る
悟
り)

も
同
義
．

ま
た
，sa_buddha(

完
全
に
悟
れ
る
者)

の
訳
語
と
し
て
，
〈_

仏
〉
を
意
味
す
る
こ
と
も

あ
る
．
〈
正
覚
〉
は
，_

小
乗
仏
教
で
は
主
に_

釈
尊(

し
や
く
そ
ん)

が_

菩
提
樹(
ぼ
だ
い

じ
ゆ)

下
で
成
就
し
た
，_

四
諦(

し
た
い)

・_

八
正
道(

は
つ
し
よ
う
ど
う)

・_
縁
起(

え

ん
ぎ)

な
ど
の
理
法
に
対
す
る
悟
り
を
さ
す
．_

大
乗
仏
教
で
は
，
諸
仏
が
等
し
く
成
就
す

る_

無
上
・
不
偏
の
悟
り
で
あ
り
，
経
典
や
宗
派
に
よ
っ
て
解
釈
は
異
な
る
が
，
お
お
む

ね_

無
相
の_

真
如(

し
ん
に
よ)

や_

諸
法
の_

実
相
な
ど
の
体
悟
を
内
容
と
す
る
．_

釈
迦

の
御
の
り
正
覚
成
り
給
ひ
し
日
よ
り
，
涅
槃
に
入
り
給
ひ
し
夜
に
い
た
る
ま
で_

〔
三
宝

絵(

中)

〕_

初
発
心
の
時
，
す
な
は
ち
正
覚
を
成
ず_

〔
義
鏡(

上)

〕
．
・

（
岩
波
）

寶
月

是
佛
成
道
已
來
過
六
十
億
劫

又
其
佛
國
晝
夜
無
異

但
以
此
間
閻
浮
提
日
月
歳
數
説
彼
劫
壽

其
佛

光
明
常
照
世
界

於
一
説
法
令
無
量
無
邊
千
萬
億
阿
僧
祇
衆
生
住
無
生
法
忍

倍
此
人
數
得
住
初
忍
第
二
第

三
忍

寶
月

其
佛
本
願
力
故

若
有
他
方
衆
生

於
先
佛
所
種
諸
善
根

是
佛
但
以
光
明
觸
身

即
得
無
生
法

忍

寶
月

若
善
男
子
善
女
人
聞
是
佛
名
能
信
受
者

即
不
退
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提

餘
九
佛
事
皆
亦
如
是

宝
月
、
こ
の
仏
成
道
よ
り
こ
の
か
た
六
十
億
劫
を
過
ぎ
た
ま
へ
り
。
ま
た
そ
の
仏
国
は
昼
夜
異
な
る

こ
と
な
し
。
た
だ
こ
の
間
の
閻
浮
提
の
日
月
歳
数
を
も
つ
て
か
の
劫
寿
を
説
く
。
そ
の
仏
の
光
明
つ
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ね
に
世
界
を
照
ら
し
た
ま
ふ
。

一
の
説
法
に
お
い
て
、
無
量
無
辺
千
万
億
阿
僧
祇
の
衆
生
を
し
て
無
生
法
忍
に
住
せ
し
め
、
こ
の
人

数
に
倍
し
て
初
忍
・
第
二
・
第
三
忍
に
住
す
る
こ
と
を
得
し
め
た
ま
ふ
。
宝
月
、
そ
の
仏
の
本
願
力

の
ゆ
ゑ
に
、
も
し
他
方
の
衆
生
あ
り
て
、
先
仏
の
所
に
お
い
て
も
ろ
も
ろ
の
善
根
を
種
ゑ
ん
に
、
こ

の
仏
た
だ
光
明
を
も
つ
て
身
に
触
れ
た
ま
ふ
に
、
す
な
は
ち
無
生
法
忍
を
得
。
宝
月
、
も
し
善
男
子

・
善
女
人
あ
り
て
こ
の
仏
の
名
を
聞
き
て
よ
く
信
受
す
る
も
の
は
、
す
な
は
ち
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩

提
を
退
せ
ず
〉
」
と
。
余
の
九
仏
の
事
み
な
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。

宝
月
よ
、
こ
の
仏
が
成
仏
せ
ら
れ
て
か
ら
六
十
億
劫
こ
う
を
過
ぎ
た
。
ま
た
そ
の
仏
の
国
は
昼
夜

の
別
が
な
い
。

た
だ
こ
の
閻
浮
提
の
日
月
年
数
を
も
っ
て
か
の
劫
数
を
説
く
の
で
あ
る
。
そ
の

仏
の
光
明
は
い
つ
も
世
界
を
照
ら
し
、
一
た
び
の
説
法
に
お
い
て
無
量
無
辺
千
万
億
阿
僧
祇
の
衆

生
を
し
て
無
生
法
忍
に
住
せ
し
め
、
こ
の
人
数
に
倍
し
て
初
忍
・
第
二
・
第
三
忍
に
住
せ
し
め
る
。

宝
月
よ
、
そ
の
仏
の
本
願
力
の
ゆ
え
に
、
も
し
他
方
の
衆
生
が
先
の
仏
の
み
も
と
で
い
ろ
い
ろ
の

善
根
を
植
え
た
な
ら
ば
、
こ
の
仏
は
た
だ
光
明
を
も
っ
て
そ
の
身
に
触
れ
て
、
す
な
わ
ち
無
生
法

忍
を
得
さ
せ
た
も
う
の
で
あ
る
。
宝
月
よ
、
も
し
善
男
子
・
善
女
人
で
こ
の
仏
名
を
聞
い
て
よ
く

信
受
す
る
者
は
、
す
な
わ
ち
不
退
の
位
を
得
る
。
ほ
か
の
九
方
の
仏
の
事
も
皆
ま
た
こ
の
と
お
り

で
あ
る
。
」

劫

こ
う
【
劫
】P:kappa

S:kalpa

の
音
写
。
劫
波
と
も
音
写
。
イ
ン
ド
の
時
間
的
単
位

の
う
ち
最
も
長
い
も
の
。
ぎ
わ
め
て
長
い
時
間
の
こ
と
。
世
界
の
年
齢
。
普
通
は
、
永

遠
の
時
間
、
無
限
の
時
間
と
考
え
て
い
い
よ
う
て
あ
る
。(

そ
の
無
限
の
時
間
を
一
つ

の
単
位
と
し
て
考
え
て
い
た
。)

永
遠
。
宇
宙
論
的
時
間
。
世
界
が
成
立
し
、
存
続
し
、

破
壊
さ
れ
、
空
無
と
な
る
一
つ
一
つ
の
時
期
を
い
う
。
測
定
て
き
な
い
長
い
時
間
の
こ

と
。
幾
億
万
年
。
極
大
な
る
時
限
。
そ
の
長
さ
を
『
雑
阿
含
経
』(

第
三
四
巻)
に
は
、

磐
石
劫
・
芥
子
劫
の
た
と
え
で
表
し
て
い
る
。
四
方
上
下
一
由
旬
の
鉄
城
に
芥
子
を
満

た
し
、
百
年
ご
と
に
一
つ
の
芥
子
を
取
り
去
っ
て
、
そ
の
芥
子
全
部
を
尽
く
し
て
も
劫

は
終
わ
ら
な
い
。
ま
た
四
方
一
由
旬
の
大
磐
石
を
百
年
に
一
度
ず
つ
白
氈
て
払
っ
て
、

そ
の
石
が
な
く
な
っ
て
も
劫
は
終
わ
ら
な
い
と
い
う
。
『
大
毘
婆
沙
論
』(

第
一
三
五

巻)

、
『
大
智
度
論
』(

第
三
八
巻)

な
ど
に
も
同
様
の
た
と
え
が
あ
る
。
四
十
里
の
石

山
を
長
寿
の
人
か
百
年
に
一
度
ず
つ
細
軟
の
衣
を
も
っ
て
払
拭
し
て
、
こ
の
石
山
を
尽

く
し
て
も
、
な
お
こ
の
劫
は
尽
き
な
い
。
ま
た
四
十
里
の
大
城
に
芥
子
を
満
た
し
、
長

寿
の
人
が
百
年
に
一
度
来
て
、
一
つ
の
芥
子
を
取
り
去
る
こ
と
に
し
て
、
芥
子
か
尽
き

て
も
、
劫
は
な
お
尽
き
な
い
。
〈
『
大
智
度
論
』
五
巻
（
大
）
二
五
巻
１
０
０
下
〉

（
仏
教
語
）

無
生
法
忍

無
生
の
法
理
の
認
証
の
意
。
空
で
あ
り
、
実
相
で
あ
る
と
い
う
真
理
を
認
め
安
住
す
る

こ
と
。
一
切
の
も
の
が
不
生
不
滅
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
。
不
生
不
滅
の
真
如
の
理
を

智
慧
を
も
っ
て
さ
と
る
こ
と
の
も
の
は
す
べ
て
不
生
不
滅
で
あ
る
と
い
う
確
信
。
忍
は

忍
可
・
認
知
の
意
で
確
か
に
そ
う
だ
と
認
め
る
こ
と
真
実
の
理
を
さ
と
っ
た
心
の
安
ら
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ぎ
。
不
生
不
滅
の
理
に
徹
底
し
た
さ
と
り
。
無
生
忍
と
も
い
う
。
三
法
忍
の
一
つ
。

（
仏
教
語
）

不
生
不
滅

生
ず
る
こ
と
も
滅
す
る
こ
と
も
な
い
こ
と
。
常
住
で
あ
る
こ
と
。
さ
と
り
の
境
地
を
形

容
し
て
い
う
。

教
行
信
証

真
仏
土

如
来
す
な
わ
ち
虚
無
な
り
。
真
解
脱
は
不
生
不
滅
な
り
。
こ
の
ゆ
え
に
解
脱
す
な
わ
ち

こ
れ
如
来
な
り
。

（
仏
教
語
）

今
當
解
説
諸
佛
名
號
及
國
土
名
號

善
徳
者

其
徳
淳
善
但
有
安
樂

非
如
諸
天
龍
神
福
徳
惑
惱
衆
生

栴
檀

徳
者

南
方
去
此
無
量
無
邊
恒
河
沙
等
佛
土
有
世
界
名
歡
喜

佛
號
栴
檀
徳

今
現
在
説
法

譬
如
栴
檀
香
而

清
涼

彼
佛
名
稱
遠
聞
如
香
流
布

滅
除
衆
生
三
毒
火
熱
令
得
清
涼

無
量
明
佛
者

西
方
去
此
無
量
無
邊
恒

河
沙
等
佛
土
有
世
界
名
善

佛
號
無
量
明

今
現
在
説
法

其
佛
身
光
及
智
慧
明
炤
無
量
無
邊

相
徳
佛
者

北
方
去
此
無
量
無
邊
恒
河
沙
等
佛
土
有
世
界
名
不
可
動

佛
名
相
徳

今
現
在
説
法

其
佛
福
徳
高
顯
猶
如

幢
相

無
憂
徳
者

東
南
方
去
此
無
量
無
邊
恒
河
沙
等
佛
土
有
世
界
名
月
明

佛
號
無
憂
徳

今
現
在
説
法

其
佛
神
徳
令
諸
天
人
無
有
憂
愁

寶
施
佛
者

西
南
方
去
此
無
量
無
邊
恒
河
沙
等
佛
土
有
世
界
名
衆
相

佛

號
寶
施

今
現
在
説
法

其
佛
以
諸
無
漏
根
力
覺
道
等
寶
常
施
衆
生

華
徳
佛
者

西
北
方
去
此
無
量
無
邊
恒

河
沙
等
佛
土
有
世
界
名
衆
音

佛
號
華
徳

今
現
在
説
法

其
佛
色
身
猶
如
妙
華
其
徳
無
量

三
乘
行
佛
者

東
北
方
去
此
無
量
無
邊
恒
河
沙
等
佛
土
有
世
界
名
安
隱

佛
號
三
乘
行

今
現
在
説
法

其
佛
常
説
聲
聞
行

辟
支
佛
行
諸
菩
薩
行

有
人
言

説
上
中
下
精
進
故

號
爲
三
乘
行

明
徳
佛
者

下
方
去
此
無
量
無
邊
恒
河

沙
等
佛
土
有
世
界
名
廣
大

佛
號
明
徳

今
現
在
説
法

明
名
身
明
智
慧
明
寶
樹
光
明

是
三
種
明
常
照
世
間

廣
衆
徳
者

上
方
去
此
無
量
無
邊
恒
河
沙
等
佛
土
有
世
界
名
衆
月

佛
號
廣
衆
徳

今
現
在
説
法

其
佛
弟

子
福
徳
廣
大
故
號
廣
衆
徳

今
是
十
方
佛
善
徳
爲
初

廣
衆
徳
爲
後

若
人
一
心
稱
其
名
號

即
得
不
退
於
阿

耨
多
羅
三
藐
三
菩
提

い
ま
ま
さ
に
諸
仏
の
名
号
お
よ
び
国
土
の
名
号
を
解
説
す
べ
し
。
「
善
徳
」
と
い
ふ
は
、
そ
の
徳
淳

善
に
し
て
た
だ
安
楽
の
み
あ
り
。
諸
天
・
竜
神
の
福
徳
の
、
衆
生
を
惑
悩
す
る
が
ご
と
き
に
は
あ
ら

ず
。
「
栴
檀
徳
」
と
い
ふ
は
、
南
方
こ
こ
を
去
る
こ
と
無
量
無
辺
恒
河
沙
等
の
仏
土
に
し
て
世
界
あ

り
、
歓
喜
と
名
づ
く
。
仏
を
栴
檀
徳
と
号
す
。
い
ま
現
に
ま
し
ま
し
て
法
を
説
き
た
ま
ふ
。

た
と
へ
ば
栴
檀
の
香
ば
し
く
し
て
清
涼
な
る
が
ご
と
く
、
か
の
仏
の
名
称
遠
く
聞
ゆ
る
こ
と
、
香
の

流
布
す
る
が
ご
と
し
。
衆
生
の
三
毒
の

火
熱
を
滅
除
し
て
清
涼
な
る
こ
と
を
得
し
む
。

「
無
量
明
仏
」
と
い
ふ
は
、
西
方
こ
こ
を
去
る
こ
と
無
量
無
辺
恒
河
沙
等
の
仏
土
に
し
て
世
界
あ
り
、

善
と
名
づ
く
。
仏
を
無
量
明
と
号
す
。
い
ま
現
に
ま
し
ま
し
て
法
を
説
き
た
ま
ふ
。
そ
の
仏
の
身
光

お
よ
び
智
慧
明
照
に
し
て
無
量
無
辺
な
り
。

「
相
徳
仏
」
と
い
ふ
は
、
北
方
こ
こ
を
去
る
こ
と
無
量
無
辺
恒
河
沙
等
の
仏
土
に
し
て
世
界
あ
り
、

不
可
動
と
名
づ
く
。
仏
を
相
徳
と
名
づ
く
。
い
ま
現
に
ま
し
ま
し
て
法
を
説
き
た
ま
ふ
。
そ
の
仏
の

福
徳
高
顕
な
る
こ
と
、
な
ほ
幢
相
の
ご
と
し
。

「
無
憂
徳
」
と
い
ふ
は
、
東
南
方
こ
こ
を
去
る
こ
と
無
量
無
辺
恒
河
沙
等
の
仏
土
に
し
て
世
界
あ
り
、
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月
明
と
名
づ
く
。
仏
を
無
憂
徳
と
号
す
。
い
ま
現
に
ま
し
ま
し
て
法
を
説
き
た
ま
ふ
。
そ
の
仏
の
神

徳
も
ろ
も
ろ
の
天
・
人
を
し
て
憂
愁
あ
る
こ
と
な
か
ら
し
む
。

「
宝
施
仏
」
と
い
ふ
は
、
西
南
方
こ
こ
を
去
る
こ
と
無
量
無
辺
恒
河
沙
等
の
仏
土
に
し
て
世
界
あ
り
、

衆
相
と
名
づ
く
。
仏
を
宝
施
と
号
す
。
い
ま
現
に
ま
し
ま
し
て
法
を
説
き
た
ま
ふ
。
そ
の
仏
も
ろ
も

ろ
の
無
漏
の
根
・
力
・
覚
・
道
等
の
宝
を
も
つ
て
つ
ね
に
衆
生
に
施
す
。

「
華
徳
仏
」

と
い
ふ
は
、
西
北
方
こ
こ
を
去
る
こ
と
無
量
無
辺
恒
河
沙
等
の
仏
土
に
し
て
世
界
あ

り
、
衆
音
と
名
づ
く
。
仏
を
華
徳
と
号
す
。
い
ま
現
に
ま
し
ま
し
て
法
を
説
き
た
ま
ふ
。
そ
の
仏
の

色
身
、
な
ほ
妙
華
の
ご
と
く
、
そ
の
徳
無
量
な
り
。

「
三
乗
行
仏
」
と
い
ふ
は
、
東
北
方
こ
こ
を
去
る
こ
と
無
量
無
辺
恒
河
沙
等
の
仏
土
に
し
て
世
界
あ

り
、
安
穏
と
名
づ
く
。
仏
を
三
乗
行
と
号
す
。
い
ま
現
に
ま
し
ま
し
て
法
を
説
き
た
ま
ふ
。
そ
の
仏

つ
ね
に
声
聞
の
行
、
辟
支
仏
の
行
、
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
の
行
を
説
き
た
ま
ふ
。
あ
る
人
い
は
く
、「
上

・
中
・
下
の
精
進
を
説
く
が
ゆ
ゑ
に
、
号
し
て
三
乗
行
と
な
す
」
と
。

「
明
徳
仏
」
と
い
ふ
は
、
下
方
こ
こ
を
去
る
こ
と
無
量
無
辺
恒
河
沙
等
の
仏
土
に
し
て
世
界
あ
り
、

広
大
と
名
づ
く
。
仏
を
明
徳
と
号
す
。
い
ま
現
に
ま
し
ま
し
て
法
を
説
き
た
ま
ふ
。
明
と
は
身
明
・

智
慧
明
・
宝
樹
光
明
に
名
づ
く
。
こ
の
三
種
の
明
つ
ね
に
世
間
を
照
ら
す
。

「
広
衆
徳
」
と
い
ふ
は
、
上
方
こ
こ
を
去
る
こ
と
無
量
無
辺
恒
河
沙
等
の
仏
土
に
し
て
世
界
あ
り
、

衆
月
と
名
づ
く
。
仏
を
広
衆
徳
と
号
す
。
い
ま
現
に
ま
し
ま
し
て
法
を
説
き
た
ま
ふ
。
そ
の
仏
の
弟

子
福
徳
広
大
な
る
が
ゆ
ゑ
に
広
衆
徳
と
号
す
。
い
ま
こ
の
十
方
の
仏
、
善
徳
を
初
め
と
な
し
、
広
衆

徳
を
後
と
な
す
。
も
し
人
一
心
に
そ
の
名
号
を
称
す
れ
ば
、
す
な
は
ち
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
退

せ
ざ
る
こ
と
を
得
。

今
ま
さ
に
諸
仏
の
名
号
お
よ
び
国
土
の
名
号
を
解
説
し
よ
う
。
善
徳
と
は
そ
の
徳
が
淳
善
で
た
だ

安
楽
の
み
が
あ
る
。
諸
天
・
竜
神
の
福
徳
が
あ
る
い
は
衆
生
を
悩
ま
す
よ
う
な
の
と
異
な
る
。
栴

檀
徳
と
は
、
南
方
こ
こ
を
去
る
無
量
無
辺
恒
河
沙
等
の
仏
土
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
に
歓
喜
と
名
づ
け

る
世
界
が
あ
っ
て
、

仏
を
栴
檀
徳
と
い
う
。
い
ま
現
に
ま
し
ま
し
て
法
を
説
い
て
お
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
栴
檀
が
香

っ
て
清
涼
な
よ
う
で
あ
る
。
か
の
仏
の
名
号
が
遠
く
聞
え
る
こ
と
は
、
香
り
が
流
れ
る
よ
う
に
、

衆
生
の
三
毒
の
火
熱
を
除
い
て
清
涼
な
ら
し
め
る
。

無
量
明
仏
と
は
、
西
方
こ
こ
を
去
る
無
量
無
辺
恒
河
沙
等
の
仏
土
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
に
善
解
と
名

づ
け
る
世
界
が
あ
っ
て
、
仏
を
無
量
明
と
い
う
。
い
ま
現
に
ま
し
ま
し
て
法
を
説
い
て
お
ら
れ
る
。

そ
の
仏
の
身
光
お
よ
び
智
慧
は
明
ら
か
に
照
ら
し
て
無
量
無
辺
で
あ
る
。

相
徳
仏
と
は
、
北
方
こ
こ
を
去
る
無
量
無
辺
恒
河
沙
等
の
仏
土
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
に
不
可
動
と
名



- 45 -

づ
け
る
世
界
が
あ
っ
て
、
仏
を
相
徳
と
い
う
。
い
ま
現
に
ま
し
ま
し
て
法
を
説
い
て
お
ら
れ
る
。

そ
の
仏
の
福
徳
が
高
く
顕
れ
て
い
る
こ
と
は
、
あ
た
か
も
幢
ぼ
こ
の
相
の
よ
う
で
あ
る
。

無
憂
徳
と
は
、
東
南
方
こ
こ
を
去
る
無
量
無
辺
恒
河
沙
等
の
仏
土
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
に
月
明
と
名

づ
け
る
世
界
が
あ
っ
て
、
仏
を
無
憂
徳
と
い
う
。
い
ま
現
に
ま
し
ま
し
て
法
を
説
い
て
お
ら
れ
る
。

そ
の
仏
の
不
思
議
な
徳
は
、
多
く
の
天
人
た
ち
を
し
て
憂
い
な
か
ら
し
め
る
。

宝
施
仏
と
は
西
南
方
こ
こ
を
去
る
無
量
無
辺
恒
河
沙
等
の
仏
土
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
に
衆
相
と
名
づ

け
る
世
界
が
あ
っ
て
、
仏
を
宝
施
と
い
う
。
い
ま
現
に
ま
し
ま
し
て
法
を
説
い
て
お
ら
れ
る
。
そ

の
仏
は
無
漏
の
五
根
・
五
力
・
七
覚
・
八
正
道
ど
う
な
ど
の
宝
を
も
っ
て
常
に
衆
生
に
施
さ
れ

る
。

華
徳
仏
と
は
、
西
北
方
こ
こ
を
去
る
無
量
無
辺
恒
河
沙
等
の
仏
土
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
に
衆
音
と
名

づ
け
る
世
界
が
あ
っ
て
、
仏
を
華
徳
と
い
う
。
い
ま
現
に
ま
し
ま
し
て
法
を
説
い
て
お
ら
れ
る
。

そ
の
仏
の
お
す
が
た
は
妙
な
る
蓮
華
の
よ
う
で
、
そ
の
徳
は
無
量
で
あ
る
。

三
乗
行
仏
と
は
、
東
北
方
こ
こ
を
去
る
無
量
無
辺
恒
河
沙
等
の
仏
土
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
に
安
隠
と

名
づ
け
る
世
界
が
あ
っ
て
、
仏
を
三
乗
行
と
い
う
。

い
ま
現
に
ま
し
ま
し
て
法
を
説
い
て
お
ら

れ
る
。
そ
の
仏
は
常
に
声
聞
の
行
、
縁
覚
の
行
、
い
ろ
い
ろ
の
菩
薩
の
行
を
説
か
れ
る
。
あ
る
人

が
い
う
に
は
、
上
中
下
の
法
を
説
い
て
精
進
さ
せ
る
か
ら
三
乗
行
と
申
し
あ
げ
る
の
で
あ
る
と
。

明
徳
仏
と
は
、
下
方
こ
こ
を
去
る
無
量
無
辺
恒
河
沙
等
の
仏
土
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
に
広
大
と
名
づ

け
る
世
界
が
あ
っ
て
、
仏
を
明
徳
と
い
う
。

い
ま
現
に
ま
し
ま
し
て
法
を
説
い
て
お
ら
れ
る
。

明
と
は
身
の
光
明
、
智
慧
の
光
明
、
宝
樹
の
光
明
を
い
う
。

こ
の
三
種
の
光
明
を
も
っ
て
常
に

世
間
を
照
ら
す
の
で
あ
る
。

広
衆
徳
と
は
、
上
方
こ
こ
を
去
る
無
量
無
辺
恒
河
沙
等
の
仏
土
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
に
衆
月
と
名
づ

け
る
世
界
が
あ
っ
て
、
仏
を
広
衆
徳
と
い
う
。
い
ま
現
に
ま
し
ま
し
て
法
を
説
い
て
お
ら
れ
る
。

そ
の
仏
の
弟
子
の
福
徳
が
広
大
で
あ
る
か
ら
広
衆
徳
と
い
う
の
で
あ
る
。
今
こ
の
十
方
の
仏
は
善

徳
仏
を
初
め
と
し
広
衆
徳
仏
を
最
後
と
す
る
。
も
し
人
が
一
心
に
そ
の
名
号
を
称
え
る
な
ら
ば
、

す
な
わ
ち
不
退
の
位
を
得
る
で
あ
ろ
う
。

如
偈
説【6

】
偈
に
説
く
が
ご
と
し
。

【6

】
こ
の
偈
に
説
く
通
り
で
あ
る
。
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若
有
人
得
聞

説
是
諸
佛
名

即
得
無
量
徳

如
爲
寶
月
説

我
禮
是
諸
佛

今
現
在
十
方

其
有
稱
名
者

即
得
不
退
轉

も
し
人
あ
り
て
こ
の
諸
仏
の
名
を
説
く
を
聞
く
こ
と
を
得
れ
ば
、

す
な
は
ち
無
量
の
徳
を
得
。
宝
月
の
た
め
に
説
き
た
ま
ふ
が
ご
と
し
。

わ
れ
こ
の
諸
仏
を
礼
し
た
て
ま
つ
る
。
い
ま
現
に
十
方
に
ま
し
ま
す
。

そ
れ
名
を
称
す
る
こ
と
あ
れ
ば
、
す
な
は
ち
不
退
転
を
得
。

も
し

人
あ
っ
て

こ
の
諸
仏
の
み
名
の
い
わ
れ
を
聞
き
得
た
な
ら
ば

す
な
わ
ち
無
量
の
徳
を
得
る
こ
と
は

宝
月
の
た
め
に
説
か
れ
た
通
り
で
あ
る

わ
た
し
は
こ
の
諸
仏
を
礼
拝
ら
い
は
い
し
た
て
ま
つ
る

今
現
に
十
方
に
お
ら
れ
る

そ
の
み
名
を
称
え
る
人
は

す
な
わ
ち
不
退
転
を
得
る

東
方
無
憂
界

其
佛
號
善
徳

色
相
如
金
山

名
聞
無
邊
際

若
人
聞
名
者

即
得
不
退
轉

我
今
合
掌
禮

願
悉
除
憂
惱

東
方
に
無
憂
界
あ
り
、
そ
の
仏
を
善
徳
と
号
す
。

色
相
金
山
の
ご
と
し
。
名
の
聞
ゆ
る
こ
と
辺
際
な
し
。

も
し
人
名
を
聞
け
ば
、
す
な
は
ち
不
退
転
を
得
。

わ
れ
い
ま
合
掌
し
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

願
は
く
は
こ
と
ご
と
く
憂
悩
を
除
き
た
ま
へ
。

東
方
の
無
憂
世
界
の

仏
を
善
徳
と
申
し
あ
げ
る

お
す
が
た
は
金
山
の
よ
う
で

み
名
の
聞
こ
え
る
こ
と
ほ
と
り
が
な
い

も
し

み
名
を
聞
く
人
は

す
な
わ
ち
不
退
転
を
得
る

わ
た
し
は
い
ま
合
掌
礼
拝
し
て

願
わ
く
は
憂
う
悩
の
う
を
除
か
れ
る
こ
と
を

南
方
歡
喜
界

佛
號
栴
檀
徳

面
淨
如
滿
月

光
明
無
有
量

能
滅
諸
衆
生

三
毒
之
熱
惱

聞
名
得
不
退

是
故
稽
首
禮

南
方
に
歓
喜
界
あ
り
、
仏
を
栴
檀
徳
と
号
す
。

面
の
浄
き
こ
と
満
月
の
ご
と
し
。
光
明
量
り
あ
る
こ
と
な
し
。

よ
く
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
の
三
毒
の
熱
悩
を
滅
し
た
ま
ふ
。

名
を
聞
く
も
の
不
退
を
得
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
稽
首
し
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

南
方
の
歓
喜
世
界
の

仏
を
栴
檀
徳
と
申
し
あ
げ
る

お
顔
の
浄
ら
か
な
こ
と
満
月
の
ご
と
く

光
明
は
量
り
あ
る
こ
と
が
な
い

よ
く
多
く
の
衆
生
の

三
毒
の
熱
悩
を
滅
し
た
も
う
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み
名
を
聞
け
ば
不
退
を
得
る

そ
れ
ゆ
え
ぬ
か
ず
き
礼
ら
い
し
た
て
ま
つ
る

西
方
善
世
界

佛
號
無
量
明

身
光
智
慧
明

所
炤
無
邊
際

其
有
聞
名
者

即
得
不
退
轉

我
今
稽
首
禮

願
盡
生
死
際

西
方
に
善
世
界
あ
り
、
仏
を
無
量
明
と
号
す
。

身
光
・
智
慧
あ
き
ら
か
に
し
て
、
照
ら
す
と
こ
ろ
辺
際
な
し
。

そ
の
名
を
聞
く
こ
と
あ
れ
ば
、
す
な
は
ち
不
退
転
を
得
。

わ
れ
い
ま
稽
首
し
礼
し
た
て
ま
つ
る
。
願
は
く
は
生
死
の
際
を
尽
し
た
ま
へ
。

西
方
の
善
世
界
の

仏
を
無
量
明
と
申
し
あ
げ
る

お
ん
身
の
光
も
智
慧
も
明
ら
か
で

ほ
と
り
き
わ
な
く
照
ら
さ
れ
る

そ
の
み
名
を
聞
く
人
は

す
な
わ
ち
不
退
転
の
位
に
至
る

わ
た
し
は
今
ぬ
か
ず
き
礼
し
た
て
ま
つ
る

願
わ
く
は
生
し
ょ
う
死
じ
を
と
こ
し
え
に
断
ち
き
る

こ
と
を

北
方
無
動
界

佛
號
爲
相
徳

身
具
衆
相
好

而
以
自
莊
嚴

摧
破
魔
怨
衆

善
化
諸
人
天

聞
名
得
不
退

是
故
稽
首
禮

北
方
に
無
動
界
あ
り
、
仏
を
号
し
て
相
徳
と
な
す
。

身
に
も
ろ
も
ろ
の
相
好
を
具
し
、
も
つ
て
み
づ
か
ら
荘
厳
し
、

魔
怨
の
衆
を
摧
破
し
、
よ
く
も
ろ
も
ろ
の
人
天
を
化
し
た
ま
ふ
。

名
を
聞
け
ば
不
退
を
得
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
稽
首
し
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

北
方
の
無
動
世
界
の

仏
を
相
徳
と
申
し
あ
げ
る

身
に
多
く
の
相
好
を
そ
な
え
て

み
ず
か
ら
を
荘
厳
し

多
く
の
魔
の
怨
敵
を
く
だ
き

善
く
天
・
人
た
ち
を
化
け
益
や
く
さ
れ
る

み
名
を
聞
け
ば
不
退
を
得
る

そ
れ
ゆ
え
ぬ
か
ず
き
礼
し
た
て
ま
つ
る

東
南
月
明
界

有
佛
號
無
憂

光
明
喩
日
月

遇
者
滅
煩
惱

常
爲
衆
説
法

除
諸
内
外
苦

十
方
佛
稱
讃

是
故
稽
首
禮

東
南
の
月
明
界
に
、
仏
ま
し
ま
し
て
無
憂
と
号
す
。

光
明
日
月
に
喩
へ
、
遇
ふ
も
の
煩
悩
を
滅
す
。

つ
ね
に
衆
の
た
め
に
法
を
説
き
、
も
ろ
も
ろ
の
内
外
の
苦
を
除
き
た
ま
ふ
。

十
方
の
仏
称
讃
し
た
ま
ふ
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
稽
首
し
礼
し
た
て
ま
つ
る
。
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東
南
の
月
明
世
界
に

無
憂
と
申
す
仏
が
お
ら
れ
る

光
明
は
日
月
に
こ
え
て

遇
う
者
は
憂
悩
を
滅
す
る

い
つ
も
衆
の
た
め
に
法
を
説
き

す
べ
て
の
心
身
の
苦
し
み
を
除
か
れ
る

十
方
の
諸
仏
は
称
讃
せ
ら
れ
る

そ
れ
ゆ
え
ぬ
か
ず
き
礼
し
た
て
ま
つ
る

西
南
衆
相
界

佛
號
爲
寶
施

常
以
諸
法
寶

廣
施
於
一
切

諸
天
頭
面
禮

寶
冠
在
足
下

我
今
以
五
體

歸
命
寶
施
尊

西
南
に
衆
相
界
あ
り
、
仏
を
号
し
て
宝
施
と
な
す
。

つ
ね
に
も
ろ
も
ろ
の
法
宝
を
も
つ
て
、
広
く
一
切
に
施
し
た
ま
ふ
。

諸
天
頭
面
を
も
つ
て
礼
し
て
、
宝
冠
足
下
に
あ
り
。

わ
れ
い
ま
五
体
を
も
つ
て
、
宝
施
尊
を
帰
命
し
た
て
ま
つ
る

西
南
の
衆
相
世
界
の

仏
を
宝
施
と
申
し
あ
げ
る

常
に
い
ろ
い
ろ
の
法
宝
を
も
っ
て

ひ
ろ
く
一
切
の
者
に
施
さ
れ
る

諸
天
は
ぬ
か
ず
き
礼
し
て

そ
の
宝
冠
が
仏
の
足
下
に
あ
る

わ
た
し
は
い
ま
五
体
を
も
っ
て

宝
世
尊
に
帰
き
命
み
ょ
う
し
礼
し
た
て
ま
つ
る

西
北
衆
音
界

佛
號
爲
華
徳

世
界
衆
寶
樹

演
出
妙
法
音

常
以
七
覺
華

莊
嚴
於
衆
生

白
毫
相
如
月

我
今
頭
面
禮

西
北
に
衆
音
界
あ
り
、
仏
を
号
し
て
華
徳
と
な
す
。

世
界
に
も
ろ
も
ろ
の
宝
樹
あ
り
て
、
妙
法
音
を
演
出
す
。

つ
ね
に
七
覚
の
華
を
も
つ
て
、
衆
生
を
荘
厳
す
。

白
毫
相
月
の
ご
と
し
。
わ
れ
い
ま
頭
面
を
も
つ
て
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

西
北
の
衆
音
世
界
の

仏
を
華
徳
と
申
し
あ
げ
る

そ
の
世
界
に
多
く
の
宝
樹
が
あ
っ
て

妙
な
る
法
音
を
説
き
の
べ
る

つ
ね
に
七
覚
の
華
を
も
っ
て

衆
生
を
利
益
さ
れ
る

白
毫
相
は
月
の
よ
う
で
あ
る

わ
た
し
は
今
ぬ
か
ず
き
礼
し
た
て
ま
つ
る

東
北
安
隱
界

諸
寶
所
合
成

佛
號
三
乘
行

無
量
相
嚴
身

智
慧
光
無
量

能
破
無
明
闇

衆
生
無
憂
惱

是
故
稽
首
禮

東
北
の
安
穏
界
、
諸
宝
を
も
つ
て
合
成
す
る
と
こ
ろ
な
り
。

仏
を
三
乗
行
と
号
す
。
無
量
の
相
を
も
つ
て
身
を
厳
り
た
ま
ふ
。

智
慧
の
光
無
量
に
し
て
、
よ
く
無
明
の
闇
を
破
し
た
ま
へ
ば
、

衆
生
に
憂
悩
な
し
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
稽
首
し
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

東
北
の
安
隠
世
界
は

い
ろ
い
ろ
の
宝
で
で
き
て
い
る
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仏
を
三
乗
行
と
申
し
あ
げ
る

無
量
の
荘
厳
で
身
を
か
ざ
り

智
慧
の
光
は
量
り
な
く

よ
く
無
明
の
闇
を
破
り

衆
生
は
憂
い
悩
み
が
な
い

そ
れ
ゆ
え
ぬ
か
ず
き
礼
し
た
て
ま
つ
る

上
方
衆
月
界

衆
寶
所
莊
嚴

大
徳
聲
聞
衆

菩
薩
無
有
量

諸
聖
中
師
子

號
曰
廣
衆
徳

諸
魔
所
怖
畏

是
故
稽
首
禮

上
方
の
衆
月
界
、
衆
宝
を
も
つ
て
荘
厳
す
る
と
こ
ろ
な
り
。

大
徳
の
声
聞
衆
、
菩
薩
量
り
あ
る
こ
と
な
し
。

諸
聖
の
な
か
の
獅
子
な
り
。
号
し
て
広
衆
徳
と
の
た
ま
ふ
。

諸
魔
の
怖
畏
す
る
と
こ
ろ
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
稽
首
し
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

上
方
の
衆
月
世
界
は

衆
宝
で
荘
厳
さ
れ
て
あ
る

す
ぐ
れ
た
徳
を
そ
な
え
た
声
聞
衆
や

菩
薩
た
ち
の
数
は
量
り
知
ら
れ
ぬ

こ
れ
ら
聖
し
ょ
う
者
じ
ゃ
た
ち
の
か
し
ら
で
あ
る
仏
を

広
衆
徳
と
申
し
あ
げ
る

悪
魔
た
ち
の
畏
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

そ
れ
ゆ
え
ぬ
か
ず
き
礼
し
た
て
ま
つ
る

下
方
廣
世
界

佛
號
爲
明
徳

身
相
妙
超
絶

閻
浮
檀
金
山

常
以
智
慧
日

開
諸
善
根
華

寶
土
甚
廣
大

我
遙
稽
首
禮

下
方
に
広
世
界
あ
り
、
仏
を
号
し
て
明
徳
と
な
す
。

身
相
妙
に
し
て
、
閻
浮
檀
金
山
に
超
絶
す
。

つ
ね
に
智
慧
の
日
を
も
つ
て
、
も
ろ
も
ろ
の
善
根
の
華
を
開
き
た
ま
ふ
。

宝
土
は
な
は
だ
広
大
な
り
。
わ
れ
は
る
か
に
稽
首
し
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

下
方
の
広
大
世
界
の

仏
を
明
徳
と
申
し
あ
げ
る

身
相
は
妙
で
あ
っ
て

閻
浮
檀
金
山
よ
り
も
す
ぐ
れ
て
い
る

い
つ
も
智
慧
の
日
を
も
っ
て

い
ろ
い
ろ
の
善
根
の
華
を
開
か
せ
る

宝
土
は
甚
だ
広
大
で
あ
る

わ
た
し
は
遥
か
に
ぬ
か
ず
き
礼
し
た
て
ま
つ
る

過
去
無
數
劫

有
佛
號
海
徳

是
諸
現
在
佛

皆
從
彼
發
願

壽
命
無
有
量

光
明
照
無
極

過
去
無
数
劫
に
、
仏
ま
し
ま
し
て
海
徳
と
号
す
。

こ
の
も
ろ
も
ろ
の
現
在
の
仏
、
み
な
か
れ
に
従
ひ
て
願
を
発
せ
り
。

寿
命
量
り
あ
る
こ
と
な
し
。
光
明
照
ら
し
て
極
ま
り
な
し
。

無
数
劫
の
い
に
し
え
に

海
徳
と
い
う
仏
が
ま
し
ま
し
た

い
ま
現
に
ま
し
ま
す
こ
の
仏
た
ち
は

皆
か
の
仏
に
従
っ
て
願
い
を
起
こ
さ
れ
た
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寿
命
は
量
り
な
く

光
明
は
き
わ
な
く
照
ら
し

國
土
甚
清
淨

聞
名
定
作
佛

今
現
在
十
方

具
足
成
十
力

是
故
稽
首
禮

人
天
中
最
尊

国
土
は
な
は
だ
清
浄
な
り
。
名
を
聞
け
ば
さ
だ
め
て
仏
に
作
る
。

い
ま
現
に
十
方
に
ま
し
ま
し
て
、
十
力
を
具
足
し
成
じ
た
ま
ふ
。

こ
の
ゆ
ゑ
に
人
天
の
な
か
の
最
尊
を
稽
首
し
礼
し
た
て
ま
つ
る
と
。

そ
の
国
土
は
甚
だ
清
浄
で

み
名
を
聞
く
な
ら
ば
か
な
ら
ず
仏
と
な
ろ
う

そ
れ
ら
の
仏
が
い
ま
現
に
十
方
に
ま
し
ま
し

十
力
を
ま
ど
か
に
そ
な
え
て
お
ら
れ
る

そ
れ
ゆ
え
人
天
中
の
最
も
尊
い
仏
た
ち
に

ぬ
か
ず
き
礼
し
た
て
ま
つ
る

百
七
仏
章

問
曰

但
聞
是
十
佛
名
號
執
持
在
心

便
得
不
退
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提

爲
更
有
餘
佛
餘
菩
薩
名
得
至
阿

惟
越
致
耶

【7

】

問
ひ
て
い
は
く
、
た
だ
こ
の
十
仏
の
名
号
を
聞
き
て
、
執
持
し
て
心
に
在
け
ば
、
す
な
は

ち
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
退
せ
ざ
る
こ
と
を
得
。
さ
ら
に
余
仏
・
余
菩
薩
の
名
ま
し
ま
し
て
、
阿

惟
越
致
に
至
る
こ
と
を
得
と
な
す
や
。

【7

】

問
う
て
い
う
。

た
だ
こ
の
十
仏
の
名
号
を
聞
い
て
心
に
信
ず
れ
ば
不
退
転
の
位
を
得
る

の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
ほ
か
の
仏
や
菩
薩
の
名
号
に
よ
っ
て
も
、
ま
た
不
退
転
の
位
に
至
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

答
曰

阿
彌
陀
等
佛

及
諸
大
菩
薩

稱
名
一
心
念

亦
得
不
退
轉

更
有
阿
彌
陀
等
諸
佛

亦
應
恭

敬
禮
拜
稱
其
名
號

【8

】

答
へ
て
い
は
く
、
阿
弥
陀
等
の
仏
お
よ
び
も
ろ
も
ろ
の
大
菩
薩
、
名
を
称
し
一
心
に
念
ず

れ
ば
、
ま
た
不
退
転
を
得
。
ま
た
阿
弥
陀
等
の
諸
仏
ま
し
ま
し
て
、
ま
た
恭
敬
礼
拝
し
、
そ
の
名
号

を
称
す
べ
し
。

【8

】

答
え
て
い
う
。

阿
弥
陀
仏
な
ど
の
仏
た
ち
お
よ
び
多
く
の
大
菩
薩
た
ち
の
み
名
を
称
え

て
一
心
に
念
ず
れ
ば
、
ま
た
不
退
転
を
得
る
こ
と
は
、
こ
の
通
り
で
あ
る
。

阿
弥
陀
仏
な
ど
の

仏
た
ち
も
ま
た
恭
敬
し
礼
拝
し
て
そ
の
名
号
を
称
う
べ
き
で
あ
る
。
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今
當
具
説

無
量
壽
佛

世
自
在
王
佛

師
子
意
佛

法
意
佛

梵
相
佛

世
相
佛

世
妙
佛

慈
悲
佛

世
王
佛

人
王
佛

月
徳
佛

寶
徳
佛

相
徳
佛

大
相
佛

珠
蓋
佛

師
子
鬘
佛

破
無
明
佛

智
華
佛

多
摩
羅
跋
栴
檀

香
佛

持
大
功
徳
佛

雨
七
寶
佛

超
勇
佛

離
瞋
恨
佛

大
莊
嚴
佛

無
相
佛

寶
藏
佛

徳
頂
佛

多
伽
羅
香

佛

栴
檀
香
佛

蓮
華
香
佛

莊
嚴
道
路
佛

龍
蓋
佛

雨
華
佛

散
華
佛

華
光
明
佛

日
音
聲
佛

蔽
日
月
佛

琉
璃
藏
佛

梵
音
佛

淨
明
佛

金
藏
佛

須
彌
頂
佛

山
王
佛

音
聲
自
在
佛

淨
眼
佛

月
明
佛

如
須
彌
山

佛

日
月
佛

得
衆
佛

華
生
佛

梵
音
説
佛

世
主
佛

師
子
行
佛

妙
法
意
師
子
吼
佛

珠
寶
蓋
珊
瑚
色
佛

破
癡
愛
闇
佛

水
月
佛

衆
華
佛

開
智
慧
佛

持
雜
寶
佛

菩
提
佛

華
超
出
佛

眞
琉
璃
明
佛

蔽
日
明
佛

持
大
功
徳
佛

得
正
慧
佛

勇
健
佛

離
諂
曲
佛

除
惡
根
栽
佛

大
香
佛

道
映
佛

水
光
佛

海
雲
慧
遊
佛

徳
頂
華
佛

華
莊
嚴
佛

日
音
聲
佛

月
勝
佛

琉
璃
佛

梵
聲
佛

光
明
佛

金
藏
佛

山
頂
佛

山
王
佛

音
王

佛

龍
勝
佛

無
染
佛

淨
面
佛

月
面
佛

如
須
彌
佛

栴
檀
香
佛

威
勢
佛

燃
燈
佛

難
勝
佛

寶
徳
佛

喜

音
佛

光
明
佛

龍
勝
佛

離
垢
明
佛

師
子
佛

王
王
佛

力
勝
佛

華
齒
佛

無
畏
明
佛

香
頂
佛

普
賢
佛

普
華
佛

寶
相
佛

是
諸
佛
世
尊
現
在
十
方
清
淨
世
界

皆
稱
名
憶
念

【9

】

い
ま
ま
さ
に
つ
ぶ
さ
に
説
く
べ
し
。
無
量
寿
仏
・
世
自
在
王
仏
・
師
子
意
仏
・
法
意
仏
・

梵
相
仏
・
世
相
仏
・
世
妙
仏
・
慈
悲
仏
・
世
王
仏
・
人
王
仏
・
月
徳
仏
・
宝
徳
仏
・
相
徳
仏
・
大
相

仏
・
珠
蓋
仏
・
師
子
鬘
仏
・
破
無
明
仏
・
智
華
仏
・
多
摩
羅
跋
栴
檀
香
仏
・
持
大
功
徳
仏
・
雨
七
宝

仏
・
超
勇
仏
・
離
瞋
恨
仏
・
大
荘
厳
仏
・
無
相
仏
・
宝
蔵
仏
・
徳
頂
仏
・
多
伽
羅
香
仏
・
栴
檀
香
仏

・
蓮
華
香
仏
・
荘
厳
道
路
仏
・
竜
蓋
仏
・
雨
華
仏
・
散
華
仏
・
華
光
明
仏
・
日
音
声
仏
・
蔽
日
月
仏

・
琉
璃
蔵
仏
・
梵
音
仏
・
浄
明
仏
・
金
蔵
仏
・
須
弥
頂
仏
・
山
王
仏
・
音
声
自
在
仏
・
浄
眼
仏
・
月

明
仏
・
如
須
弥
山
仏
・
日
月
仏
・
得
衆
仏
・
華
生
仏
・
梵
音
説
仏
・
世
主
仏
・
師
子
行
仏
・
妙
法
意

師
子
吼
仏
・
珠
宝
蓋
珊
瑚
色
仏
・
破
痴
愛
闇
仏
・
水
月
仏
・
衆
華
仏
・
開
智
慧
仏
・
持
雑
宝
仏
・
菩

提
仏
・
華
超
出
仏
・
真
琉
璃
明
仏
・
蔽
日
明
仏
・
持
大
功
徳
仏
・
得
正
慧
仏
・
勇
健
仏
・
離
諂
曲
仏

・
除
悪
根
栽
仏
・
大
香
仏
・
道
映
仏
・
水
光
仏
・
海
雲
慧
遊
仏
・
徳
頂
華
仏
・
華
荘
厳
仏
・
日
音
声

仏
・
月
勝
仏
・
琉
璃
仏
・
梵
声
仏
・
光
明
仏
・
金
蔵
仏
・
山
頂
仏
・
山
王
仏
・
音
王
仏
・
竜
勝
仏
・

無
染
仏
・
浄
面
仏
・
月
面
仏
・
如
須
弥
仏
・
栴
檀
香
仏
・
威
勢
仏
・
燃
灯
仏
・
難
勝
仏
・
宝
徳
仏
・

喜
音
仏
・
光
明
仏
・
竜
勝
仏
・
離
垢
明
仏
・
師
子
仏
・
王
王
仏
・
力
勝
仏
・
華
歯
仏
・
無
畏
明
仏
・

香
頂
仏
・
普
賢
仏
・
普
華
仏
・
宝
相
仏
な
り
。

こ
の
も
ろ
も
ろ
の
仏
世
尊
現
に
十
方
の
清
浄
世
界
に
ま
し
ま
す
。
み
な
名
を
称
し
憶
念
す
べ
し
。

【9

】

^

今
く
わ
し
く
無
む
量
り
ょ
う
寿
じ
ゅ
仏
・
世
自
せ
じ
在
王
ざ
い
お
う
仏
・
師
子
し
し
意

い
仏
・
法
ほ
う
意
い
仏
・
梵
相
ぼ
ん
そ
う
仏
・
世
せ
相
そ
う
仏
・
世
せ
妙
み
ょ
う
仏
・
慈
悲
じ
ひ

仏
・
世
せ
王
お
う
仏
・
人
王
に
ん
の
う
仏
・
月
徳
が
っ
と
く
仏
・
宝
徳
ほ
う
と
く
仏
・
相
徳
そ
う

と
く
仏
・
大
相
だ
い
そ
う
仏
・
殊
蓋
し
ゅ
が
い
仏
・
師
子
し
し
鬘
ま
ん
仏
・
破
無
は
む
明
み
ょ
う

仏
・
智
華
ち
け
仏
・
多
摩
羅
た
ま
ら
跋
ば
つ
栴
檀
せ
ん
だ
ん
香
こ
う
仏
・
持
じ
大
だ
い
功
く
徳
ど

く
仏
・
雨
う
七
宝
し
っ
ぽ
う
仏
・
超
ち
ょ
う
勇
ゆ
う
仏
・
離
し
瞋
恨
し
ん
こ
ん
仏
・
大
だ
い
荘
し

ょ
う
厳
ご
ん
仏
・
無
む
相
そ
う
仏
・
宝
蔵
ほ
う
ぞ
う
仏
・
徳
と
く
頂
ち
ょ
う
仏
・
多
伽
羅
た
か
ら

香
こ
う
仏
・
栴
檀
せ
ん
だ
ん
香
こ
う
仏
・
蓮
れ
ん
華
げ
香
こ
う
仏
・
荘
し
ょ
う
厳
ご
ん
道
ど
う
路
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ろ
仏
・
竜
り
ゅ
う
蓋
が
い
仏
・
雨
華
う
け
仏
・
散
さ
ん
華
げ
仏
・
華
け
光
こ
う
明
み
ょ
う
仏
・
日

音
に
ち
お
ん
声
じ
ょ
う
仏
・
蔽
へ
い
日
月
に
ち
が
つ
仏
・
琉
璃
る
り
蔵
ぞ
う
仏
・
梵
音
ぼ
ん
の
ん

仏
・
浄
明
じ
ょ
う
み
ょ
う
仏
・
金
蔵
こ
ん
ぞ
う
仏
・
須
し
ゅ
弥
み
頂
ち
ょ
う
仏
・
山
王
せ
ん
の
う

仏
・
音
お
ん
声
じ
ょ
う
自
じ
在
ざ
い
仏
・
浄
じ
ょ
う
眼
げ
ん
仏
・
月
が
つ
明
み
ょ
う
仏
・
如
に
ょ

須
し
ゅ
弥
み
山
せ
ん
仏
・
日
月
に
ち
が
つ
仏
・
得
衆
と
く
し
ゅ
仏
・
華
け
王
お
う
仏
・
梵
音
ぼ
ん

の
ん
説
せ
つ
仏
・
世
せ
主
し
ゅ
仏
・
師
子
し
し
行
ぎ
ょ
う
仏
・
妙
み
ょ
う
法
ほ
う
意
い
師
子
吼
し

し
く
仏
・
珠
宝
し
ゅ
ほ
う
蓋
が
い
珊
さ
ん
瑚
ご
色
し
き
仏
・
破
痴
は
ち
愛
闇
あ
い
あ
ん
仏
・
水
月

す
い
が
つ
仏
・
衆
し
ゅ
う
華
げ
仏
・
開
か
い
智
慧
ち
え
仏
・
持
じ
雑
宝
ぞ
う
ほ
う
仏
・
菩
ぼ
提
だ

い
仏
・
華
け
超
出
ち
ょ
う
し
ゅ
つ
仏
・
真
し
ん
瑠
璃
る
り
明
み
ょ
う
仏
・
蔽
へ
い
日
に
ち
明
み
ょ

う
仏
・
持
じ
大
だ
い
功
く
徳
ど
く
仏
・
得
と
く
正
し
ょ
う
慧
え
仏
・
勇
健
ゆ
う
ご
ん
仏
・
離
り
諂

曲
て
ん
ご
く
仏
・
除
悪
じ
ょ
あ
く
根
栽
こ
ん
さ
い
仏
・
大
香
だ
い
こ
う
仏
・
道
歎
ど
う
た
ん
仏
・

水
香
す
い
こ
う
仏
・
海
雲
か
い
う
ん
慧
遊
え
ゆ
仏
・
徳
と
く
頂
ち
ょ
う
華
け
仏
・
華
け
荘
し
ょ
う

厳
ご
ん
仏
・
日
音
に
ち
お
ん
声
じ
ょ
う
仏
・
月
が
つ
勝
し
ょ
う
仏
・
瑠
璃
る
り
仏
・
梵
ぼ
ん
声
じ

ょ
う
仏
・
光
こ
う
明
み
ょ
う
仏
・
金
蔵
こ
ん
ぞ
う
仏
・
山
せ
ん
頂
ち
ょ
う
仏
・
山
王
せ
ん
の
う
仏

・
音
王
お
ん
の
う
仏
・
竜
勝
り
ゅ
う
し
ょ
う
仏
・
無
む
染
ぜ
ん
仏
・
浄
じ
ょ
う
面
め
ん
仏
・
月
面

が
つ
め
ん
仏
・
如
須
に
ょ
し
ゅ
弥
み
仏
・
栴
檀
せ
ん
だ
ん
香
こ
う
仏
・
威
い
勢
せ
い
仏
・
然
灯
ね

ん
と
う
仏
・
難
な
ん
勝
し
ょ
う
仏
・
宝
徳
ほ
う
と
く
仏
・
喜
き
音
お
ん
仏
・
光
こ
う
明
み
ょ
う
仏

・
竜
勝
り
ゅ
う
し
ょ
う
仏
・
離
垢
り
く
明
み
ょ
う
仏
・
師
子
し
し
仏
・
王
王
お
う
お
う
仏
・
力
り

き
勝
し
ょ
う
仏
・
華
け
園
お
ん
仏
・
無
畏
む
い
明
み
ょ
う
仏
・
香
こ
う
頂
ち
ょ
う
仏
・
普
ふ
賢
げ

ん
仏
・
普
華
ふ
け
仏
・
宝
相
ほ
う
そ
う
仏
を
説
こ
う
。

^

こ
れ
ら
の
諸
仏
世
尊
は
現
に
十
方
の
清

浄
世
界
に
お
ら
れ
る
。

皆
そ
の
名
を
称
え
憶
念
お
く
ね
ん
せ
よ
。

弥
陀
章

阿
弥
陀

あ
み
だ極

楽
浄
土
に
い
て
衆
生
を
救
済
す
る
と
さ
れ
る
仏
。
弥
陀
と
も
略
称
さ
れ
る
。《
無
量
寿

経
》
に
よ
れ
ば
，
過
去
世
に
法
蔵
比
丘
が
世
自
在
王
如
来
の
も
と
で
四
十
八
の
誓
願
を
た

て
，
長
期
間
の
修
行
を
果
た
し
，
現
在
で
は
阿
弥
陀
仏
と
な
り
，
極
楽
浄
土
の
主
と
な
っ

て
，
そ
の
浄
土
へ
往
生
を
願
う
衆
生
を
摂
取
す
る
と
い
う
。
四
十
八
の
誓
願
の
う
ち
第
十

八
願
は
阿
弥
陀
仏
を
念
ず
れ
ば
極
楽
往
生
で
き
る
と
い
う
も
の
で
，
後
世
の
中
国
，
日
本

で
は
称
名
念
仏
の
根
拠
と
さ
れ
た
。
こ
の
仏
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
で
は

A
m
it´

b
h
a

(

無
量
光)

，A
m
it´

y
u
s
(

無
量
寿)

と
し
て
現
れ
る
が
，
阿
弥
陀
は
お
そ
ら
く
こ
の
前
半
部

a
m
ita

(

無
限)

の
方
言
で
あ
ろ
う(

他
に
も
説
が
あ
る)

。
阿
弥
陀
仏
は
大
乗
仏
教
の
仏
と
し

て
ク
シ
ャ
ー
ナ
時
代
の
初
期(1

～2

世
紀)

に
登
場
し
た
ら
し
い
が
，
そ
の
起
源
に
関
し
て
イ

ラ
ン
思
想
の
影
響
が
い
わ
れ
て
い
る
。19

7
7

年7

月
に
イ
ン
ド
の
マ
ト
ゥ
ラ
ー
博
物
館
が
入

手
し
た
，
足
だ
け
を
残
す
仏
の
台
座
に
，
こ
の
像
が
阿
弥
陀

A
m
it´

b
h
a

で
あ
る
こ
と
を

示
す
文
字
が
あ
っ
た
。
台
座
が
奉
献
さ
れ
た
時
代
は
フ
ビ
シ
ュ
カ

H
u
v
i

ｏk
a

王
の2

8

年
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(2

世
紀
後
半)

と
記
さ
れ
て
い
る
。《
無
量
寿
経
》
が
中
国
で
翻
訳
さ
れ
た
の
は2

5
2

年
で
あ

る
が
，
そ
れ
よ
り
前
に
安
世
高
や
支
婁
梼
讖(

し
る
か
せ
ん)(

い
ず
れ
も2

世
紀)

が
同
系
の
経

を
翻
訳
し
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
ク
シ
ャ
ー
ナ
時
代
に
は
北
西
イ
ン
ド
に
ク
シ
ャ
ー
ナ
の

王
た
ち
が
信
奉
す
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
系
の
信
仰
が
広
ま
っ
た
と
み
ら
れ
，
ク
シ
ャ
ー
ナ

の
貨
幣
に
は
太
陽
神
ミ
イ
ロ
が
表
現
さ
れ
，
ま
た
神
や
王
の
姿
に
は
光
線
や
索
が
そ
え
ら

れ
て
お
り
，〈
無
量
の
光
〉
を
属
性
と
す
る
仏
の
信
仰
を
生
み
だ
す
背
景
は
十
分
に
あ
っ

た
。
ま
た
オ
リ
エ
ン
ト(

イ
ラ
ン
を
含
む)

の
メ
シ
ア
思
想
も
無
視
し
え
な
い
。
阿
弥
陀
仏
は

衆
生
を
救
済
す
る
仏
と
し
て
，
従
来
の
自
力
仏
教
の
伝
統
の
な
か
に
他
力
仏
教
と
い
う
新

し
い
要
素
を
も
た
ら
し
た
。
自
力
仏
教
に
お
い
て
は
阿
弥
陀
仏
は
観
想
の
対
象
と
し
て
の

意
味
を
も
ち
，
修
行
者
の
成
仏
の
意
志
を
励
ま
す
も
の
と
な
っ
た
。
密
教
で
は
絶
対
者
の

顕
現
の
一
つ
と
し
て
そ
の
パ
ン
テ
オ
ン
に
組
み
い
れ
ら
れ
た
。
三
身

trik
´

y
a

説
で
は
報

身
と
さ
れ
る
。
観
音
，
勢
至
を
脇
侍
と
す
る
。

定
方

里

［
日
本
に
お
け
る
阿
弥
陀
信
仰
］

阿
弥
陀
信
仰
は
中
央
ア
ジ
ア
を
経
て
，
中
国
に
伝
わ

っ
た
。
中
国
で
こ
の
信
仰
が
高
ま
る
の
は4

世
紀
後
半
か
ら5

世
紀
以
後
で
あ
る
。
日
本
へ

は7

世
紀
の
は
じ
め
に
伝
わ
っ
た
。
人
び
と
を
ひ
き
つ
け
た
の
は
《
無
量
寿
経
》《
観
無
量
寿

経
》《
阿
弥
陀
経
》
で
あ
り
，
こ
れ
ら
は
阿
弥
陀
仏
と
そ
の
浄
土
を
語
り
，
阿
弥
陀
仏
の
救

済
が
衆
生
の
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
で
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。
奈
良
時
代
以
前

の
阿
弥
陀
信
仰
は
弥
勒
信
仰
と
混
在
し
た
形
で
あ
り
，
追
善
的
性
格
が
濃
厚
で
あ
っ
た
。

奈
良
時
代
の
後
期
に
浄
土
変
相
図
が
つ
く
ら
れ
，
阿
弥
陀
仏
と
浄
土
へ
の
観
想
に
関
心
が

寄
せ
ら
れ
た
が
，
往
生
を
願
う
中
心
に
死
者
だ
け
で
な
く
，
自
己
を
据
え
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
阿
弥
陀
仏
と
と
も
に
，
そ
の
西
方
の
浄
土
が
日
本
人
の
心
に
し
み
つ
い
た
の
は
平

安
時
代
か
ら
で
あ
る
。

阿
弥
陀
信
仰
の
本
格
的
展
開
の
き
っ
か
け
を
な
し
た
の
は
比
叡
山
の
不
断
念
仏
で
あ

り
，
源
信
の
《
往
生
要
集
》
で
あ
っ
た
。
阿
弥
陀
信
仰
が
成
熟
し
た
の
は
平
安
時
代
中･

末

期
で
あ
る
。
阿
弥
陀
堂
，
迎
接
堂
が
建
て
ら
れ
，
聖
衆
来
迎
図
が
描
か
れ
，
迎
講
，
往
生

講
，
阿
弥
陀
講
な
ど
が
営
ま
れ
た
。
信
仰
者
は
当
初
僧
侶･

貴
族
層
で
あ
っ
た
が
，
官
人
，

武
士
，
農
民
，
沙
弥
な
ど
各
層
に
及
び
，
奴
婢
，
環
児
な
ど
卑
賤
の
も
の
も
阿
弥
陀
信
仰

を
精
神
的
支
柱
と
し
て
い
た
。〈
往
生
伝
〉
は
こ
れ
ら
信
仰
者
の
往
生
の
証
の
書
で
あ
る

が
，10

世
紀
末
か
ら
約2

世
紀
の
間
に
，
慶
滋
保
胤
の
《
日
本
往
生
極
楽
記
》
以
下7

種
類

も
著
さ
れ
た
。
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
，
阿
弥
陀
信
仰
は
質
的
に
飛
躍
し
た
。
本
願
，
往
生
，

名
号
な
ど
に
関
す
る
教
学
が
深
ま
り
，
い
わ
ば
念
仏
宗
と
も
い
う
べ
き
新
宗
派
，
す
な
わ

ち
法
然
の
浄
土
宗
，
親
鸞
の
浄
土
真
宗
，
一
遍
の
時
宗
が
成
立
し
た
。
日
本
で
の
阿
弥
陀

信
仰
の
特
色
は
，
阿
弥
陀
仏
の〈
来
迎
引
接
〉
と
，
行
者
の〈
極
楽
往
生
〉
に
特
別
の
関
心
が

寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
，
阿
弥
陀
仏
の
〈
本
願
〉
へ
の
絶
対
的
な
帰
信
が
み
ら
れ
た
こ
と
，

念
仏
が
自
身
の〈
滅
罪
〉
と
死
者
へ
の
〈
追
善
〉
に
最
適
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
阿
弥

陀
仏
へ
の
帰
依
を
本
旨
と
し
た
宗
派(

浄
土
宗
，
西
山
系
の
浄
土
宗
，
浄
土
真
宗
，
融
通
念

仏
宗
な
ど)

の
信
者
は
，
今
日
，
全
仏
教
徒
の
約5

分
の2

を
占
め
，
阿
弥
陀
仏
を
本
尊
と
す

る
寺
院
は
全
寺
院
の
半
数
近
く
に
達
し
て
い
る
。

伊
藤

唯
真

［
図
像
］

阿
弥
陀
如
来
は
浄
土
教
信
仰
の
主
尊
で
あ
り
，
し
た
が
っ
て
浄
土
教
美
術
の

中
心
的
尊
像
で
あ
る
。
薬
師
如
来
像
と
は
異
な
り
手
に
持
物
は
な
い
が
，
さ
ま
ざ
ま
な
印
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相(

い
ん
そ
う)(

手
の
形)

で
表
現
さ
れ
，
印
相
の
違
い
に
よ
り
与
願･

施
無
畏
印
，
転
法
輪
印

(

説
法
印)

，
定
印
，
来
迎
印
の
像
の4

種
に
大
別
で
き
る
。

与
願･

施
無
畏
印
の
像
は
，
左
手
は
下
げ
て
右
手
は
掌
を
外
に
向
け
て
上
げ
る
。
転
法
輪

印
の
像
は
，
両
手
を
胸
前
に
あ
げ
，
左
手
は
大
指(

親
指)

と
中
指
を
つ
け
て
掌
を
内
に
向

け
，
右
手
は
大
指
と
頭
指(

人
指
し
指)

を
つ
け
て
掌
を
外
に
向
け
る
。
こ
れ
は
阿
弥
陀
如
来

が
説
法
す
る
姿
を
写
す
も
の
で
，
阿
弥
陀
浄
土
図
，
観
経
変
相
図
な
ど
の
画
像
に
表
さ
れ

る
。
与
願･

施
無
畏
印
と
転
法
輪
印
は
釈
梼
如
来
像
に
も
表
さ
れ
て
お
り
，
阿
弥
陀
特
有

の
印
相
で
は
な
い
が
，
阿
弥
陀
に
は
比
較
的
古
い
時
代
か
ら
用
い
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ

る
。
定
印
の
像
は
，
腹
の
前
で
両
手
掌
を
上
に
向
け
て
両
手
指
を
交
差
し
，
左
右
の
頭
指

を
立
て
て
背
中
合
せ
に
し
，
そ
の
上
に
左
右
の
大
指
を
置
く
。《
両
界
曼
荼
羅
》
の
う
ち
胎

蔵
界
の
無
量
寿
如
来
と
金
剛
界
の
阿
弥
陀
如
来
に
表
さ
れ
て
お
り
，
平
安
時
代
の
阿
弥

陀
堂
本
尊(

彫
像)

は
こ
の
印
相
の
像
で
あ
る
。
来
迎
印
は
，
両
手
と
も
大
指
と
頭
指
と
を

合
わ
せ
た
ま
ま
右
手
は
上
げ
左
手
は
下
げ
，
掌
は
い
ず
れ
も
外
に
向
け
る
。
往
生
者
を
迎

え
る
姿
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。

［
作
例
］

西
北
イ
ン
ド
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
地
方
に
お
い
て
仏
教
の
造
像
活
動
が
活
発
に
な

る1

～2

世
紀
こ
ろ
，
北
西
イ
ン
ド
で
は
大
乗
仏
教
が
か
な
り
広
ま
り
，
阿
弥
陀
信
仰
が
行

わ
れ
て
い
て
も
不
思
議
で
な
い
状
況
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
，
そ
の
時
代
に
造
ら
れ
た

阿
弥
陀
像
と
断
定
で
き
る
完
全
な
作
例
は
ま
だ
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
西
域
で
は
ト
ゥ
ル

フ
ァ
ン
地
方
に
大
乗
仏
教
が
伝
え
ら
れ
た
が
，
西
域
の
特
色
を
示
す
阿
弥
陀
像
は
発
見
さ

れ
て
い
な
い
。
注
目
す
べ
き
は
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
東
部
の
ト
ユ
ク(
吐
峪
溝)

か
ら
発
見
さ
れ
た

中
国
唐
代
の
大
歴6

年(7
7
1
)

の
銘
を
も
つ
阿
弥
陀
浄
土
図
断
片(
絹
絵)

で
あ
る
。8

世
紀
の

ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
地
方
で
は
，
仏
教
東
漸
の
方
向
と
は
逆
に
唐
代
美
術
の
影
響
が
西
方
に
及

ん
だ
こ
と
を
こ
の
断
片
は
示
し
て
い
る
。
中
国
に
お
い
て
も
こ
の
頃
か
ら
阿
弥
陀
如
来
を

表
現
す
る
こ
と
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
竜
門
石
窟
で
は6

世
紀
に
阿
弥
陀
像
が
造
ら
れ
て
い
る

が
，
著
名
な
作
例
と
し
て
は
ア
メ
リ
カ
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
の
隋
の
開
皇1

3
年(5

9
3
)

銘

を
持
つ《
青
銅
阿
弥
陀
如
来
像
》
が
あ
る
。
ま
た
，
敦
煌
石
窟
で
は
初
唐
時
代
か
ら
阿
弥
陀

浄
土
図
や
観
経
変
相
図
が
数
多
く
描
か
れ
た
。
彫
像
は
左
右
に
観
世
音
菩
醍
，
勢
至
菩
醍

を
脇
侍
に
し
た
三
尊
形
式
の
像
で
，
与
願･

施
無
畏
印
が
多
い
。
朝
鮮
に
お
い
て
も6

世
紀

に
は
阿
弥
陀
如
来
像
が
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
辛
卯
銘
《
金
銅
三
尊
仏
》
は5

1
7

年
，
癸
酉
銘
《
全
氏
阿
弥
陀
仏
三
尊
石
像
》(

ソ
ウ
ル
，
国
立
中
央
博
物
館)

は6
7
3

年
の
造

像
と
推
定
さ
れ
，
と
も
に
右
手
は
施
無
畏
印
で
あ
る
。
左
手
は
，
前
者
が
与
願
印
に
似
る

が
無
名
指
，
小
指
を
曲
げ
，
後
者
は
掌
を
上
に
し
て
胸
前
に
添
え
る
。
ま
た
，7

世
紀
末
こ

ろ
の
作
と
推
定
さ
れ
て
い
る
慶
尚
北
道
の
軍
威
三
尊
石
窟
本
尊
も
脇
侍
の
表
現
に
よ
っ
て

阿
弥
陀
如
来
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
に
は7

世
紀
中
ご
ろ
に
阿
弥
陀
如
来
像
が
登
場
し
た
。
現
存
す
る
作
例
は7

世
紀
末

こ
ろ
の
も
の
ば
か
り
だ
が
，
東
京
国
立
博
物
館
蔵
法
隆
寺
献
納
宝
物
中
の
小
金
銅
仏
の
う

ち
〈
山
田
殿
像
〉
と
言
わ
れ
る
金
銅
阿
弥
陀
三
尊
像
や
法
隆
寺
蔵
《
橘
夫
人
厨
子
》
の
本
尊

は
与
願･

施
無
畏
印
で
，
同
寺
金
堂
壁
画(6

号
壁)

の《
阿
弥
陀
浄
土
図
》
や
同
寺
蔵
の
厨
子

入
銅
板
押
出
阿
弥
陀
三
尊
及
僧
形
像
の
中
の
阿
弥
陀
像
は
転
法
輪
印
の
像
で
あ
り
，
そ

の
当
時
の
中
国
と
朝
鮮
に
お
け
る
阿
弥
陀
像
と
同
形
式
の
古
様
を
伝
え
て
い
る
。
さ
ら
に
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奈
良
の
当
麻(

た
い
ま)

寺
に
は
観
経
変
相
図
が
あ
り
《
当
麻
曼
荼
羅
》
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
平

安
時
代
前
期
に
入
る
と
阿
弥
陀
は
，
密
教
の
両
界
曼
荼
羅
図
の
中
に
定
印
の
座
像
と
し
て

表
現
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
，
単
独
で
造
像
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
平
安
中･

後
期
に

浄
土
教
が
盛
ん
に
な
っ
て
各
地
に
阿
弥
陀
堂
が
建
立
さ
れ
る
と
，
そ
の
本
尊
に
定
印
の
阿

弥
陀
如
来
座
像
が
造
ら
れ
た
。
定
印
の
阿
弥
陀
像
に
は
常
行
三
昧
な
ど
観
法
修
行
の
本

尊
と
し
て
の
性
格
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
浄
土
教
信
仰
は
，
や
が
て

阿
弥
陀
如
来
が
往
生
者
を
極
楽
か
ら
迎
え
に
来
る
姿
，
す
な
わ
ち
来
迎
印
の
阿
弥
陀
像

を
表
現
す
る
。《
阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
図
》
が
そ
の
代
表
例
で
，
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
に
表
現

さ
れ
た
。
特
殊
な
例
と
し
て
は
，
説
法
印
の
阿
弥
陀
如
来
が
山
の
背
後
か
ら
巨
大
な
上
半

身
を
現
す
《
山
越
阿
弥
陀
図
》
，
後
方
を
振
り
返
る
姿
の
《
見
返
り
阿
弥
陀
像
》(

京
都
禅

林
寺)

な
ど
が
造
ら
れ
た
。
鎌
倉
時
代
以
降
は
，
当
麻
寺
の
《
当
麻
曼
荼
羅
》
や
長
野
善
光

寺
の
本
尊
阿
弥
陀
三
尊
像(
秘
仏)

が
盛
ん
に
模
作
さ
れ
た
。
後
者
は
〈
善
光
寺
式
阿
弥
陀

三
尊
〉
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
な
お
，
九
品
阿
弥
陀
の
印
相
に
つ
い
て
，
上
品･

中
品･

下
品
の

各
上
生
の
印
を
定
印
と
し
，
同
じ
く
中
生
印
を
説
法
印
に
，
下
生
印
を
来
迎
印
に
当
て
て

九
種
の
印
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
が
，《
仏
像
図
彙
》(

江
戸
時
代)

な
ど
に
見
ら
れ
，
現
在

も
一
般
の
概
説
書
等
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
，
こ
れ
ら
を
説
く
儀
軌
は
な
く
，
し
か

も
近
世
以
前
に
は
そ
れ
に
基
づ
い
て
造
像
さ
れ
た
も
の
は
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
，
こ
の

九
品
印
は
近
世
に
考
案
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
，
阿
弥
陀
の
印
相
と
し
て
は
説
明
す
べ

き
で
は
な
い
と
の
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。

関
口

正
之

（
世
界
）

(C
)
1
9
9
8
-
2
0
0
0

H
ita

c
h
i
S
y
s
te
m
s
&

S
e
rv
ic
e
s,

L
td
.
A
ll
rig

h
ts

re
se
rv
e
d
.

阿
彌
陀
佛
本
願
如
是

若
人
念
我
稱
名
自
歸

即
入
必
定
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提

是
故
常
應
憶
念

【10

】

阿
弥
陀
仏
の
本
願
は
か
く
の
ご
と
し
、
「
も
し
人
わ
れ
を
念
じ
名
を
称
し
て
み
づ
か
ら
帰

す
れ
ば
、
す
な
は
ち
必
定
に
入
り
て
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
」
と
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
つ
ね
に
憶

念
す
べ
し
。

【10

】

阿
弥
陀
仏
の
本
願
は
こ
の
通
り
で
あ
る
。
「
も
し
人
あ
っ
て
わ
た
し
を
念
じ
て
名
を
称

え
帰
依
す
れ
ば
、
そ
の
と
き
必
定

(

正
定
聚
）

に
入
っ
て
、
つ
い
に
無
上
仏
果
を
得
る
」
と
。

こ
う
い
う
わ
け
で
あ
る
か
ら
常
に
憶
念
す
べ
き
で
あ
る
。

以
偈
稱
讃

【11

】

偈
を
も
つ
て
〔
阿
弥
陀
仏
を
〕
称
讃
せ
ん
。

【11

】

偈
を
も
っ
て
阿
弥
陀
仏
を
ほ
め
た
た
え
よ
う
。
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無
量
光
明
慧

身
如
眞
金
山

我
今
身
口
意

合
掌
稽
首
禮

金
色
妙
光
明

普
流
諸
世
界

無
量
光
明
慧
あ
り
、
身
は
真
金
山
の
ご
と
し
。

わ
れ
い
ま
身
口
意
を
も
つ
て
、
合
掌
し
稽
首
し
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

金
色
の
妙
光
明
、
あ
ま
ね
く
も
ろ
も
ろ
の
世
界
に
流
れ
て
、

は
か
り
な
い
智
慧
の
光
明
に

か
が
や
く
お
ん
身
は
黄
金
の
山
の
よ
う

わ
た
し
は
い
ま
身
し
ん
口
意
く
い
を
も
っ
て

合
掌
し
ぬ
か
ず
き
礼
拝
し
た
て
ま
つ
る

金
色
の
妙
な
る
光
明
は

あ
ま
ね
く
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
ゆ
き
わ
た
り

隨
物
増
其
色

是
故
稽
首
禮

若
人
命
終
時

得
生
彼
國
者

即
具
無
量
徳

是
故
我
歸
命

物
に
随
ひ
て
そ
の
色
を
増
す
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
稽
首
し
礼
し
た
て
ま
つ
る
。
も
し
人
命
終
の
時
に
、
か

の
国
に
生
ず
る
こ
と
を
得
れ
ば
、
す
な
は
ち
無
量
の
徳
を
具
す
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
わ
れ
帰
命
し
た
て
ま

つ
る
。

機
類
に
随
っ
て
そ
の
色
を
示
す

そ
れ
ゆ
え
ぬ
か
ず
き
礼
し
た
て
ま
つ
る

も
し

人
が
命
終
っ
て

か
の
国
に
生
ま
る
る
こ
と
を
得
た
な
ら
ば

す
な
わ
ち
量
り
な
き
徳
を
そ
な
え
る

そ
れ
ゆ
え
わ
た
し
は
帰
命
し
た
て
ま
つ
る

人
能
念
是
佛

無
量
力
威
徳

即
時
入
必
定

是
故
我
常
念

彼
國
人
命
終

設
應
受
諸
苦

人
よ
く
こ
の
仏
の
無
量
力
威
徳
を
念
ず
れ
ば
、
即
時
に
必
定
に
入
る
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
わ
れ
つ
ね
に
念

じ
た
て
ま
つ
る
。
か
の
国
の
人
命
終
し
て
、
た
と
ひ
も
ろ
も
ろ
の
苦
を
受
く
べ
き
も
、

人
が
よ
く
こ
の
み
仏
の

は
か
り
な
き
功
徳
を
念
ず
れ
ば

そ
の
と
き
不
退
の
位
に
定
ま
る

そ
れ
ゆ
え
わ
た
し
は
常
に
念
じ
た
て
ま
つ
る

か
の
浄
土
の
人
が
迷
い
の
世
界
に
出
て

た
と
い

い
ろ
い
ろ
の
苦
を
受
け
る
と
し
て
も

不
堕
惡
地
獄

是
故
歸
命
禮

若
人
生
彼
國

終
不
堕
三
趣

及
與
阿
修
羅

我
今
歸
命
禮

悪
地
獄
に
堕
せ
ず
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
帰
命
し
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

も
し
人
か
の
国
に
生
ず
れ
ば
、
つ
ひ
に
三
趣

お
よ
び
阿
修
羅
に
堕
せ
ず
。
わ
れ
い
ま
帰
命
し
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

悪
地
獄
に
堕
ち
る
こ
と
は
な
い

そ
れ
ゆ
え
帰
命
し
礼
し
た
て
ま
つ
る

も
し

人
か
の
国
に
生
ま
れ
た
な
ら
ば

と
こ
し
え
に
三
悪
趣

阿
修
羅
に
堕
ち
な
い

わ
た
し
は
今
帰
命
し
礼
し
た
て
ま
つ
る
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三
悪
趣

さ
ん
あ
く
し
ゅ

さ
ん
ま
く
し
ゅ

生
あ
る
も
の
が
行
い
つ
く
っ
た
悪
行
の
結
果
と
し
て
、
死

後
生
ま
れ
る
世
界
ま
た
は
あ
り
方
を
、
趣
（
ま
た
は
道
）
と
い
い
、
悪
趣
に
地
獄
・
餓
鬼

・
畜
生
の
三
つ
を
数
え
る
。
こ
の
三
つ
と
修
羅
・
人
間
・
天
を
合
わ
せ
て
六
道
と
い
う
。

輪
廻
の
内
に
あ
る
生
存
の
あ
り
方
で
あ
る
。

（
仏
教
語
）

人
天
身
相
同

猶
如
金
山
頂

諸
勝
所
歸
處

是
故
頭
面
禮

其
有
生
彼
國

具
天
眼
耳
通

人
天
の
身
相
同
じ
く
し
て
、
な
ほ
金
山
の
頂
の
ご
と
し
。

諸
勝
の
所
帰
の
処
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
頭
面
を
も
つ
て
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

そ
れ
か
の
国
に
生
ず
る
こ
と
あ
れ
ば
、
天
眼
耳
通
を
具
し
て
、

人
天
の
身
相
は
同
じ
く
て

あ
た
か
も
金
山
の
頂
の
よ
う
で
あ
る

い
ろ
い
ろ
の
す
ぐ
れ
た
所
を
集
め
て
い
る

そ
れ
ゆ
え
ぬ
か
ず
き
礼
し
た
て
ま
つ
る

か
の
国
に
生
ま
れ
た
な
ら
ば

天
眼
通
や
天
耳
通
を
そ
な
え
て

天
眼

て
ん
げ
ん

[s

：divya_cak_us]

詳
し
く
は
〈
天
眼
通
〉(divya_cak_ur_abhij__
)

と
も
い
う
．

〈
五
眼(

ご
げ
ん)

〉
や
〈
三
明(

さ
ん
み
よ
う)

〉
の
一
つ
で
，
神
通
の
一
種
．
超
人
的

な
視
力
を
指
す
．
可
視
的
な
物
質
も
突
き
通
し
て
見
抜
く
視
力
．
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
見

通
す
能
力
．
未
来
の
衆
生
の
死
と
生
の
相
を
見
通
す
と
い
う
意
味
で
は
，
〈
死
生
智
証

明
〉
あ
る
い
は
〈
天
眼
明
〉
に
同
じ
．_

此
の
人(

阿
那
律)

は
天
眼
第
一
の
御
弟
子
な

り
．
三
千
大
千
世
界
を
見
る
事
，
掌(

た
な
ご
こ
ろ)

を
見
る
が
ご
と
し_

〔
今
昔(

２

_19
)

〕
．
・

（
岩
波
）

天
眼
通

て
ん
げ
ん
つ
う

超
自
然
的
な
眼
。
死
後
の
世
界
を
見
通
す
こ
と
。
す
な
わ
ち
天
界
と
地
獄
と

を
見
る
こ
と
。
人
の
素
質
か
ら
未
来
の
運
命
を
予
測
す
る
智
慧
の
こ
と
も
さ
す
。
六
神

通
の
一
つ
。

（
仏
教
語
）

天
耳
通

て
ん
に
つ
う

六
神
通
の
一
つ
。
自
在
に
一
切
の
言
語
・
音
声
を
聞
く
こ
と
の
で
ぎ
る
通
力
。

こ
れ
に
二
種
類
あ
る
。
四
禅
を
修
し
て
得
た
定
力
に
よ
っ
て
、
天
界
の
四
大
を
発
得
し
、

天
耳
の
作
用
を
す
る
修
得
と
、
四
禅
天
に
生
ま
れ
た
果
報
と
し
て
得
た
報
得
と
で
あ
る
。

↓
六
神
通

（
仏
教
語
）

十
方
普
無
礙

稽
首
聖
中
尊

其
國
諸
衆
生

神
變
及
心
通

亦
具
宿
命
智

是
故
歸
命
禮

十
方
に
あ
ま
ね
く
無
礙
な
り
。
聖
中
の
尊
を
稽
首
し
た
て
ま
つ
る
。

そ
の
国
の
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
は
、
神
変
お
よ
び
心
通
、

ま
た
宿
命
智
を
具
す
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
帰
命
し
礼
し
た
て
ま
つ
る
。



- 58 -

十
方
に
あ
ま
ね
く
さ
え
ぎ
ら
れ
る
所
が
な
い

聖
中
の
尊
で
あ
る
如
来
に
ぬ
か
ず
き
た
て
ま
つ
る

そ
の
国
の
す
べ
て
の
人
々
は

神
足
通
お
よ
び
他
心
通

ま
た
宿
命
通
を
そ
な
え
て
い
る

そ
れ
ゆ
え
帰
命
し
礼
し
た
て
ま
つ
る

神
変

心
通

宿
命
智

生
彼
國
土
者

無
我
無
我
所

不
生
彼
此
心

是
故
稽
首
禮

超
出
三
界
獄

目
如
蓮
華
葉

か
の
国
土
に
生
ず
れ
ば
、
我
な
く
我
所
な
し
。

彼
此
の
心
を
生
ぜ
ず
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
稽
首
し
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

三
界
の
獄
を
超
出
し
て
、
目
は
蓮
華
葉
の
ご
と
し
。

か
の
国
に
生
ま
れ
た
者
は

我
執
が
な
く
ま
た
も
の
に
執
ず
る
こ
と
が
な
く

彼
此
差
別
の
心
を
起
こ
さ
ぬ

そ
れ
ゆ
え
ぬ
か
ず
き
礼
し
た
て
ま
つ
る

三
界
の
迷
い
を
出
て

目
は
蓮
華
の
は
な
び
ら
の
よ
う

我
所

我
之
所
有
の
略

我
所
事
と
も
い
う
。
わ
が
も
の
。
わ
が
も
の
と
い
う
観
念
。
自
我
に

所
属
さ
れ
る
と
執
着
さ
れ
る
も
の
。
我
の
所
有
有
す
る
も
の
。
我
の
は
た
ら
き
。

（
仏
教
語
）

聲
聞
衆
無
量

是
故
稽
首
禮

彼
國
諸
衆
生

其
性
皆
柔
和

自
然
行
十
善

稽
首
衆
聖
王

声
聞
衆
無
量
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
稽
首
し
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

か
の
国
の
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
、
そ
の
性
み
な
柔
和
に
し
て
、

自
然
に
十
善
を
行
ず
。
衆
聖
の
王
（
阿
弥
陀
仏
）
を
稽
首
し
た
て
ま
つ
る
。

そ
の
よ
う
な
声
聞
衆
が
無
量
で
あ
る

そ
れ
ゆ
え
ぬ
か
ず
き
礼
し
た
て
ま
つ
る

か
の
国
の
す
べ
て
の
衆
生
は

そ
の
性
質
が
柔
和
で

自
然
に
十
善
を
行
ず
る

聖
者
た
ち
の
王
で
あ
る
弥
陀
に
ぬ
か
ず
き
た
て
ま
つ
る

十
善
戒

世
俗
の
人
の
守
る
べ
き
十
の
戒
め
。
十
善
業
道S:saZa

kuZalakarm
a-pathAH

を
行
ず

る
こ
と
を
も
っ
て
戒
と
な
す
立
場
。
慈
雲
尊
者
飲
光
は
も
っ
ぱ
ら
こ
れ
を
守
る
べ
き
こ

と
を
説
い
た
。

１

不
殺
生(

ふ
せ
つ
し
よ
う)

生
き
も
の
を
殺
す
こ
と
な
か
れ

２

不
偸
盗(

ふ
ち
ゆ
う
と
う)

盗
む
こ
と
な
か
れ

３

不
邪
婬(

ふ
じ
や
い
ん)

男
女
の
道
を
乱
す
な
か
れ

４

不
妄
語(

ふ
も
う
ご)

偽
り
を
言
う
な
か
れ
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５

不
悪
口(

ふ
あ
く
く)

ふ
ざ
け
た
こ
と
ば
を
言
う
な
か
れ

６

不
両
舌(

ふ
り
よ
う
ぜ
つ)

悪
口
を
言
う
な
か
れ

７

不
綺
語(

ふ
き
ご)

な
か
た
が
い
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
言
う
な
か
れ

８

不
貪
欲(

ふ
と
ん
よ
く)

貪
る
な
か
れ

９

不
瞋
恚(

ふ
し
ん
に)

怒
る
な
か
れ

10
不
邪
見(

ふ
じ
ゃ
け
ん)

人
間
生
存
の
理
法
に
つ
い
て
よ
こ
し
ま
な
見
解
を
い

だ
く
な
か
れ

『
開
日
抄
』

（
仏
教
語
）

十
善

じ
ゅ
う
ぜ
ん

仏
教
で
善
と
は_
楽(

ら
く)

の
果(

か)

を
も
た
ら
す
行
為
を
い
う
が
，
身
・
語
・

意(

身
口
意(

し
ん
く
い)

)

の
三
方
面
に
お
け
る
そ
の
代
表
的
な
十
の
行
為
が
十
善
で
あ

る
．
ま
ず
身
の
行
為
に
関
し
，

・

不
殺
生(

ふ
せ
つ
し
よ
う)

・

不
偸
盗(

ふ
ち
ゆ
う
と
う)

・

不
邪
婬(

ふ
じ
や
い
ん)

・

不
妄
語(

ふ
も
う
ご)

語
の
行
為
に
関
し

・

不
悪
口(

ふ
あ
く
く)

・

不
両
舌(

ふ
り
よ
う
ぜ
つ)

・

不
綺
語(

ふ
き
ご)

・

無
貪(

む
と
ん)

意
の
行
為
に
関
し
て
、

・

無
瞋(

む
し
ん)

(

瞋
恚(

し
ん
に)

)

・

正
見(

し
よ
う
け
ん)

(

八
正
道(

は
つ
し
よ
う
ど
う)

)

が
い
わ
れ
る(

受
十
善
戒
経
，
十
善
業
道
経
な
ど)

．
大

乗
の
戒(

戒
律)

は
，
こ
の
十
善
業
道
を
基
本
と
す
る
．
こ
の
反
対
を
，
十
悪
，
十
不
善

業
な
ど
と
い
う
。

（
岩
波
）

從
善
生
淨
明

無
量
無
邊
數

二
足
中
第
一

是
故
我
歸
命

若
人
願
作
佛

心
念
阿
彌
陀

善
よ
り
浄
明
を
生
ず
る
こ
と
、
無
量
無
辺
数
に
し
て
、

二
足
の
な
か
の
第
一
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
わ
れ
帰
命
し
た
て
ま
つ
る
。

も
し
人
仏
に
作
ら
ん
と
願
じ
て
、
心
に
阿
弥
陀
を
念
ず
れ
ば
、

善
根
よ
り
智
慧
を
生
ず
る

そ
う
い
う
人
が
無
数
で
あ
る

人
天
の
中
の
最
も
す
ぐ
れ
た
方
で
あ
る

そ
れ
ゆ
え
わ
た
し
は
帰
命
し
た
て
ま
つ
る

も
し

人
が
仏
に
な
ろ
う
と
願
っ
て

心
に
阿
弥
陀
仏
を
念
ず
れ
ば

應
時
爲
現
身

是
故
我
歸
命

彼
佛
本
願
力

十
方
諸
菩
薩

來
供
養
變
法

是
故
我
稽
首
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時
に
応
じ
て
た
め
に
身
を
現
し
た
ま
ふ
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
わ
れ
、

か
の
仏
の
本
願
力
を
帰
命
し
た
て
ま
つ
る
。
十
方
の
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
、

来
り
て
供
養
し
法
を
聴
く
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
わ
れ
稽
首
し
た
て
ま
つ
る
。

そ
の
時
に
応
じ
て
身
を
現
わ
し
た
も
う

そ
れ
ゆ
え
わ
た
し
は
帰
命
し
た
て
ま
つ
る

か
の
仏
の
本
願
力
に
よ
っ
て

十
方
の
菩
薩
た
ち
も
来
っ
て

か
の
仏
を
供
養
し
尊
い
法
を
聴
く

そ
れ
ゆ
え
わ
た
し
は
ぬ
か
ず
き
た
て
ま
つ
る

彼
土
諸
菩
薩

具
足
諸
相
好

以
自
莊
嚴
身

我
今
歸
命
禮

彼
諸
大
菩
薩

日
日
於
三
時

か
の
土
の
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
は
、
も
ろ
も
ろ
の
相
好
を
具
足
し
、

も
つ
て
み
づ
か
ら
身
を
荘
厳
す
。
わ
れ
い
ま
帰
命
し
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

か
の
も
ろ
も
ろ
の
大
菩
薩
、
日
々
三
時
に
、

か
の
土
の
菩
薩
た
ち
は

あ
ら
ゆ
る
相
好
を
そ
な
え
て

み
ず
か
ら
身
を
か
ざ
る

わ
た
し
は
い
ま
帰
命
し
礼
し
た
て
ま
つ
る

か
の
諸
大
菩
薩
は

日
日
に
ち
に
ち
に
三
回
ず
つ

供
養
十
方
佛

是
故
稽
首
禮

若
人
種
善
根

疑
則
華
不
開

信
心
清
淨
者

華
開
則
見
佛

十
方
の
仏
を
供
養
し
た
て
ま
つ
る
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
稽
首
し
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

も
し
人
善
根
を
種
う
る
も
、
疑
へ
ば
す
な
は
ち
華
開
け
ず
。

信
心
清
浄
な
れ
ば
、
華
開
け
て
す
な
は
ち
仏
を
見
た
て
ま
つ
る
。

十
方
の
仏
を
供
養
す
る

そ
れ
ゆ
え
ぬ
か
ず
き
礼
し
た
て
ま
つ
る

も
し

善
根
を
積
ん
で
生
れ
よ
う
と
す
る

疑
心
の
行
者
で
あ
れ
ば
華
は
開
け
ず

本
願
を
信
ず
る
心
の
清
浄
な
者
は

華
が
開
け
て
仏
を
見
た
て
ま
つ
る

十
方
現
在
佛

以
種
種
因
縁

歎
彼
佛
功
徳

我
今
歸
命
禮

其
土
甚
嚴
飾

殊
彼
諸
天
宮

十
方
現
在
の
仏
、
種
々
の
因
縁
を
も
つ
て
、

か
の
仏
の
功
徳
を
歎
じ
た
ま
ふ
。
わ
れ
い
ま
帰
命
し
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

そ
の
土
は
な
は
だ
厳
飾
に
し
て
、
か
の
も
ろ
も
ろ
の
天
宮
に
殊
な
り
、

十
方
の
世
界
に
現
に
ま
し
ま
す
仏
た
ち
は

い
ろ
い
ろ
な
い
わ
れ
を
説
い
て

か
の
仏
の
功
徳
を
ほ
め
て
い
ら
れ
る

ゆ
え
に
わ
た
し
は
今
帰
命
し
礼
し
た
て
ま
つ
る

そ
の
国
土
は
す
べ
て
の
荘
厳
が
と
と
の
い

か
の
す
べ
て
の
天
宮
よ
り
も
す
ぐ
れ
て
い
る
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功
徳
甚
深
厚

是
故
禮
佛
足

佛
足
千
輻
輪

柔
軟
蓮
華
色

見
者
皆
歡
喜

頭
面
禮
佛
足

功
徳
は
な
は
だ
深
厚
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
仏
足
を
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

仏
足
の
千
輻
輪
は
、
柔
軟
に
し
て
蓮
華
の
色
あ
り
。

見
る
も
の
み
な
歓
喜
す
。
頭
面
を
も
つ
て
仏
足
を
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

功
徳
は
甚
だ
深
厚
で
あ
る

そ
れ
ゆ
え
仏
足
を
礼
し
た
て
ま
つ
る

仏
の
み
足
に
は
千
輻
輪
の
相
が
あ
り

柔
ら
か
で
蓮
華
の
色
が
あ
る

見
る
も
の
は
皆
歓
喜
す
る

ぬ
か
ず
い
て
仏
足
を
礼
し
た
て
ま
つ
る

千
輻
輪
相

仏
の
具
え
て
い
る
三
十
二
の
特
徴
一

普
通
の
人
と
異
な
る
相
一
の
一
つ
で
、
足
の
裏
に

あ
る
紋
を
い
う
。
三
十
二
相
の
一
つ
。
一
切
を
駕
御
す
る
法
王
の
相
で
お
る
と
い
う
。
仏

の
足
の
裏
に
千
の
車
輻
を
も
つ
車
輪
の
よ
う
な
模
様
の
あ
る
こ
と
。
輻
は
車
の
輪
の
中
に
、

こ
し
き
と
輪
と
を
結
ん
で
さ
し
て
あ
る
矢
の
こ
と
。
↓
三
十
二
想
一

（
岩
波
）

眉
間
白
毫
光

猶
如
清
淨
月

増
益
面
光
色

頭
面
禮
佛
足

本
求
佛
道
時

行
諸
奇
妙
事

眉
間
の
白
毫
の
光
は
、
な
ほ
清
浄
な
る
月
の
ご
と
し
。

面
の
光
色
を
増
益
す
。
頭
面
を
も
つ
て
仏
足
を
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

本
仏
道
を
求
む
る
時
、
も
ろ
も
ろ
の
奇
妙
の
事
を
行
じ
た
ま
ふ
。

眉
間
の
白
毫
の
光
は

あ
た
か
も
浄
ら
か
な
月
の
よ
う
で

お
顔
の
輝
き
を
増
す

ぬ
か
ず
い
て
仏
足
を
礼
し
た
て
ま
つ
る

因
位
に
あ
っ
て
仏
果
を
求
め
ら
れ
る
時

多
く
の
尊
い
行
を
修
め
た
も
う
た

如
諸
經
所
説

頭
面
稽
首
禮

彼
佛
所
言
説

破
除
諸
罪
根

美
言
多
所
益

我
今
稽
首
禮

諸
経
の
所
説
の
ご
と
し
。
頭
面
を
も
つ
て
稽
首
し
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

か
の
仏
の
言
説
し
た
ま
ふ
と
こ
ろ
、
も
ろ
も
ろ
の
罪
根
を
破
除
す
。

美
言
に
し
て
益
す
る
と
こ
ろ
多
し
。
わ
れ
い
ま
稽
首
し
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

諸
経
に
説
か
れ
て
あ
る
通
り
で
あ
る

ぬ
か
ず
き
礼
し
た
て
ま
つ
る

か
の
仏
の
御
説
法
は

す
べ
て
の
罪
根
を
除
か
れ
る

仏
の
よ
き
お
言
葉
は
利
益
す
る
所
が
多
い

わ
た
し
は
今
ぬ
か
ず
き
礼
し
た
て
ま
つ
る
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以
此
美
言
説

救
諸
着
樂
病

已
度
今
猶
度

是
故
稽
首
禮

人
天
中
最
尊

諸
天
頭
面
禮

こ
の
美
言
の
説
を
も
つ
て
、
も
ろ
も
ろ
の
着
楽
の
病
を
救
ひ
た
ま
ふ
。

す
で
に
度
し
い
ま
な
ほ
度
し
た
ま
ふ
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
稽
首
し
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

人
天
の
な
か
の
最
尊
な
り
。
諸
天
頭
面
を
も
つ
て
礼
し
、

こ
の
よ
き
お
言
葉
を
も
っ
て

い
ろ
い
ろ
の
楽
に
執
着
し
ゅ
う
じ
ゃ
く
す
る
病
を
救
い
た
も
う

す
で
に
済
度
し
今
な
お
済
度
し
て
お
ら
れ
る

そ
れ
ゆ
え
ぬ
か
ず
き
礼
し
た
て
ま
つ
る

人
天
の
中
の
最
も
尊
い
お
方
で
あ
る

諸
天
が
ぬ
か
ず
き
礼
拝
し

七
寶
冠
摩
足

是
故
我
歸
命

一
切
賢
聖
衆

及
諸
人
天
衆

咸
皆
共
歸
命

是
故
我
亦
禮

七
宝
の
冠
足
を
摩
づ
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
わ
れ
帰
命
し
た
て
ま
つ
る
。

一
切
の
賢
聖
衆
、
お
よ
び
も
ろ
も
ろ
の
人
天
衆
、

こ
と
ご
と
く
み
な
と
も
に
帰
命
す
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
わ
れ
も
ま
た
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

七
宝
の
冠
で
仏
の
み
足
を
な
で
る

そ
れ
ゆ
え
わ
た
し
は
帰
命
し
た
て
ま
つ
る

す
べ
て
の
賢
聖
た
ち

お
よ
び
多
く
の
人
天
た
ち
は

み
な
と
も
に
帰
命
さ
れ
る

そ
れ
ゆ
え
わ
た
し
も
ま
た
礼
し
た
て
ま
つ
る

乘
彼
八
道
船

能
度
難
度
海

自
度
亦
度
彼

我
禮
自
在
者

諸
佛
無
量
劫

讃
揚
其
功
徳

か
の
八
道
の
船
に
乗
じ
て
、
よ
く
難
度
海
を
度
し
た
ま
ふ
。

み
づ
か
ら
度
し
ま
た
か
れ
を
度
し
た
ま
ふ
。
わ
れ
自
在
者
を
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

諸
仏
無
量
劫
に
、
そ
の
功
徳
を
讃
揚
せ
ん
に
、

か
の
八
道
の
船
を
も
っ
て

よ
く
こ
え
が
た
い
迷
い
の
世
界
を
済
度
す
る

み
ず
か
ら
仏
と
な
り
あ
ら
ゆ
る
人
を
救
わ
れ
る

ゆ
え
に
わ
た
し
は
自
在
力
の
仏
を
礼
し
た
て
ま

つ
る

多
く
の
仏
た
ち
が
量
り
知
ら
れ
ぬ
な
が
い
年
時
と
き

か
の
仏
の
功
徳
を
ほ
め
た
た
え
て
も

猶
尚
不
能
盡

歸
命
清
淨
人

我
今
亦
如
是

稱
讃
無
量
徳

以
是
福
因
縁

願
佛
常
念
我

な
ほ
尽
す
こ
と
あ
た
は
ず
。
清
浄
人
を
帰
命
し
た
て
ま
つ
る
。

わ
れ
い
ま
ま
た
か
く
の
ご
と
く
、
無
量
の
徳
を
称
讃
す
。

こ
の
福
の
因
縁
を
も
つ
て
、
願
は
く
は
仏
つ
ね
に
わ
れ
を
念
じ
た
ま
へ
。
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な
お
ほ
め
尽
く
す
こ
と
は
で
き
ぬ

ゆ
え
に
清
浄
な
る
徳
を
具
そ
な
え
た
仏
を
帰
命
し
た
て
ま
つ

るわ
た
し
も
今
こ
の
よ
う
に

か
の
仏
の
は
か
り
な
い
徳
を
ほ
め
た
て
ま
つ
る

こ
の
福
徳
の
因
縁
を
も
っ
て

願
わ
く
は

み
仏
よ

常
に
わ
た
し
を
護
念
せ
ら
れ
る
こ
と
を

我
於
今
先
世

福
徳
若
大
小

願
我
於
佛
所

心
常
得
清
淨

以
此
福
因
縁

所
獲
上
妙
徳

わ
が
今
・
先
世
に
お
け
る
福
徳
、
も
し
は
大
小
、

願
は
く
は
わ
れ
仏
の
所
に
お
い
て
、
心
つ
ね
に
清
浄
な
る
こ
と
を
得
ん
。

こ
の
福
の
因
縁
を
も
つ
て
、
獲
る
と
こ
ろ
の
上
妙
の
徳
、

わ
た
し
は
今
生
と
前
世
に
お
け
る

あ
ら
ゆ
る
福
徳
に
よ
っ
て

願
わ
く
は

わ
た
し
は
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
生
ま
れ
て

心
い
つ
も
清
浄
な
る
を
得
た
い

こ
の
福
徳
の
因
縁
を
も
っ
て

獲
た
と
こ
ろ
の
尊
い
功
徳
を

願
諸
衆
生
類

皆
亦
悉
當
得

願
は
く
は
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
の
類
も
、
み
な
ま
た
こ
と
ご
と
く
ま
さ
に
得
べ
し
と
。

願
わ
く
は

す
べ
て
の
衆
生
の
た
ぐ
い
に
も

皆
ま
た
こ
と
ご
と
く
得
さ
せ
た
い

過
去
八
仏
章

又
亦
應
念
毘
婆
尸
佛

尸
棄
佛

毘
首
婆
伏
佛

拘
樓
珊
提
佛

迦
那
迦
牟
尼
佛

迦
葉
佛

釈
迦
牟
尼
佛

及

未
來
世
彌
勒
佛

皆
應
憶
念
禮
拜
以
偈
稱
讃

【12

】
ま
た
毘
婆
尸
仏
・
尸
棄
仏
・
毘
首
婆
伏
仏
・
拘
楼
珊
提
仏
・
迦
那
迦
牟
尼
仏
・
迦
葉
仏
・
釈

迦
牟
尼
仏
お
よ
び
未
来
世
の
弥
勒
仏
を
念
ず
べ
し
。
み
な
憶
念
し
礼
拝
す
べ
し
。
偈
を
も
つ
て
称
讃

せ
ん
。

【12

】
ま
た
、
過
去
の
毘
婆
尸
び
ば
し
仏
・
尸
棄
し
き
仏
・
毘
び
首
し
ゅ
婆
ば
伏
ふ
く
仏
・
拘
楼

く
る
珊
提
さ
ん
だ
い
伽
か
仏
・
迦
那
迦
か
な
か
牟
尼
む
に
仏
・
迦
か
葉
し
ょ
う
仏
・
釈
し
ゃ
迦
か

牟
尼
む
に
仏
お
よ
び
未
来
世
の
弥
み
勒
ろ
く
仏
を
念
じ
、
み
な
憶
念
し
礼
拝
せ
よ
。

偈
を
も
っ

て
称
讃
し
よ
う
。
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毘
婆
尸
世
尊

無
憂
道
樹
下

成
就
一
切
智

微
妙
諸
功
徳

正
觀
於
世
間

其
心
得
解
脱

毘
婆
尸
世
尊
、
無
憂
道
樹
の
下
に
し
て
、

一
切
智
を
成
就
し
て
、
微
妙
の
も
ろ
も
ろ
の
功
徳
あ
り
。

ま
さ
し
く
世
間
を
観
じ
、
そ
の
心
解
脱
を
得
た
ま
ふ
。

毘
婆
尸
世
尊
は

無
憂
む
う
道
樹
ど
う
じ
ゅ
の
下
で

す
べ
て
の
法
を
知
る
智
慧
と

微
み
妙
み
ょ
う
の
も
ろ
も
ろ
の
功
徳
を
成
就
せ
ら
れ
た

ま
さ
し
く
世
間
を
観
じ
て

そ
の
心
は
迷
い
を
離
れ
た
も
う
た

我
今
以
五
體

歸
命
無
上
尊

尸
棄
佛
世
尊

在
於
邠
他
利

道
場
樹
下
坐

成
就
於
菩
提

わ
れ
い
ま
五
体
を
も
つ
て
、
無
上
尊
を
帰
命
し
た
て
ま
つ
る
。

尸
棄
仏
世
尊
、
分
陀
利
道
場
樹
の
下
に
ま
し
ま
し
て
坐
し
、
菩
提
を
成
就
し
た
ま
ふ
。

わ
た
し
は
今
五
体
を
も
っ
て

無
上
尊
に
帰
命
し
た
て
ま
つ
る

尸
棄
仏
世
尊
は

邠
ふ
ん
他
利
た
り
道
場
樹
の

下
に
坐
さ
れ
て

菩
提
を
成
就
せ
ら
れ
た

身
色
無
有
比

如
然
紫
金
山

我
今
自
歸
命

三
界
無
上
尊

毘
首
婆
世
尊

坐
娑
羅
樹
下

身
色
比
あ
る
こ
と
な
し
。
燃
ゆ
る
紫
金
山
の
ご
と
し
。

わ
れ
い
ま
み
づ
か
ら
三
界
の
無
上
尊
を
帰
命
し
た
て
ま
つ
る
。

毘
首
婆
世
尊
、
娑
羅
樹
の
下
に
坐
し
、

お
す
が
た
の
光
は
比
べ
も
の
が
な
く

輝
く
紫
金
山
の
よ
う
で
あ
る

わ
た
し
は
今
み
ず
か
ら

三
界
さ
ん
が
い
の
無
上
尊
に
帰
命
し
た
て
ま
つ
る

毘
首
婆
世
尊
は

娑
し
ゃ
羅
ら
樹
の
下
に
坐
し
て

自
然
得
通
達

一
切
妙
智
慧

於
諸
人
天
中

第
一
無
有
比

是
故
我
歸
命

一
切
最
勝
尊

自
然
に
一
切
の
妙
智
慧
に
通
達
す
る
こ
と
を
得
た
ま
ふ
。

も
ろ
も
ろ
の
人
天
の
な
か
に
お
い
て
、
第
一
に
し
て
比
あ
る
こ
と
な
し
。

こ
の
ゆ
ゑ
に
わ
れ
一
切
最
勝
尊
を
帰
命
し
た
て
ま
つ
る
。

一
切
の
妙
な
る
智
慧
に

お
の
ず
か
ら
通
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
う
た
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す
べ
て
の
人
天
の
中
に
お
い
て

第
一
で
比
べ
も
の
が
な
い

そ
れ
ゆ
え
わ
た
し
は

一
切
最
勝
尊
に
帰
命
し
た
て
ま
つ
る

迦
求
村
大
佛

得
阿
耨
多
羅

三
藐
三
菩
提

尸
利
沙
樹
下

成
就
大
智
慧

永
脱
於
生
死

迦
求
村
大
仏
は
、
阿
耨
多
羅

三
藐
三
菩
提
を
、
尸
利
沙
樹
の
下
に
得
た
ま
ひ
て
、

大
智
慧
を
成
就
し
、
永
く
生
死
を
脱
し
た
ま
ふ
。

迦
求
か
ぐ
村
そ
ん
大
仏
は

無
上
菩
提
を

さ
と
ら
れ
た
の
で
あ
る

尸
利
し
り
沙
し
ゃ
樹
の
下
で

大
智
慧
を
成
就
し

な
が
く
生
死
を
の
が
れ
た
も
う
た

我
今
歸
命
禮

第
一
無
比
尊

迦
那
含
牟
尼

大
聖
無
上
尊

優
曇
鉢
樹
下

成
就
得
佛
道

わ
れ
い
ま
第
一
無
比
尊
を
帰
命
し
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

迦
那
含
牟
尼
、
大
聖
無
上
尊
、

優
曇
鉢
樹
の
下
に
し
て
、
仏
道
を
成
就
し
得
て
、

わ
た
し
は
い
ま

第
一
無
比
尊
に
帰
命
し
礼
し
た
て
ま
つ
る

迦
那
か
な
含
ご
ん
牟
尼
む
に

大
聖
無
上
尊
は

優
う
曇
ど
ん
鉢
ば
樹
の
下
で

仏
果
を
成
就
せ
ら
れ
た

通
達
一
切
法

無
量
無
有
邊

是
故
我
歸
命

第
一
無
上
尊

迦
葉
佛
世
尊

眼
如
雙
蓮
華

一
切
法
は
無
量
に
し
て
辺
あ
る
こ
と
な
し
と
通
達
し
た
ま
ふ
。

こ
の
ゆ
ゑ
に
わ
れ
第
一
無
上
尊
を
帰
命
し
た
て
ま
つ
る
。

迦
葉
仏
世
尊
、
眼
は
双
蓮
華
の
ご
と
し
。

す
べ
て
の
法
に
通
達
す
る
こ
と

量
り
な
く
ほ
と
り
が
な
い

そ
れ
ゆ
え
わ
た
し
は

第
一
無
上
尊
に
帰
命
し
た
て
ま
つ
る

迦
葉
仏
世
尊
は

お
ん
眼
が
二
つ
の
蓮
華
の
よ
う
で
あ
る

弱
拘
樓
陀
樹

於
下
成
佛
道

三
界
無
所
畏

行
歩
如
象
王

我
今
自
歸
命

稽
首
無
極
尊

弱
拘
楼
陀
樹
の
下
に
お
い
て
仏
道
を
成
ず
。



- 66 -

三
界
に
畏
る
る
と
こ
ろ
な
し
。
行
歩
す
る
こ
と
象
王
の
ご
と
し
。

わ
れ
い
ま
み
づ
か
ら
無
極
尊
を
帰
命
し
稽
首
し
た
て
ま
つ
る
。

弱
拘
に
く
楼
陀
る
だ
樹
の
下
で

仏
果
を
成
就
せ
ら
れ
た

三
界
に
畏
れ
る
と
こ
ろ
な
く

歩
ま
れ
る
す
が
た
は
象
王
の
よ
う
で
あ
る

わ
た
し
は
今
み
ず
か
ら

無
極
尊
に
帰
命
し
ぬ
か
ず
き
た
て
ま
つ
る

ニ
ヤ
グ
ロ
ー
ダ

弱
拘
盧
陀
樹

S:nyagrodha
P:nigrodha

原
語
は
下
方
に
生
育
す
る
も
の
、
下
に
根
を

お
ろ
す
樹
の
意
。
榕
樹
と
漢
訳
す
る
。
イ
ン
ド
の
無
花
果
の
樹
。
ハ
ニ
ヤ
ン
樹
。
長
大

な
喬
木
で
、
枝
葉
が
よ
く
繁
茂
し
、
樹
陰
て
は
烈
し
い
炎
日
を
避
け
る
こ
と
が
て
き
る
。

葉
は
柿
の
ご
と
く
、
花
は
美
し
く
な
い
。
イ
ン
ド
て
は
こ
の
樹
を
道
端
な
ど
に
植
え
、

並
木
と
し
、
ま
た
旅
行
者
の
休
息
所
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
修
行
者
が
こ
の
樹
の
下
に

止
住
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
樹
木
は
非
常
に
大
き
く
な
る
が
、
そ
の
種
子
は
と
て
も

小
さ
い
の
て
、
ど
ん
な
に
微
少
な
布
施
で
あ
っ
て
も
仏
へ
の
供
養
は
大
き
な
果
報
を
も

た
ら
す
と
、
種
々
の
仏
典
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
世
界
最
大
の
樹
木
は
カ
ル
カ
ノ
タ
植

物
園
に
あ
る
バ
ニ
ヤ
ン
の
樹
で
あ
る
が
、
周
囲
三
マ
イ
ル
も
あ
り
、
根
を
お
ろ
し
た
枝

の
九
百
余
本
に
さ
さ
え
ら
れ
て
い
て
、
森
の
よ
う
に
見
え
る
。
学
名
はFicuslndica

で

あ
る
。

（
仏
教
語
）

釈
迦
牟
尼
佛

阿
輸
陀
樹
下

降
伏
魔
怨
敵

成
就
無
上
道

面
貌
如
滿
月

清
淨
無
瑕
塵

釈
迦
牟
尼
仏
、
阿
輸
陀
樹
の
下
に
し
て
、

魔
の
怨
敵
を
降
伏
し
、
無
上
道
を
成
就
し
た
ま
ふ
。

面
貌
満
月
の
ご
と
く
、
清
浄
に
し
て
瑕
塵
な
し
。

釈
迦
牟
尼
仏
は

阿
あ
輸
し
ゅ
陀
だ
樹
の
下
で

魔
の
怨
敵
を
降
伏
し

無
上
の
さ
と
り
を
成
就
せ
ら
れ
た

お
顔
は
満
月
の
ご
と
く

浄
ら
か
で
少
し
の
汚
れ
も
ま
し
ま
さ
ぬ

我
今
稽
首
禮

勇
猛
第
一
尊

當
來
彌
勒
佛

那
伽
樹
下
坐

成
就
廣
大
心

自
然
得
佛
道

わ
れ
い
ま
勇
猛
第
一
尊
を
稽
首
し
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

当
来
の
弥
勒
仏
、
那
伽
樹
の
下
に
坐
し
て
、

広
大
の
心
を
成
就
し
、
自
然
に
仏
道
を
得
た
ま
は
ん
。

わ
た
し
は
い
ま

勇
ゆ
う
猛
み
ょ
う
第
一
尊
に
ぬ
か
ず
き
礼
し
た
て
ま
つ
る

当
来
の
世
に
弥
勒
仏
は

那
伽
な
が
樹
の
下
に
坐
し
て

広
大
の
心
を
成
就
せ
ら
れ

自
然
に
仏
果
を
得
た
も
う
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功
徳
甚
堅
牢

莫
能
有
勝
者

是
故
我
自
歸

無
比
妙
法
王

功
徳
は
な
は
だ
堅
牢
に
し
て
、
よ
く
勝
る
る
も
の
あ
る
こ
と
な
か
ら
ん
。

こ
の
ゆ
ゑ
に
わ
れ
み
づ
か
ら
無
比
妙
法
王
に
帰
し
た
て
ま
つ
る
と
。

功
徳
は
甚
だ
堅
く

こ
れ
よ
り
す
ぐ
れ
た
者
は
な
い

そ
れ
ゆ
え
わ
た
し
は
み
ず
か
ら

無
比
の
妙
法
王
に
帰
し
た
て
ま
つ
る

東
方
八
仏
章

復
有
徳
勝
佛

普
明
佛

勝
敵
佛

王
相
佛

相
王
佛

無
量
功
徳
明
自
在
王
佛

藥
王
無
閡
佛

寶
遊
行
佛

寶

華
佛

安
住
佛

山
王
佛

亦
應
憶
念
恭
敬
禮
拜
以
偈
稱
讃

【13

】

ま
た
徳
勝
仏
・
普
明
仏
・
勝
敵
仏
・
王
相
仏
・
相
王
仏
・
無
量
功
徳
明
自
在
王
仏
・
薬
王

無
閡
仏
・
宝
遊
行
仏
・
宝
華
仏
・
安
住
仏
・
山
王
仏
ま
し
ま
す
。
ま
た
憶
念
し
恭
敬
し
礼
拝
す
べ
し
。

偈
を
も
つ
て
称
讃
せ
ん
。

【13

】^

ま
た
、
徳
と
く
勝
し
ょ
う
仏
・
普
ふ
明
み
ょ
う
仏
・
勝
敵
し
ょ
う
ち
ゃ
く
仏
・
王
相
お

う
そ
う
仏
・
相
王
そ
う
お
う
仏
・
無
む
量
り
ょ
う
功
く
徳
ど
く
明
み
ょ
う
自
じ
在
王
ざ
い
お
う
仏

・
薬
王
や
く
お
う
無
礙
む
げ
仏
・
宝
ほ
う
遊
ゆ
行
ぎ
ょ
う
仏
・
宝
ほ
う
華
け
仏
・
安
あ
ん
住
じ
ゅ

う
仏
・
山
王
せ
ん
の
う
仏
が
お
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
仏
た
ち
を
も
ま
た
憶
念
し
恭
敬
し
礼
拝
す

べ
き
で
あ
る
。

偈
を
も
っ
て
称
讃
し
よ
う
。

無
勝
世
界
中

有
佛
號
徳
勝

我
今
稽
首
禮

及
法
寶
僧
寶

隨
意
喜
世
界

有
佛
號
普
明

無
勝
世
界
の
な
か
に
、
仏
ま
し
ま
し
て
徳
勝
と
号
す
。

わ
れ
い
ま
お
よ
び
法
宝
・
僧
宝
を
稽
首
し
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

随
意
喜
世
界
に
、
仏
ま
し
ま
し
て
普
明
と
号
す
。

無
む
勝
し
ょ
う
世
界
の
中
に
仏
ま
し
ま
す

徳
勝
と
申
し
あ
げ
る

わ
た
し
は
今
仏
及
び
法
宝
・
僧
宝
に

ぬ
か
ず
き
礼
し
た
て
ま
つ
る

随
ず
い
意
喜
い
き
世
界
に
仏
ま
し
ま
す

普
明
と
申
し
あ
げ
る

我
今
自
歸
命

及
法
寶
僧
寶

普
賢
世
界
中

有
佛
號
勝
敵

我
今
歸
命
禮

及
法
寶
僧
寶
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わ
れ
い
ま
み
づ
か
ら
お
よ
び
法
宝
・
僧
宝
を
帰
命
し
た
て
ま
つ
る
。

普
賢
世
界
の
な
か
に
、
仏
ま
し
ま
し
て
勝
敵
と
号
す
。

わ
れ
い
ま
お
よ
び
法
宝
・
僧
宝
を
帰
命
し
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

わ
た
し
は
今
み
ず
か
ら

仏
及
び
法
宝
・
僧
宝
に
帰
命
し
た
て
ま
つ
る

普
ふ
賢
げ
ん
世
界
の
中
に
仏
ま
し
ま
す

勝
敵
と
申
し
あ
げ
る

わ
た
し
は
今
仏
及
び
法
宝
・
僧
宝
に

帰
命
し
礼
し
た
て
ま
つ
る

善
淨
集
世
界

佛
號
王
幢
相

我
今
稽
首
禮

及
法
寶
僧
寶

離
垢
集
世
界

無
量
功
徳
明

善
浄
集
世
界
あ
り
、
仏
を
王
幢
相
と
号
す
。

わ
れ
い
ま
お
よ
び
法
宝
・
僧
宝
を
稽
首
し
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

離
垢
集
世
界
の
無
量
功
徳
明
、

善
ぜ
ん
浄
集
じ
ょ
う
じ
ゅ
う
世
界
に
仏
ま
し
ま
す

王
お
う
幢
相
ど
う
そ
う
と
申
し
あ
げ
る

わ
た
し
は
今
仏
及
び
法
宝
・
僧
宝
に

ぬ
か
ず
き
礼
し
た
て
ま
つ
る

離
垢
り
く
集
し
ゅ
う
世
界
に

無
量
功
徳
明
仏
が
お
ら
れ
る

自
在
於
十
方

是
故
稽
首
禮

不
誑
世
界
中

無
礙
藥
王
佛

我
今
頭
面
禮

及
法
寶
僧
寶

十
方
に
自
在
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
稽
首
し
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

不
誑
世
界
の
な
か
の
無
礙
薬
王
仏
、

わ
れ
い
ま
頭
面
を
も
つ
て
お
よ
び
法
宝
・
僧
宝
を
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

十
方
に
お
い
て
自
在
に
は
た
ら
き
た
も
う

そ
れ
ゆ
え
ぬ
か
ず
き
礼
し
た
て
ま
つ
る

不
ふ
誑
お
う
世
界
の
中
に

無
礙
薬
王
仏
が
ま
し
ま
す

わ
た
し
は
今
仏
及
び
法
宝
・
僧
宝
に

ぬ
か
ず
き
礼
し
た
て
ま
つ
る

今
集
世
界
中

佛
號
寶
遊
行

我
今
頭
面
禮

及
法
寶
僧
寶

美
音
界
寶
花

安
立
山
王
佛

今
集
世
界
の
な
か
の
仏
を
宝
遊
行
と
号
す
。

わ
れ
い
ま
頭
面
を
も
つ
て
お
よ
び
法
宝
・
僧
宝
を
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

美
音
界
の
宝
華
安
立
山
王
仏
、

今
こ
ん
集
じ
ゅ
う
世
界
の
中
に
仏
ま
し
ま
す

宝
遊
行
と
申
し
あ
げ
る

わ
た
し
は
今
仏
及
び
法
宝
・
僧
宝
に

ぬ
か
ず
き
礼
し
た
て
ま
つ
る
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美
み
音
お
ん
世
界
に
は

宝
華
安
あ
ん
立
り
ゅ
う
山
王
せ
ん
の
う
仏
が
お
ら
れ
る

我
今
頭
面
禮

及
法
寶
僧
寶

今
是
諸
如
來

住
在
東
方
界

我
以
恭
敬
心

稱
揚
歸
命
禮

わ
れ
い
ま
頭
面
を
も
つ
て
お
よ
び
法
宝
・
僧
宝
を
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

い
ま
こ
の
も
ろ
も
ろ
の
如
来
、
住
し
て
東
方
界
に
ま
し
ま
す
。

わ
れ
恭
敬
の
心
を
も
つ
て
称
揚
し
帰
命
し
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

わ
た
し
は
今
仏
及
び
法
宝
・
僧
宝
に

ぬ
か
ず
き
礼
し
た
て
ま
つ
る

今
こ
の
仏
た
ち
は

東
方
の
世
界
に
お
ら
れ
る

わ
た
し
は
恭
敬
の
心
を
も
っ
て

讃
嘆
し
礼
拝
し
た
て
ま
つ
る

唯
願
諸
如
來

深
加
以
慈
愍

現
身
在
我
前

皆
令
目
得
見

た
だ
願
は
く
は
も
ろ
も
ろ
の
如
来
、
深
く
加
す
る
に
慈
愍
を
も
つ
て
し
、

身
を
現
じ
て
わ
が
前
に
ま
し
ま
し
て
、
み
な
目
を
し
て
見
る
こ
と
を
得
し
め
た
ま
へ
と
。

願
わ
く
は

こ
の
仏
た
ち

深
く
慈
悲
を
加
え
た
も
う
て

わ
た
し
の
前
に
す
が
た
を
現
わ
し

皆
ま
の
あ
た
り
見
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
を

三
世
諸
仏
章

復
次
過
去
未
來
現
在
諸
佛

盡
應
總
念
恭
敬
禮
拜
以
偈
稱
讃

【14

】

ま
た
次
に
過
去
・
未
来
・
現
在
の
諸
仏
、
こ
と
ご
と
く
総
じ
て
念
じ
恭
敬
し
礼
拝
す
べ
し
。

偈
を
も
つ
て
称
讃
せ
ん
。

【14

】^

ま
た
、
次
に
過
去
・
未
来
・
現
在
の
諸
仏
を
こ
と
ご
と
く
総
じ
て
念
じ
恭
敬
し
礼
拝
せ

よ
。

偈
を
も
っ
て
称
讃
し
よ
う
。

過
去
世
諸
佛

降
伏
衆
魔
怨

以
大
智
慧
力

廣
利
於
衆
生

彼
時
諸
衆
生

盡
心
皆
供
養

過
去
世
の
諸
仏
、
も
ろ
も
ろ
の
魔
怨
を
降
伏
し
、

大
智
慧
力
を
も
つ
て
、
広
く
衆
生
を
利
す
。

か
の
時
の
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
、
心
を
尽
し
て
み
な
供
養
し
、
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過
去
世
の
諸
仏
は

多
く
の
魔
の
怨
敵
を
降
伏
し

大
智
慧
力
を
も
っ
て

広
く
衆
生
を
利
益
さ
れ
た

か
の
時
の
衆
生
た
ち
は

心
を
こ
め
て
み
な
供
養
し

恭
敬
而
稱
揚

是
故
頭
面
禮

現
在
十
方
界

不
可
計
諸
佛

其
數
過
恒
沙

無
量
無
有
邊

恭
敬
し
て
称
揚
す
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
頭
面
を
も
つ
て
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

現
在
十
方
界
の
不
可
計
の
諸
仏
、

そ
の
数
恒
沙
に
過
ぐ
。
無
量
に
し
て
辺
あ
る
こ
と
な
し
。

恭
敬
し
称
揚
し
た

そ
れ
ゆ
え
ぬ
か
ず
き
礼
し
た
て
ま
つ
る

現
に
十
方
の
世
界
に
お
ら
れ
る

計
り
し
ら
れ
ぬ
仏
た
ち
は

そ
の
数

恒
河
の
砂
よ
り
も
こ
え
て

無
量
無
辺
で
あ
る

慈
愍
諸
衆
生

常
轉
妙
法
輪

是
故
我
恭
敬

歸
命
稽
首
禮

未
來
世
諸
佛

身
色
如
金
山

も
ろ
も
ろ
の
衆
生
を
慈
愍
し
、
つ
ね
に
妙
法
輪
を
転
じ
た
ま
へ
り
。

こ
の
ゆ
ゑ
に
わ
れ
恭
敬
し
、
帰
命
し
稽
首
し
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

未
来
世
の
諸
仏
、
身
色
金
山
の
ご
と
く
、

す
べ
て
の
衆
生
を
あ
わ
れ
み

常
に
妙
法
を
説
い
て
お
ら
れ
る

そ
れ
ゆ
え
わ
た
し
は
恭
敬
し

帰
命
し
ぬ
か
ず
き
礼
し
た
て
ま
つ
る

未
来
世
の
諸
仏
は

お
す
が
た
は
金
山
の
ご
と
く

光
明
無
有
量

衆
相
自
莊
嚴

出
世
度
衆
生

當
入
於
涅
槃

如
是
諸
世
尊

我
今
頭
面
禮

光
明
量
り
あ
る
こ
と
な
し
。
衆
相
み
づ
か
ら
荘
厳
す
。

出
世
し
て
衆
生
を
度
し
、
ま
さ
に
涅
槃
に
入
り
た
ま
ふ
べ
し
。

か
く
の
ご
と
き
も
ろ
も
ろ
の
世
尊
、
わ
れ
い
ま
頭
面
を
も
つ
て
礼
し
た
て
ま
つ
る
と
。

光
明
は
量
り
な
く

あ
ら
ゆ
る
相
好
を
お
の
ず
か
ら
飾
る

世
に
出
て
衆
生
を
済
度
せ
ら
れ

そ
し
て
涅
槃
に
入
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

こ
う
い
う
仏
た
ち
を

わ
た
し
は
い
ま
ぬ
か
ず
き
礼
し
た
て
ま
つ
る
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諸
大
乗
菩
薩
章

復
應
憶
念
諸
大
菩
薩

善
意
菩
薩

善
眼
菩
薩

聞
月
菩
薩

尸
毘
王
菩
薩

一
切
勝
菩
薩

知
大
地
菩
薩

大

藥
菩
薩

鳩
舍
菩
薩

阿
離
念
彌
菩
薩

頂
生
王
菩
薩

喜
見
菩
薩

鬱
多
羅
菩
薩

薩
和
檀
菩
薩

長
壽
王
菩

薩

羼
提
菩
薩

韋
藍
菩
薩

睒
菩
薩

月
蓋
菩
薩

明
首
菩
薩

法
首
菩
薩

成
利
菩
薩

彌
勒
菩
薩

復
有
金

剛
藏
菩
薩

金
剛
首
菩
薩

無
垢
藏
菩
薩

無
垢
稱
菩
薩

除
疑
菩
薩

無
垢
徳
菩
薩

網
明
菩
薩

無
量
明
菩

薩

大
明
菩
薩

無
盡
意
菩
薩

意
王
菩
薩

無
邊
意
菩
薩

日
音
菩
薩

月
音
菩
薩

美
音
菩
薩

美
音
聲
菩
薩

大
音
聲
菩
薩

堅
精
進
菩
薩

常
堅
菩
薩

堅
發
菩
薩

莊
嚴
王
菩
薩

常
悲
菩
薩

常
不
輕
菩
薩

法
上
菩
薩

法
意
菩
薩

法
喜
菩
薩

法
首
菩
薩

法
積
菩
薩

發
精
進
菩
薩

智
慧
菩
薩

淨
威
徳
菩
薩

那
羅
延
菩
薩

善
思
惟
菩
薩

法
思
惟
菩
薩

跋
陀
波
羅
菩
薩

法
益
菩
薩

高
徳
菩
薩

師
子
遊
行
菩
薩

喜
根
菩
薩

上
寶

月
菩
薩

不
虚
徳
菩
薩

龍
徳
菩
薩

文
殊
師
利
菩
薩

妙
音
菩
薩

雲
音
菩
薩

勝
意
菩
薩

照
明
菩
薩

勇
衆

菩
薩

勝
衆
菩
薩

威
儀
菩
薩

師
子
意
菩
薩

上
意
菩
薩

益
意
菩
薩

増
意
菩
薩

寶
明
菩
薩

慧
頂
菩
薩

樂
説
頂
菩
薩

有
徳
菩
薩

觀
世
自
在
王
菩
薩

陀
羅
尼
自
在
王
菩
薩

大
自
在
王
菩
薩

無
憂
徳
菩
薩

不
虚

見
菩
薩

離
惡
道
菩
薩

一
切
勇
健
菩
薩

破
闇
菩
薩

功
徳
寶
菩
薩

花
威
徳
菩
薩

金
瓔
珞
明
徳
菩
薩

離

諸
陰
蓋
菩
薩

心
無
閡
菩
薩

一
切
行
淨
菩
薩

等
見
菩
薩

不
等
見
菩
薩

三
昧
遊
戯
菩
薩

法
自
在
菩
薩

法
相
菩
薩

明
莊
嚴
菩
薩

大
莊
嚴
菩
薩

寶
頂
菩
薩

寶
印
手
菩
薩

常
擧
手
菩
薩

常
下
手
菩
薩

常
慘
菩

薩

常
喜
菩
薩

喜
王
菩
薩

得
辯
才
音
聲
菩
薩

虚
空
雷
音
菩
薩

持
寶
炬
菩
薩

勇
施
菩
薩

帝
網
菩
薩

馬

光
菩
薩

空
無
閡
菩
薩

寶
勝
菩
薩

天
王
菩
薩

破
魔
菩
薩

電
徳
菩
薩

自
在
菩
薩

頂
相
菩
薩

出
過
菩
薩

師
子
吼
菩
薩

雲
蔭
菩
薩

能
勝
菩
薩

山
相
幢
王
菩
薩

香
象
菩
薩

大
香
象
菩
薩

白
香
象
菩
薩

常
精
進

菩
薩

不
休
息
菩
薩

妙
生
菩
薩

華
莊
嚴
菩
薩

觀
世
音
菩
薩

得
大
勢
菩
薩

水
王
菩
薩

山
王
菩
薩

帝
網

菩
薩

寶
施
菩
薩

破
魔
菩
薩

莊
嚴
國
土
菩
薩

金
髻
菩
薩

珠
髻
菩
薩

如
是
等
諸
大
菩
薩

皆
應
憶
念
恭

敬
禮
拜
求
阿
惟
越
致
地

【15

】

ま
た
も
ろ
も
ろ
の
大
菩
薩
を
憶
念
す
べ
し
。
善
意
菩
薩
・
善
眼
菩
薩
・
聞
月
菩
薩
・
尸
毘

王
菩
薩
・
一
切
勝
菩
薩
・
知
大
地
菩
薩
・
大
薬
菩
薩
・
鳩
舎
菩
薩
・
阿
離
念
弥
菩
薩
・
頂
生
王
菩
薩

・
喜
見
菩
薩
・
鬱
多
羅
菩
薩
・
薩
和
檀
菩
薩
・
長
寿
王
菩
薩
・
羼
提
菩
薩
・

韋
藍
菩
薩
・
睒
菩
薩

・
月
蓋
菩
薩
・
明
首
菩
薩
・
法
首
菩
薩
・
成
利
菩
薩
・
弥
勒
菩
薩
な
り
。

ま
た
金
剛
蔵
菩
薩
・
金
剛
首
菩
薩
・
無
垢
蔵
菩
薩
・
無
垢
称
菩
薩
・
除
疑
菩
薩
・
無
垢
徳
菩
薩
・
網

明
菩
薩
・
無
量
明
菩
薩
・
大
明
菩
薩
・
無
尽
意
菩
薩
・
意
王
菩
薩
・
無
辺
意
菩
薩
・
日
音
菩
薩
・
月

音
菩
薩
・
美
音
菩
薩
・
美
音
声
菩
薩
・
大
音
声
菩
薩
・
堅
精
進
菩
薩
・
常
堅
菩
薩
・
堅
発
菩
薩
・
荘

厳
王
菩
薩
・
常
悲
菩
薩
・
常
不
軽
菩
薩
・
法
上
菩
薩
・
法
意
菩
薩
・
法
喜
菩
薩
・
法
首
菩
薩
・
法
積

菩
薩
・
発
精
進
菩
薩
・
智
慧
菩
薩
・
浄
威
徳
菩
薩
・
那
羅
延
菩
薩
・
善
思
惟
菩
薩
・
法
思
惟
菩
薩
・

跋
陀
波
羅
菩
薩
・
法
益
菩
薩
・
高
徳
菩
薩
・

師
子
遊
行
菩
薩
・
喜
根
菩
薩
・
上
宝
月
菩
薩
・
不
虚

徳
菩
薩
・
竜
徳
菩
薩
・
文
殊
師
利
菩
薩
・
妙
音
菩
薩
・
雲
音
菩
薩
・
勝
意
菩
薩
・
照
明
菩
薩
・
勇
衆

菩
薩
・
勝
衆
菩
薩
・
威
儀
菩
薩
・
師
子
意
菩
薩
・
上
意
菩
薩
・
益
意
菩
薩
・
増
意
菩
薩
・
宝
明
菩
薩

・
慧
頂
菩
薩
・
楽
説
頂
菩
薩
・
有
徳
菩
薩
・
観
世
自
在
王
菩
薩
・
陀
羅
尼
自
在
王
菩
薩
・
大
自
在
王

菩
薩
・
無
憂
徳
菩
薩
・
不
虚
見
菩
薩
・
離
悪
道
菩
薩
・
一
切
勇
健
菩
薩
・
破
闇
菩
薩
・
功
徳
宝
菩
薩

・
華
威
徳
菩
薩
・
金
瓔
珞
明
徳
菩
薩
・
離
諸
陰
蓋
菩
薩
・
心
無
閡
菩
薩
・
一
切
行
浄
菩
薩
・
等
見
菩
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薩
・
不
等
見
菩
薩
・
三
昧
遊
戯
菩
薩
・
法
自
在
菩
薩
・
法
相
菩
薩
・
明
荘
厳
菩
薩
・
大
荘
厳
菩
薩
・

宝
頂
菩
薩
・
宝
印
手
菩
薩
・
常
挙
手
菩
薩
・
常
下
手
菩
薩
・
常
惨
菩
薩
・
常
喜
菩
薩
・
喜
王
菩
薩
・

得
弁
才
音
声
菩
薩
・
虚
空
雷
音
菩
薩
・
持
宝
炬
菩
薩
・
勇
施
菩
薩
・
帝
網
菩
薩
・
馬
光
菩
薩
・
空
無

閡
菩
薩
・
宝
勝
菩
薩
・
天
王
菩
薩
・
破
魔
菩
薩
・
電
徳
菩
薩
・
自
在
菩
薩
・
頂
相
菩
薩
・
出
過
菩
薩

・
師
子
吼
菩
薩
・
雲
蔭
菩
薩
・
能
勝
菩
薩
・
山
相
幢
王
菩
薩
・
香
象
菩
薩
・
大
香
象
菩
薩
・
白
香
象

菩
薩
・
常
精
進
菩
薩
・
不
休
息
菩
薩
・
妙
生
菩
薩
・
華
荘
厳
菩
薩
・
観
世
音
菩
薩
・
得
大
勢
菩
薩
・

水
王
菩
薩
・
山
王
菩
薩
・
帝
網
菩
薩
・
宝
施
菩
薩
・
破
魔
菩
薩
・
荘
厳
国
土
菩
薩
・
金
髻
菩
薩
・
珠

髻
菩
薩
、
か
く
の
ご
と
き
等
の
も
ろ
も
ろ
の
大
菩
薩
ま
し
ま
す
。

み
な
憶
念
し
恭
敬
し
礼
拝
し
て
阿
惟
越
致
地
を
求
む
べ
し
。

【15

】^

ま
た
、
多
く
の
大
菩
薩
を
憶
念
せ
よ
。

^

善
ぜ
ん
意
い
菩
薩
・
善
眼
ぜ
ん
げ
ん
菩
薩
・

聞
月
も
ん
が
つ
菩
薩
・
尸
毘
し
び
王
お
う
菩
薩
・
一
切
い
っ
さ
い
勝
し
ょ
う
菩
薩
・
知
ち
大
だ
い

地
じ
菩
薩
・
大
薬
だ
い
や
く
菩
薩
・
鳩
く
舎
し
ゃ
菩
薩
・
阿
離
あ
り
念
ね
ん
弥
み
菩
薩
・
頂
生
ち

ょ
う
し
ょ
う
王
お
う
菩
薩
・
喜
き
見
け
ん
菩
薩
・
鬱
う
っ
多
羅
た
ら
菩
薩
・
和
和
わ
わ
檀
だ
ん
菩

薩
・
長
ち
ょ
う
寿
王
じ
ゅ
お
う
菩
薩
・
羼
提
せ
ん
だ
い
菩
薩
・
韋
い
藍
ら
ん
菩
薩
・
睒
せ
ん
菩
薩

・
月
蓋
が
つ
が
い
菩
薩
・
明
み
ょ
う
首
し
ゅ
菩
薩
・
法
首
ほ
う
し
ゅ
菩
薩
・
法
ほ
う
利
り
菩
薩
・

弥
み
勒
ろ
く
菩
薩
で
あ
る
。

^

ま
た
、
金
剛
こ
ん
ご
う
蔵
ぞ
う
菩
薩
・
金
剛
こ
ん
ご
う
首
し
ゅ
菩

薩
・
無
垢
む
く
蔵
ぞ
う
菩
薩
・
無
垢
む
く
称
し
ょ
う
菩
薩
・
除
じ
ょ
疑
ぎ
菩
薩
・
無
垢
む
く
徳
と

く
菩
薩
・
網
も
う
明
み
ょ
う
菩
薩
・
無
む
量
明
り
ょ
う
み
ょ
う
菩
薩
・
大
だ
い
明
み
ょ
う
菩
薩
・

無
む
尽
じ
ん
意
い
菩
薩
・
意
い
王
お
う
菩
薩
・
無
む
辺
へ
ん
意
い
菩
薩
・
日
音
に
っ
と
ん
菩
薩
・

月
音
が
っ
と
ん
菩
薩
・
美
み
音
お
ん
菩
薩
・
美
み
音
お
ん
声
じ
ょ
う
菩
薩
・
大
だ
い
音
お
ん
声
じ

ょ
う
菩
薩
・
堅
け
ん
精
し
ょ
う
進
じ
ん
菩
薩
・
常
じ
ょ
う
堅
け
ん
菩
薩
・
堅
発
け
ん
ぽ
つ
菩
薩
・

堅
荘
け
ん
そ
う
菩
薩
・
常
じ
ょ
う
悲
ひ
菩
薩
・
常
じ
ょ
う
不
ふ
軽
き
ょ
う
菩
薩
・
法
ほ
う
上
じ
ょ

う
菩
薩
・
法
ほ
う
意
い
菩
薩
・
法
ほ
う
喜
き
菩
薩
・
法
首
ほ
う
し
ゅ
菩
薩
・
法
ほ
う
積
し
ゃ
く
菩

薩
・
発
ほ
っ
精
し
ょ
う
進
じ
ん
菩
薩
・
智
慧
ち
え
菩
薩
・
浄
じ
ょ
う
威
い
徳
と
く
菩
薩
・
那
羅
な

ら
延
え
ん
菩
薩
・
善
ぜ
ん
思
し
惟
ゆ
い
菩
薩
・
法
ほ
う
思
し
惟
ゆ
い
菩
薩
・
跋
ば
つ
陀
だ
波
羅
は

ら
菩
薩
・
法
益
ほ
う
や
く
菩
薩
・
高
徳
こ
う
と
く
菩
薩
・
師
子
し
し
遊
ゆ
行
ぎ
ょ
う
菩
薩
・
喜
き

根
こ
ん
菩
薩
・
上
じ
ょ
う
宝
月
ほ
う
が
つ
菩
薩
・
不
虚
ふ
こ
徳
と
く
菩
薩
・
竜
り
ゅ
う
徳
と
く
菩

薩
・
文
殊
も
ん
じ
ゅ
師
利
し
り
菩
薩
・
妙
み
ょ
う
音
お
ん
菩
薩
・
雲
音
う
ん
の
ん
菩
薩
・
勝
し
ょ

う
意
い
菩
薩
・
照
明
し
ょ
う
み
ょ
う
菩
薩
・
勇
衆
ゆ
う
し
ゅ
菩
薩
・
勝
し
ょ
う
衆
し
ゅ
菩
薩
・
威

儀
い
ぎ
菩
薩
・
師
子
い
意
し
し
菩
薩
・
上
じ
ょ
う
意
い
菩
薩
・
益
や
く
意
い
菩
薩
・
増
益
ぞ
う
や

く
菩
薩
・
宝
ほ
う
明
み
ょ
う
菩
薩
・
慧
え
頂
ち
ょ
う
菩
薩
・
楽
ぎ
ょ
う
説
せ
つ
頂
ち
ょ
う
菩
薩
・

有
う
徳
と
く
菩
薩
・
観
か
ん
世
自
せ
じ
在
王
ざ
い
お
う
菩
薩
・
陀
羅
尼
だ
ら
に
自
じ
在
ざ
い
王
お

う
菩
薩
・
大
だ
い
自
じ
在
王
ざ
い
お
う
菩
薩
・
無
憂
む
う
徳
と
く
菩
薩
・
不
虚
ふ
こ
見
け
ん
菩
薩

・
離
り
悪
道
あ
く
ど
う
菩
薩
・
一
切
い
っ
さ
い
勇
健
ゆ
う
ご
ん
菩
薩
・
破
は
闇
あ
ん
菩
薩
・
功
く

徳
宝
ど
く
ほ
う
菩
薩
・
華
威
け
い
徳
と
く
菩
薩
・
金
こ
ん
瓔
珞
よ
う
ら
く
明
み
ょ
う
徳
と
く
菩
薩

・
離
り
諸
し
ょ
陰
蓋
お
ん
が
い
菩
薩
・
心
し
ん
無
礙
む
げ
菩
薩
・
一
切
い
っ
さ
い
行
浄
ぎ
ょ
う
じ

ょ
う
菩
薩
・
等
見
と
う
け
ん
菩
薩
・
不
ふ
等
見
と
う
け
ん
菩
薩
・
三
昧
さ
ん
ま
い
遊
戯
ゆ
げ
菩
薩
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・
法
ほ
う
自
じ
在
ざ
い
菩
薩
・
法
相
ほ
う
そ
う
菩
薩
・
明
荘
み
ょ
う
し
ょ
う
厳
ご
ん
菩
薩
・
大
だ

い
荘
し
ょ
う
厳
ご
ん
菩
薩
・
宝
ほ
う
頂
ち
ょ
う
菩
薩
・
宝
ほ
う
印
手
い
ん
し
ゅ
菩
薩
・
常
じ
ょ
う

挙
こ
手
し
ゅ
菩
薩
・
常
じ
ょ
う
下
げ
手
し
ゅ
菩
薩
・
常
じ
ょ
う
惨
さ
ん
菩
薩
・
常
じ
ょ
う
喜
き
菩

薩
・
喜
き
王
お
う
菩
薩
・
得
と
く
弁
才
べ
ん
ざ
い
音
お
ん
声
じ
ょ
う
菩
薩
・
虚
こ
空
く
う
雷
音
ら

い
お
ん
菩
薩
・
持
じ
宝
ほ
う
炬
こ
菩
薩
・
勇
ゆ
う
施
せ
菩
薩
・
帝
網
て
い
も
う
菩
薩
・
馬
め
光
こ

う
菩
薩
・
空
く
う
無
礙
む
げ
菩
薩
・
宝
ほ
う
勝
し
ょ
う
菩
薩
・
天
王
て
ん
の
う
菩
薩
・
破
魔
は
ま

菩
薩
・
電
徳
で
ん
と
く
菩
薩
・
自
じ
在
ざ
い
菩
薩
・
頂
ち
ょ
う
相
そ
う
菩
薩
・
出
し
ゅ
っ
過
か
菩

薩
・
師
子
吼
し
し
く
菩
薩
・
雲
蔭
う
ん
の
ん
菩
薩
・
能
の
う
勝
し
ょ
う
菩
薩
・
山
相
せ
ん
そ
う
幢

王
ど
う
お
う
菩
薩
・
香
象
こ
う
ぞ
う
菩
薩
・
大
だ
い
香
象
こ
う
ぞ
う
菩
薩
・
白
び
ゃ
く
香
象
こ
う

ぞ
う
菩
薩
・
常
精
じ
ょ
う
し
ょ
う
進
じ
ん
菩
薩
・
不
休
ふ
く
息
そ
く
菩
薩
・
妙
生
み
ょ
う
し
ょ
う

菩
薩
・
華
け
荘
し
ょ
う
厳
ご
ん
菩
薩
・
観
か
ん
世
ぜ
音
お
ん
菩
薩
・
得
と
く
大
勢
だ
い
せ
い
菩
薩

・
水
王
す
い
お
う
菩
薩
・
山
王
せ
ん
の
う
菩
薩
・
帝
網
て
い
も
う
菩
薩
・
宝
ほ
う
施
せ
菩
薩
・
破

魔
は
ま
菩
薩
・
荘
し
ょ
う
厳
国
ご
ん
こ
く
土
ど
菩
薩
・
金
髻
こ
ん
け
い
菩
薩
・
珠
髻
し
ゅ
け
い
菩

薩
な
ど
の
多
く
の
大
菩
薩
が
お
ら
れ
る
。

^
み
な
憶
念
し
恭
敬
し
礼
拝
し
て
不
退
の
位
を
求
め
る

べ
き
で
あ
る
。

聖
典
講
讃

易
行
品

湯
次
了
榮

前
に
於
て
、
易
行
道
質
問
の
第
一
段
が
終
り
、
今
は
第
二
段
の
略
読
で
あ
る
。
す
な
は
ち
易
行
道
を
廣

読
す
る
前
に
於
て
、
先
づ
間
者
を
叱
責
し
て
を
ら
れ
、
後
に
難
易
二
道
を
判
別
さ
れ
て
ゐ
る
。
随
て
此
の

略
読
が
前
後
二
段
に
分
れ
て
ゐ
る
。

前
段

問
者
叱
責

諸
佛
の
易
行
を
聞
き
た
い
と
問
ふ
如
き
は
、
こ
れ
儜
弱
怯
劣
で
あ
つ
て
、
大
な
る
希
望
を
持
た
ぬ
者
の
言

ふ
こ
と
で
あ
り
、
訣
し
て
丈
夫
志
幹
の
も
の
ゝ
言
ふ
こ
と
で
は
な
い
。
一
度
び
発
願
し
て
菩
提
を
求
む
る

に
當
つ
て
は
、
初
地
不
退
位
に
至
る
ま
で
は
、
飽
ま
で
身
命
を
惜
ま
ず
、
昼
夜
を
分
た
す
し
て
、
精
進
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
は
な
い
か
、
『
菩
提
資
糧
論
』
の
中
に
も
・
既
に
説
い
て
あ
る
や
う
に
、
常
に
勤
行

精
進
し
て
、
頭
髪
に
火
の
つ
い
た
の
を
拂
ふ
如
く
、
重
い
荷
を
背
に
負
ふ
や
う
に
、
菩
提
を
求
め
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
彼
の
自
利
一
點
張
り
で
、
菩
薩
の
死
と
ま
で
排
斥
さ
る
ゝ
、
二
乗
を
求
む
る
の
で
さ
へ
、
日

夜
に
勤
行
精
進
し
て
ゐ
る
で
は
な
い
か
。
況
や
大
菩
提
心
を
発
し
て
、
自
己
を
完
成
し
、
他
人
を
済
度
せ

ん
と
す
る
ほ
ど
の
、
自
利
利
他
の
菩
薩
道
の
行
者
は
、
そ
の
億
倍
も
の
努
力
精
進
が
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。
『
大
寳
積
経
』
の
中
に
、
発
願
し
て
佛
果
を
求
む
る
薯
は
、
三
千
大
干
世
界
を
挙
ぐ
る
よ
り

も
重
い
こ
と
で
あ
る
と
、
説
か
れ
て
あ
る
。
そ
れ
ゆ
へ
不
退
に
入
る
方
法
は
至
難
で
あ
つ
て
、
久
し
う
し

て
乃
ち
得
べ
ぎ
も
の
で
あ
る
。
依
て
易
行
で
不
退
を
得
ん
と
す
る
如
き
は
、
是
れ
怯
弱
下
劣
の
言
で
あ
つ

て
、
大
人
志
幹
の
説
で
は
な
い
、
そ
れ
で
も
必
す
易
行
の
方
便
が
聞
き
た
い
の
な
ら
ば
、
こ
れ
か
ら
そ
れ

を
説
い
て
聞
か
せ
よ
う
。

如
上
、
顯
文
の
上
で
は
、
難
行
の
も
の
を
褒
め
た
ゝ
へ
、
易
行
を
求
む
る
も
の
を
叱
責
さ
れ
、
殊
に
二

度
ま
で
も
儜
弱
怯
劣
で
あ
つ
て
丈
夫
志
幹
の
も
の
ゝ
言
で
は
な
い
、
怯
弱
下
劣
で
あ
つ
て
大
人
志
幹
の
説
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で
は
な
い
と
、
繰
り
か
へ
さ
れ
、
易
行
を
求
む
る
も
の
を
訶
つ
て
居
ら
る
ゝ
の
で
あ
る
。
さ
れ
ど
そ
の
底

意
に
は
、
論
主
龍
樹
の
本
心
が
秘
め
ら
る
こ
と
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
は
ち
論
主
の
本
心

た
る
や
、
全
く
正
反
封
に
、
む
し
ろ
雑
行
の
行
者
を
叱
責
さ
れ
、
却
て
易
行
の
求
道
者
を
褒
め
た
ゝ
へ
ら

れ
て
ゐ
る
氣
分
が
、
十
分
顯
は
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
は
若
し
難
行
の
行
者
を
褒
め
た
言
葉
を
聞
い

て
、
白
分
は
矢
張
り
難
行
で
進
ま
う
か
と
い
ふ
や
う
な
心
で
は
、
ま
だ
ま
だ
難
行
に
見
切
り
が
つ
か
ぬ
、

自
負
心
が
あ
る
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
う
し
た
一
時
の
氣
ま
ぐ
れ
で
、
易
行
を
聞
い
て
み
よ
う
と

す
る
の
で
は
な
い
か
、
い
つ
れ
の
行
も
及
び
が
た
き
、
ほ
ん
と
う
の
下
根
下
劣
め
淺
間
し
さ
に
、
泣
く
よ

り
他
は
な
い
自
分
で
あ
る
と
い
ふ
、
自
覚
が
出
來
て
ゐ
る
か
、
そ
れ
を
十
分
顧
み
さ
し
た
い
た
め
の
叱
責

で
あ
る
と
味
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
少
し
で
も
難
行
に
心
淺
り
が
あ
る
や
う
で
は
、
易
行
を
読
い
て
も
無

駄
で
あ
る
か
ら
、
各
々
自
心
に
振
り
か
へ
つ
て
、
難
行
に
堪
へ
る
機
で
あ
る
か
ど
う
か
を
、
自
己
反
省
さ

せ
た
い
と
い
ふ
、
こ
の
周
到
な
る
懇
切
な
、
論
主
の
深
き
用
意
を
味
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

此
の
論
主
の
眞
意
を
味
ふ
と
き
、
易
行
の
求
道
者
は
、
徹
底
し
て
難
行
不
堪
の
も
の
で
あ
つ
て
、
曾
無

一
善
の
劣
機
で
あ
る
こ
と
が
、
顯
は
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

後
段
二
道
大
判

重
々
に
呵
責
し
て
も
、
畢
寛
す
る
に
難
行
不
堪
の
劣
機
で
あ
る
な
ら
ば
、
ま
た
方
便
な
き
に
非
す
と
、

い
か
に
も
止
む
を
得
す
し
て
、
易
行
道
を
説
く
か
に
見
え
な
が
ら
、
さ
て
愈
々
こ
れ
を
説
く
に
當
て
は
、

全
然
端
を
改
め
て
、
堂
々
と
聲
高
く
朗
か
に
、
左
の
通
り
に
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。

佛
法
有
無
量
門

如
世
間
道
有
難
有
易

陸
道
歩
行
則
苦

水
道
乘
船
則
樂

菩
薩
道
亦
如
是

或
有
勤
行
精
進

或
有
以
信
方
便
易
行
疾
至
阿
惟
越
致
者

す
な
は
ち
ま
づ
「
佛
法
に
無
量
の
門
あ
り
」
と
総
標
し
、
次
に
譬
を
挙
げ
て
、
「
世
間
の
道
に
難
あ
り
易

あ
り
、
陸
路
の
歩
行
は
則
ち
苦
し
く
、
水
道
の
乗
船
は
則
ち
樂
し
き
が
如
く
」
と
喩
説
し
。
後
に
法
を
挙

げ
て
、
「
菩
薩
道
も
亦
是
の
如
し
」
と
喩
に
合
は
せ
、
更
に
一
々
別
釋
し
て
、
「
或
は
勤
行
精
進
の
も
の

あ
り
、
或
は
信
方
便
易
行
を
以
て
疾
く
阿
惟
越
致
地
に
至
る
者
あ
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
圖
示
す
れ
ば
左
の
通
り
で
あ
る
。

二
道

喩(

世
聞
道)

法(

菩
薩
道)

難
行
道
・
・
陸
道
歩
行
苦
・
・
勤
行
精
進
ー(

久
乃
可
得
）

易
行
道
・
・
水
道
乗
船
樂
・
・
信
方
便
易
行
ー
疾
得
不
退

易
行
道
の
疾
得
不
退
に
対
す
れ
ば
、
難
行
道
は
「
久
乃
可
得
」
で
あ
る
こ
と
、
既
に
述
べ
ら
れ
て
ゐ
て
、

自
明
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
二
道
判
に
は
そ
の
名
目
を
だ
し
て
な
い
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。
而
し
て

か.

く
止
む
な
く
し
て
読
く
易
行
道
で
あ
つ
て
見
れ
ば
、
難
行
道
の
下
位
に
あ
る
も
の
か
と
い
ふ
に
、
決

し
て
、
然
ら
ず
し
て
、
全
然
難
行
易
行
対
立
的
の
表
現
形
式
に
な
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
亦
前
段

に
於
け
る
問
者
叱
責
は
、
偏
へ
に
難
行
不
堪
の
凡
愚
劣
機
を
挙
ぐ
る
も
の
な
る
こ
と
ゝ
、
合
せ
考
ふ
る
と

き
、
論
主
の
眞
意
は
難
行
道
の
宣
布
に
あ
ら
ず
し
て
、
飽
ま
で
易
行
道
の
高
揚
に
あ
る
こ
と
が
、
明
確
に

知
ら
る
ゝ
の
で
あ
り
、
更
に
推
究
す
れ
ば
、
易
行
道
の
高
唱
で
あ
る
限
り
、
諸
佛
易
行
で
な
く
、
眞
實
徹



- 75 -

底
し
た
る
彌
陀
易
行
の
強
調
と
な
つ
て
居
る
こ
と
が
、
窺
知
さ
る
ゝ
の
で
あ
る
。

今
少
し
く
難
易
二
道
を
明
に
せ
ん
が
た
め
、
難
行
道
の
勤
行
精
進
と
久
乃
可
得
、
及
び
易
行
道
の
信
方

便
易
行
」
と
疾
得
不
退
に
つ
い
て
、
そ
の
要
旨
を
以
下
順
次
に
述
べ
て
を
か
う
。

二

勤
行
精
進

勤
行
精
進
と
は
修
相
の
困
難
な
る
こ
と
を
表
は
し
て
ゐ
る
語
で
あ
る
が
、
そ
の
難
行
と
指
摘
さ
れ
、
勤

修
す
ぺ
き
も
の
、
蓋
し
何
ぞ
や
と
云
ふ
に
、
廣
く
は
易
行
道
以
外
の
一
代
所
説
の
法
な
る
も
、
要
約
す
れ

ば
『
華
嚴
経
』
に
説
く
と
こ
ろ
の
法
で
あ
る
。
乃
ち
斯
経
は
信
・
解
・
行
・
證
の
四
法
に
つ
い
て
、
順
次

に
説
か
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
信
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
教
法
の
理
解
と
そ
の
實
行
と
が
必
要
で
あ
り
、
殊
に

菩
薩
十
地
位
に
於
て
は
、
施
・
戒
・
忍
・
進
・
禪
・
慧
・
願
・
方
便
・
力
・
智
の
十
度
を
圓
修
す
る
こ
と

が
読
か
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
初
地
不
退
に
入
ら
ん
と
す
る
も
の
、
勿
論
こ
れ
に
準
す
べ
き
で
あ
つ
て
、
教
法

の
理
解
既
に
困
難
で
あ
り
、
こ
れ
が
勤
修
ま
た
更
に
至
難
な
る
こ
と
、
縷
々
読
明
す
る
ま
で
も
な
く
、
何

人
も
首
肯
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三

久
乃
可
得

勤
行
精
進
こ
れ
を
久
ふ
す
れ
ば
、
乃
ち
初
地
不
退
を
得
べ
し
と
の
意
で
あ
つ
て
、
終
に
は
佛
果
を
得
る

こ
と
ゝ
な
つ
て
ゐ
る
。
是
に
於
て
か
、
難
行
道(

聖
道
教)

に
於
て
、
入
證
得
果
を
期
待
す
べ
き
否
や
の
問

題
に
直
面
す
る
の
で
あ
る
。

げ
に
如
來
の
世
界
は
絶
対
無
限
で
あ
り
、
吾
人
の
世
界
は
相
対
有
限
で
あ
る
。
相
対
を
如
何
に
積
む
も

絶
対
に
は
な
ら
す
、
有
限
を
如
何
に
延
長
す
る
も
無
限
そ
の
も
の
に
は
な
ら
な
い
。

随
て
相
対
有
限
の
姿
と
し
て
顯
は
れ
た
る
迷
界
の
吾
人
は
、
如
何
に
長
く
か
ゝ
る
と
も
、
絶
対
無
限
の

姿
な
る
悟
界
の
佛
陀
た
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
さ
れ
ど
絶
封
は
相
対
を
該
ね
、
無
限
は
有
限
を
包
み
、
全

分
は
部
分
を
摂
む
る
も
の
で
あ
る
。
随
て
相
対
有
限
の
吾
人
も
、
絶
対
無
限
の
如
來
の
大
願
業
力
に
包
容

さ
る
ゝ
わ
け
で
あ
つ
て
、
こ
れ
こ
そ
救
濟
の
原
理
で
あ
り
、
浮
土
門
の
み
が
獨
り
可
通
入
路
で
あ
る
。

さ
れ
ど
難
行
聖
道
教
に
於
け
る
教
法
の
組
織
た
る
や
、
一
般
的
に
は
眞
如
は
無
始
無
終
で
あ
り
、
無
明

煩
悩
は
無
始
有
終
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
無
明
煩
悩
を
断
盡
し
て
真
如
法
性
を
見
證
す
る
こ
と
を
説
き
、

断
惑
見
證
の
修
養
法
と
し
て
、
全
品
の
無
明
を
十
品
に
分
ち
、
十
地
位
の
初
歓
喜
地
よ
り
、
一
地
々
々
に

於
て
一
分
づ
ゝ
の
無
明
を
断
じ
、
第
十
法
雲
地
に
於
て
断
盡
し
、
妙
覚
の
佛
果
位
に
入
る
と
説
い
て
居
り
、

然
も
相
対
の
ま
ゝ
が
絶
対
で
あ
り
、
絶
対
の
ま
ゝ
が
相
対
で
あ
り
、
現
象
即
実
体
、
実
体
即
現
象
で
あ
り
、

事
を
全
ふ
じ
た
る
理
で
あ
り
、
理
を
全
ふ
じ
た
る
事
で
あ
る
と
立
て
ゝ
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
合
理
的
の

も
の
で
あ
つ
て
、
強
ち
否
定
す
べ
き
も
の
で
な
く
、
ま
た
単
に
一
方
的
に
絶
対
無
限
の
み
が
、
相
対
有
限

を
該
ね
包
む
と
い
ふ
こ
と
の
合
理
的
で
な
い
こ
と
を
も
肯
定
さ
る
ゝ
の
で
あ
る
。
要
約
す
れ
ば
、
難
行
聖

道
教
そ
れ
自
体
の
立
揚
に
於
て
は
、
合
理
的
に
教
法
が
組
織
さ
れ
、
成
佛
得
果
不
可
能
の
も
の
で
な
い
の

で
あ
つ
て
、
論
主
龍
樹
も
既
に
久
乃
可
得
と
説
か
れ
、
否
定
は
さ
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。

さ
は
云
へ
、
修
道
の
難
易
に
つ
き
、
時
に
つ
き
、
機
に
つ
く
と
き
は
、
末
代
の
劣
機
及
び
難
き
こ
と
勿

論
な
る
こ
と
云
ふ
ま
で
も
な
い
の
で
あ
る
。

四

信
方
便
易
行.



- 76 -

信
方
便
易
行
と
は
、
易
行
の
何
物
な
る
か
を
明
示
し
た
語
で
あ
つ
て
、
難
行
に
対
す
る
易
行
の
こ
と
で
あ

る
。
信
方
便
易
行
と
云
ふ
こ
の
方
便
と
は
、
方
法
手
段
の
こ
と
で
あ
つ
て
、
如
上
、
易
行
の
質
問
に
疾
く

不
退
に
至
り
得
る
方
便
を
問
う
て
を
り
、
こ
れ
が
略
説
に
も
汝
若
し
不
退
に
至
る
方
便
を
聞
く
な
ら
と
云

う
て
、
方
便
と
は
不
退
に
至
る
の
方
法
手
段
の
こ
と
で
あ
る
。

然
ら
ば
方
法
手
段
な
る
も
の
何
ぞ
や
と
云
ふ
に
、
信
が
そ
の
ま
ゝ
疾
く
不
退
に
至
る
方
便
で
あ
つ
て
、

信
が
そ
の
ま
ゝ
易
行
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
、
す
な
は
ち
信
方
便
易
行
と
云
は
る
ゝ
易
行
そ
の
も
の
は
、
信

心
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
信
方
便
易
行
と
は
、
信
方
便
に
依
る
の
易
行
と
云
ふ
こ
と
で
あ
り
、
信
方
便
に
依
る
の
稔
名
が
易

行
と
云
は
る
ゝ
の
で
あ
つ
て
、
此
の
場
合
易
行
と
指
す
は
称
名
の
こ
と
で
あ
る
、
す
な
は
ち
勤
行
精
進
の

難
行
に
対
す
れ
ば
、
称
名
念
佛
の
一
行
こ
そ
、
げ
に
易
行
で
あ
る
。

此
の
信
方
便
易
行
は
、
諸
佛
易
行
に
通
す
る
こ
と
云
ふ
ま
で
も
な
い
、
随
て
易
行
と
云
は
る
ゝ
信
心
も

称
名
も
、
み
な
と
も
に
諸
佛
易
行
の
章
下
に
も
あ
つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
諸
佛
易
行
と
し
て
鑓
仰
さ
れ
て
ゐ
る
。

か
く
信
方
便
易
行
は
難
行
に
対
す
れ
ば
、
易
行
と
し
て
一
應
諸
佛
に
通
ず
る
も
、
諸
佛
易
行
は
こ
れ
を
要

す
る
に
、
矢
張
り
自
力
で
あ
り
、
た
と
へ
浄
土
を
説
く
も
、
結
局
此
土
入
證
の
難
行
の
格
を
脱
し
て
ゐ
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
眞
實
の
易
行
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
反
し
て
、
彌
陀
易
行
は
他
力
で
あ
り
、
彼
土
得
證
の
法
で
あ
つ
て
、
眞
實
の
易
行
で
あ
る
。
す

な
は
ち
彌
陀
易
行
は
、
如
來
の
若
不
生
者
不
取
正
覚
の
誓
約
に
よ
つ
て
、
彌
陀
の
因
位
の
萬
行
、
果
地
の

萬
徳
、
悉
く
名
號
の
中
に
摂
在
し
て
、
わ
れ
ら
が
往
生
の
行
体
と
な
つ
て
を
り
、
こ
れ
を
他
力
廻
向
に
よ

つ
て
、
聞
信
の
一
念
に
全
領
し
、
し
か
も
そ
の
一
念
の
當
体
に
不
退
に
入
る
の
で
あ
る
か
ら
、
信
心
が
そ

の
ま
ゝ
易
行
と
云
は
る
ゝ
の
で
あ
る
。
ま
た
称
名
が
易
行
と
云
は
る
ゝ
は
、
信
方
便
易
行
に
於
け
る
方
便

と
ほ
無
上
方
便
の
こ'

と
で
あ
り
、
此
の
「
無
上
方
便
を
信
す
る
」
と
い
ふ
は
信
心
の
こ
と
で
あ
る
、
此

の
信
心
に
よ
る
の
易
行
な
れ
ば
、
念
佛
で
あ
つ
て
、
報
謝
行
の
こ
と
で
あ
る
。
蓋
し
彌
陀
法
は
信
心
正
囚
、

構
名
報
恩
の
外
は
な
い
の
で
あ
つ
て
、
聞
其
名
號
信
心
歓
喜
の
一
念
に
、
當
來
の
往
生
が
き
ま
る
と
同
時

に
、
現
生
は
不
退
転
正
定
聚
で
あ
る
か
ら
、
第
二
念
以
後
の
称
名
念
佛
は
た
だ
こ
れ
報
謝
の
外
は
な
い
の

で
あ
り
、
し
か
も
こ
れ
易
行
で
あ
る
の
で
あ
る
。

五

疾
得
不
退

「
易
行
品
」
一
部
全
体
は
、
佛
果
菩
提
を
成
ぜ
ん
が
た
め
、
疾
く
不
退
位
を
得
る
を
先
決
問
題
と
し
て
、

説
か
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
、
此
の
不
退
位
に
つ
い
て
は
、
一
般
大
乗
教
は
初
住
不
退
説
な
る
こ
と
、
既
に

後
篇
要
義
の
序
言
に
於
て
、
そ
の
大
要
を
述
べ
て
置
い
た
の
で
あ
る
が
、
上
の
十
住
・
十
行
・
十
廻
向
の

三
賢
位
と
十
地
の
聖
位
は
、
凡
て
こ
れ
正
定
聚
で
あ
り
、
十
信
の
内
凡
は
不
定
聚
で
、
あ
り
、
わ
れ
ら
の

外
凡
は
邪
定
聚
で
あ
る
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。
此
の
難
行
道
に
於
け
る
不
退
転
と
言
は
れ
、
ま
た
正
定
聚
と

言
は
る
る
も
の
は
、
三
賢
十
地
の
菩
薩
の
得
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
八
相
成
道
を
示
現
し
得
る
も
の
で
あ
り
、

菩
薩
の
現
身
に
於
て
顯
現
し
得
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
實
に
顯
益
で
あ
る
こ
と
勿
論
で
あ

る
。
さ
れ
ど
自
力
を
以
て
成
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
た
と
へ
易
行
の
方
便
を
以
て
し
て
も
、
容
易
に
得

ら
る
べ
き
わ
け
の
も
の
で
は
な
い
。

彌
陀
易
行
に
於
け
る
不
退
転
と
言
は
れ
、
入
正
定
聚
と
云
は
る
ゝ
も
の
は
、
わ
れ
ら
の
此
の
身
の
ま
ゝ
で
、

聞
信
一
念
の
當
髄
に
得
る
と
こ
ろ
の
現
在
の
利
益
で
あ
る
。
彌
陀
章
の
散
説
に
は
、
こ
れ
を
「
即
入
必
定
」

と
云
ひ
、
偈
説
に
は
、
こ
れ
を
一
層
明
瞭
に
時
の
言
を
入
れ
て
、
「
即
時
入
必
定
」
と
述
べ
ら
れ
、
疾
得

で
あ
り
、
同
時
で
あ
る
こ
と
を
力
読
さ
れ
て
ゐ
る
。
さ
れ
ど
此
の
現
生
不
退
、
入
正
定
聚
の
益
た
る
や
、
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わ
れ
ら
の
此
の
身
が
、
そ
の
ま
ゝ
菩
薩
そ
の
も
の
に
な
つ
た
わ
け
で
な
い
か
ら
、
顯
益
で
な
く
全
然
密
益

な
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
わ
が
宗
祖
聖
人
に
よ
つ
て
、
強
調
さ
る
ゝ
現
生
不
退
説
た

る
や
、
「
易
行
品
」
に
淵
源
す
る
こ
と
、
今
更
言
ふ
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

出
家

し
ゅ
っ
け

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
プ
ラ
ブ
ラ
ジ
ャ
ー

p
ra
v
ra
jy
´

ま
た
は
プ
ラ
ブ
ラ
ジ
タ

p
ra
v
ra
jita

の
訳
。
家
を
出
て
仏
門
に
入
る
こ
と
。
在
家
の
対
。
家
庭
生
活
を
捨
て
，
世
俗
的
な
執
着

を
離
れ
て
，
も
っ
ぱ
ら
仏
道
を
修
行
す
る
こ
と
。
ま
た
は
そ
の
人
を
い
う
。
仏
門
に
入
っ
て

僧
尼
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
仏
教
徒
の
集
団
を
構
成
す
る
七
衆
の
う
ち
在
家
の
優
婆
塞

(

う
ば
そ
く)･

優
婆
夷(

う
ば
い)
を
除
く
，
比
丘(

び
く)

，
比
丘
尼
，
式
叉
摩
那(

し
き
し
や
ま
な)

，

沙
弥(

し
や
み)

，
沙
弥
尼
の
五
衆
は
出
家
の
な
か
に
入
る
。
鬚
髪(

し
ゆ
は
つ)

を
剃
り
，
墨
染
な

ど
壊
色(

え
し
き)

に
染
め
た
衣
を
ま
と
う
状
態
に
な
る
の
で
剃
髪
染
衣(

て
い
は
つ
ぜ
ん
え)

と
い

い
，
と
く
に
王
侯
貴
族
の
出
家
は
落
飾(
ら
く
し
よ
く)

と
い
う
。
ま
た
出
家
し
た
者
が
在
家
俗

人
の
生
活
に
も
ど
る
の
を
還
俗(

げ
ん
ぞ
く)
，
復
飾
と
い
う
。
日
本
で
は
敏
達
天
皇
の
と
き

司
馬
達
等
の
娘
善
信
尼
が
出
家
し
た
の
が
最
初
と
さ
れ
る
。
古
代
は
僧
と
な
る
の
は
官

許
制
で
，
民
間
に
は
は
や
く
か
ら
官
許
を
得
な
い
私
度
僧
や
自
由
出
家
者
が
現
れ
，
聖(

ひ

じ
り)

な
ど
と
い
わ
れ
た
が
，
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
在
俗
生
活
を
送
る
，
い
わ
ゆ
る
半
僧
半
俗

者
で
あ
っ
た
。
僧
で
あ
っ
て
，
し
か
も
家
庭
を
も
っ
た
者
も
各
時
代
に
み
ら
れ
，
親
鸞
も
自

己
の
立
場
を
非
僧
非
俗
と
述
べ
て
い
る(

《
教
行
信
証
》)

。18
7
2
年(

明
治5

)

僧
侶
の
肉
食･

妻
帯･

蓄
髪
が
公
許
さ
れ
，
形
態
的
に
は
在
俗
者
と
変
わ
ら
な
く
な
り
，
出
家
者
の
世
俗

化
に
拍
車
を
加
え
た
。

伊
藤

唯
真

（
世
界
）

(C
)
1
9
9
8
-
2
0
0
0

H
ita

c
h
i
S
y
s
te
m
s
&

S
e
rv
ic
e
s
,
L
td
.
A
ll
rig

h
ts

re
se
rv
e
d
.

家
を
出
る
と
い
う
意
。
家
を
捨
て
る
こ
と
。
在
家
の
対
。
七
衆
の
内
、
優
婆
塞
、
優
婆

夷
を
除
く
他
の
五
衆
出
家
に
含
ま
れ
る
。
②
父
母
が
承
諾
し
な
け
れ
ば
出
家
は
で
き
な

い
。〈
維
摩
経
弟
子
品
〉

（
仏
教
語
）

中
村
元
先
生
は
、
『
ブ
ッ
ダ
の
生
涯
』
（
Ｃ
Ｄ
）
に
お
い
て
、
出
家
と
は
、
今
日
で
い
う
留
学
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ
ウ
テ
ィ
リ
ア
実
利
論
に
は
、
家
族
が
生
活
に
困
っ
て
い
る

の
に
出
家
す
る
人
は
、
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

カ
ウ
テ
ィ
リ
ヤ

Jum
p

to
navigationJum

p
to

search

カ
ウ
テ
ィ
リ
ヤ

Chanakya
artistic

depiction.jpg

カ
ウ
テ
ィ
リ
ヤ
（
画
家
の
想
像
図
）

別
名

チ
ャ
ー
ナ
キ
ヤ
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
グ
プ
タ

職
業

大
学
教
官
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
グ
プ
タ
の
政
治
顧
問
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著
名
な
実
績

マ
ウ
リ
ヤ
朝
の
建
国

代
表
作

実
利
論

カ
ウ
テ
ィ
リ
ヤ
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語 

K
autilya

：
紀
元
前350

年 - 

紀
元
前

283

年
）
、
あ
る
い
は
チ
ャ
ー
ナ
キ
ヤ
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語 

Cāṇakya

）
、
あ
る

い
は
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
グ
プ
タ
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語 

）
は
、
古
代
イ
ン
ド
の
マ

ガ
ダ
国
マ
ウ
リ
ヤ
朝
初
代
チ
ャ
ン
ド
ラ
グ
プ
タ
王
（
紀
元
前340

年

-

紀
元
前293

年
）

の
宰
相
で
あ
り
軍
師
で
あ
っ
た
人
物
。
イ
ン
ド
最
初
の
本
格
的
な
統
一
王
朝
と
な
っ
た

マ
ウ
リ
ヤ
朝
の
建
国
の
礎
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
最
も
有
名
な
『
実
利
論
』
（
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
語 

A
rthaśāstra

）
を
著
し
た
と
さ
れ[1

]

、
近
現
代
に
は
「
イ
ン
ド

の
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
リ
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。

カ
ウ
テ
ィ
リ
ヤ
は
紀
元
前324

年
頃
の
イ
ン
ド
北
西
部
に
お
け
る
チ
ャ
ン
ド
ラ
グ
プ
タ

の
挙
兵
に
大
き
く
関
わ
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
彼
の
補
佐
の
も
と
チ
ャ
ン
ド
ラ
グ
プ
タ

は
ガ
ン
ジ
ス
川
中
流
域
へ
と
侵
攻
し
て
ナ
ン
ダ
朝
の
首
都
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
を
占
領

し
、
国
王
ダ
ナ
ナ
ン
ダ
を
殺
害
し
て
ナ
ン
ダ
朝
を
滅
ぼ
し
、
マ
ウ
リ
ヤ
朝
を
建
国
し
た
。

カ
ウ
テ
ィ
リ
ヤ
は
建
国
さ
れ
た
マ
ウ
リ
ヤ
朝
に
お
い
て
引
き
続
き
政
治
顧
問
の
役
割
を

果
た
し
、
事
実
上
の
宰
相
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
タ
キ
シ
ラ
に
あ
っ
た
大
学
の
教
官

で
も
あ
っ
た
。
チ
ャ
ン
ド
ラ
グ
プ
タ
の
死
後
も
、
彼
の
息
子
で
あ
る
ビ
ン
ド
ゥ
サ
ー
ラ

王
の
も
と
で
引
き
続
き
補
佐
を
行
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
カ
ウ
テ
ィ
リ
ヤ
の
残
し
た
と

さ
れ
る
「
実
利
論
」
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
書
か
れ
た
冷
徹
な
政
治
論
で
あ
り
、
し

ば
し
ば
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
の
『
君
主
論
』
と
比
較
さ
れ
る
。
こ
の
「
実
利
論
」
は
同
時

に
、
当
時
の
マ
ウ
リ
ヤ
朝
や
イ
ン
ド
社
会
を
知
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
と
も
な
っ
て
い

る
。

教
条
主
義

〔
英
〕dogm

atism

〔
独
〕D

ogm
atism

us

〔
仏
〕dogm

atism
e

哲
学
概
念
と
し
て

の
訳
語
で
は
，
独
断
論
，
定
説
主
義
と
も
訳
さ
れ
る
が
，
教
条
主
義
と
い
わ
れ
る
場
合

は
と
く
に
マ
ル
ク
ス
主
義
内
に
お
い
て
否
定
的
な
意
味
で
も
ち
い
ら
れ
る
用
語
で
あ

る
。
実
践
に
よ
る
検
証
を
へ
な
い
教
条
（
ド
グ
マ
）
を
無
批
判
的
に
信
奉
し
た
り
，
マ

ル
ク
ス
，
エ
ン
ゲ
ル
ス
・
レ
ー
ニ
ソ
ら
の
古
典
的
規
定
を
発
展
的
に
理
解
す
る
の
で
は

な
く
，
機
械
的
に
盲
信
し
て
い
る
よ
う
な
硬
直
し
た
発
想
を
非
難
す
る
と
き
に
使
わ
れ

る
。
中
ソ
論
争
に
お
い
て
中
国
は
ソ
連
を
修
正
主
義
と
批
判
す
る
が
，
ソ
連
は
中
国
を

教
条
主
義
と
よ
ん
で
非
難
し
て
い
る
。

（
哲
学
事
典
）

教
条
主
義

き
ょ
う
じ
ょ
う
し
ゅ
ぎ

ド
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム

d
o
g
m
a
tis

m

の
訳
語
で
，
元
来
，
科
学
的
証
明
な
し
に
，
ド
グ
マ(

宗
教

上
の
教
義
や
教
条)

に
も
と
づ
い
て〈
世
界
の
事
象
〉
を
説
明
す
る
こ
と
を
い
う
。
歴
史
的
に

は
一
般
に
中
世
の
ス
コ
ラ
学
が
代
表
的
な
も
の
と
い
わ
れ
る
。
無
批
判
的
な
独
断
に
も
と

づ
く
と
い
う
意
味
で
独
断
主
義
，
定
説
主
義
と
も
い
わ
れ
，
今
日
で
は
マ
ル
ク
ス
主
義
に
お

い
て
否
定
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
教
条
主
義
を
形
而
上
学
的
思
考

と
し
て
弁
証
法
に
対
置
し
て
批
判
し
，
マ
ル
ク
ス
主
義
で
は
，
特
定
の
理
論
，
命
題
を
，
事
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物
の
変
化
，
条
件
や
環
境
の
変
化
を
考
慮
せ
ず
に
機
械
的
に
現
実
に
適
用
す
る
態
度
を

さ
し
て
批
判
し
た
。
政
治
的
に
は
，
と
く
に
革
命
運
動
や
各
種
の
政
治
的
急
進
主
義
の
中

に
，
条
件
の
変
化
を
認
め
ず
に
教
義
か
ら
帰
結
さ
れ
る
運
動
や
方
針
を
実
行
す
る
傾
向

が
み
ら
れ
，
し
ば
し
ば
教
義
へ
の
保
守
的
態
度
と
，
運
動
を
め
ぐ
る
条
件
を
無
視
し
た
過

激
な
急
進
主
義
と
を
伴
う
こ
と
と
な
る
。
ま
た
，
宗
教
運
動
な
ど
で
特
定
の
教
義
に
固
執

し
，
い
っ
さ
い
の
変
化
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
も
，
こ
の
よ
う
な
態

度
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
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